
マクロビオヴ材ッ′

健康の自己管理マニユ刀レ

細
　
　
舗

　̈　財

鮮
　
　
健

軌
　
　
る

行
　
　
ょ

発
　
　
　
　
こ

勧　
　
食

No 837 2007

鶴

00
畿

ー 1lliト

」「/1・二
F

‐         ・‐           
聯

華    ● ・     
・

手 ,

●

難  鶴

,。
0

特
集
桑
の
実

0

0
0

`  ・

【対談】石原結寅先生に聞く!

平田シエフの料理レシピ……玉 ね ぎ
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第9回 【テーマ食材】

玉ねぎ
玉視材脱議■4‖凛認■:肥
ない食材のひとつです にねぎをLl」 った時に、涙がで

るのは、fデ

`化

アリルという1流 JJIを 含も,戊 分が、′ドタtに

バ、れてI「 発し,ル:腺を刺激するからで、「 ねぎの繊維を

つぶさないように、よく切れる包 ]を ,tう ことでかなり解

,肖 できます 「̈ ねぎの原産地は111央 アジアから地 lliガ j

沿岸に至るあたりとされていますが、りl′ llilが 見つかっ

ていないため特定され

ていません .し かしlI「 代

から栽培されていたこと

は確実で、エジプトやメソ

ポタミヤ文り1の 1午 から栽

培 されていました エジ

プトではピラミソド建 Fえ の

′リナ働 者へ の報Ⅳ‖として

支|_/、われたというi党もあり、

人人たちが腰に にねぎ

やにんにくをぶら下げて

いる姿が描かれた壁画があります :ま た「IH約 り
11,1卜 J

や IT夜  夜物語」にもにねぎを食べたり精力剤にす

るi講 がでてきます=貴重なエネルギー源になっていた

のでしょう エジブトからヨーロッパ各地に161吐紀ごろ

広まり、日本へは17701lftに 長崎に朽蛮船によってll

ち込まれましたt,本 格的に栽培されはじめたのは明if)

時代の中り明以降からです :1871年 にアメリカから伝

1番し、北海i重 、ついで大阪で作られたのを機に全 L■lで

栽培されようになりました=春にlllを 播き秋に収穫する

北海道などの地域のもの、秋に和[を 播き初夏に収性

する関西地方などのものが 1人 ,I地として発展して

いきました liね ぎは貯蔵しやすいので、 イF中 店先

に並んでいますが、イリは5月 ～61jの イド(おiにねぎ)です

さて、私たちが食べているのは、「 ねぎの根、茎、葉の

どこの部分だと思いますか?実は来の部分だそうです

業の ドの葉鞘とよばれるところが成1(するにしたが tヽ

1与Iみ を増し、重なりf卜って球体に入ったものです [現

治:栽 培されている にね

ぎの大半は黄 にねぎ系

の泉州黄や札幌 Jtと い

う11lfflで 、加禦,す ると十

み成分が 1卜 財tへと変化

します [妙めた「 ねぎの

‖みは砂糖の 5()1古 とい

われます iま た、IIL′ li黄

「 ねぎは11平な球 形で

員塚 |ILノ
liゃ 貝塚極 |:L■

などの品fTがあり、:†iみ

成分がマイルドごみずみずしいのが11徴で、オニオン

スライスなどでltわれます t ttiIは 赤 にねぎ、業|[ねぎ、

エシャロット、ブチオニオンなど、いろいろなll類の玉ね

ぎを店先で見かけるようになりました マクロビオティッ

クの手当法の中でも、すりおろした にねぎの汁を歯痛

に使ったり、おlll!の 中では |卜 い野菜のスープや雑穀

ハンバーグ、イ込み本|り |!な どにかかせない食 |イ です

1午 I支 は脇役的なイ「

`:の

にねぎですが、今|lllは li役に

なる本1理を考えてみました
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赤玉ねぎ        1個   1ひじきを水につけ戻し水気を切ったら、だし汁、醤油、みり

乾燥ひじき        20g   んで煮合めます。途中にんじんの千L7Jりを加え、煮汁がな

にんじん       1 2本    くなるまで煮切り冷まします。

クレソン         1束   魔赤玉ねぎは、くし切りにして軽く塩をふっておきます。鍋に

だし汁 (昆布、十椎茸) 適it  米酢と同1+な の水をいれ沸騰させます。火からおろし赤王

醤油       大さじ1～ 2   ねぎをいれ、そのまま室温で冷まし即席のビクルスを作りま

みりん         少  々  すじ

EXVオリーブオイル   適量  3クレソンは洗って水気をきり、食べやすい長さにLJJってぉき

米酢          80cc   ます。ボウルに、ひじき、クレソン、くるみ、赤]:ねぎのビクル

自然塩         少  々  スをいれ少量のオリーブオイルで和えて器に盛ります。

くるみ         適量

は        _
年 粋 竿

鶏酢  1規翻瑚ナ〃
刷判p%団  職 I Юg¥Щ梱

*食材提供/Ohsawaォ ーサワジャバン株式会社 フリーダイヤル0120-667-440

*商品のお求めは、リマの通販/リマ東北沢店/巻末の日本CI協会友の店まで

リマの通販 フリーダイヤル0120‐ 328‐ 515オンラインショップ http:〃shopJima.coJpリ マ東北沢店 丁EL03… 3465‐5021

磐

ゝ



【作り方】【材料 8人前l

5～ 6個   1玉 ねぎを薄くスライスし、なたね油を敷いた鍋にいれ、玉ねぎ

2枚    中火であめ色になるまで、じっくりとソテーします。板麹

1.51  2玉ねぎの甘味が十分出たら、だし汁、塩、胡椒、ローだし汁 (昆布、千椎茸 )

自然塩、胡椒        少  々  リエ、醤油をいれ、25分ほど煮込み味をととのえます。
醤油          大さじ1  3耐 熱の器にオニオンスープをいれ、4等 分に切り分
ローリエ          1枚    けた板盤を乾燥したまま浮かべ、ホワイトソースを流
なたね油          適量   し、200℃のオープンで8～ 10分焼きます。

現棚 … 刹卸
腫 … …

″臨

玄米粉のホワイトツース【材料&作り方l

玄米粉  40g  l玉ねぎを回し切りでスライスし鍋に入れ、なたね油を加え、中火でしんなり

豆孝L  400cc   するまで焦がさないようにソテーします。

玉ねぎ 100g  2ボウルに玄米粉と豆乳100ccを いれ合わせておきます。残りの豆乳と塩を

自然塩  少々  (1)の鍋に入れ、木べらで混ぜながら加熱し沸いたら先の混ぜたものを
なたね油 少

`   
加え、もったりするまで木べらでまぜます。

3鍋底が見えてきたら、ミキサーで撹拌し裏ごして味をととのえます。

第9回 【テーマ食材】

000335
玄米粉
300g
¥546(税込)

002895
ソイ・ドリーム

(有機無調整豆手L)

1000ml¥483(税込)

玉ねぎ



【材料バウンド型1台分】

工ねぎ

全粒薄力粉

地粉

ベーキングパウダー

自然塩

メープルシロップ

なたね7由

豆乳

レーズン

【作り方l

150g l粉類をふるいにかけ、ボウルに入れ泡立て器でよく混ぜま

80g  す。別のボウルにメープルシロップ、なたね油、豆乳を入れ、

80g  泡立て器でよく混ぜます。

8g 2玉ねぎを薄くスライスし鍋に入れ、少量の水と塩を加えフ

2g  夕をして、弱火で蒸し煮にします。玉ねぎがしっとりして甘

30cc  みがでたらバットにひろげて冷まします。

50cc 3(1)の ウエットとドライの材料を混ぜ合わせ、(2)の王ねぎ

140cc  とレーズンを加え、よく混ぜ合わせます。

25g 4オーブンシートをはったパウンド型に流し入れ、180℃のオー

ブンで20～ 30分焼きます。焼き上がったら型からはずし、

冷めてから切り分けます。

―

圃

了
:‐

000326
特選 南部地粉 (準強力粉 )

5009¥210(税 込)

000534
カリフォルニアレーズン (大 )

500g ¥766(税 込)

口

■

■

000634
オーガニックメープルシロップ (大 )

250ml¥1,029(税 込)

平田 優●PROFiLE
1961年 東京生まれ。1988年フランス料理店「ルクープシュー」で料理長。その後、フランス各地を修行
のために回る。帰国後センチュリーハイアットホテルなど一流レストランを経験する。2002年久司道夫氏

認定マクロビオティックレストラン「クシカーデン」初代総料理長パトリシオ・ガルシア・デ・パレデス氏よ

リマクロビオティックの基礎を習い、研究を重ねシンプル・モダンをテーマにフランス料理のエスプリを残
したマクロビオティック料理を創作する。2006年 5月よ|リスパイラルLLCを設立し、マクロビオティック及
び雑穀の普及に務める。リマ・クッキングスクール講師や各地のホテルなどでマクロビオティックのアド
バイザーや料理顧間を務める。*日本雑穀協会認定雑穀エキスパート。

料理スタッフ:4ヽ野寺廣子 鷹取育江 広瀬康代 榎本ゆきえ 奈良優子 阿部清美
撮影:梅 田明宏 撮影協力:リ マ・クッキングスクール 食材イラスト:古川育子

000535
カリフォルニアレーズン (1ヽ )

150g¥294(税込)



第107回

リマ・クッキングスクール
2007年春期試作会&修了式レポート

LlMA COOKINGSCHOOL SPRIN(l REPttRT

4月 15日 (日 )こまばエミナ■ス(東京・目黒)にて、

恒例の試作会&修了式を開催しました。 |

青森校、柏校、横浜校、名古屋校などの全国の姉妹校と

本校合計261名もの生徒さんが集まりました。

いつも試作会では季節の色が出ます6今回は春爛漫の季節。

テーブルの上は華やかな料理が並び、会場でも春を満‐喫できました。

審査風景、優秀作品t師範クラスの作品をご紹介いたします。

先生方と師範クラスのみなさん(ウィークデイ)

先生方と師範クラスのみなさん (ウィークエンド)



松本校長先生と田中愛子先生 表彰風景

上級の審査風景 中級の審査風景

講評

尾形先生 (初級中級統括 )

塩と火の使い方が大事。全体的に塩気が中に入

っていなくて、外にからまっているだけという作品が

多かった。

桜井先生 (中級主任 )

塩の使い方をしっかり身につけること。召し上がる

量にも気を配ること。

川内先生 (上級主任 )

春らしい作品が多く、目では美味しそう。味が伴うよ

うに。初級、中級で学んだ基本、火と塩をしっかり使

うこと。

岩名先生 (顧問 )

1味力ヽ まやけているのが多かった。

田中愛子先生 (顧間 )

マクロビオティックは世界中で花が咲いている。これ

からは良い時代になっていきます。あなたたちは選

ばれた人たちだから、自分自身も頑張り、周りに良い

影響を与えてください。

松本校長先生
マクロビオティックを実践していない人が作るのは、

所詮真似事。あなたたちは、本物のマクロビオティッ

ク料理を作って欲しい。

本間友理さん 春の押し寿司 前田裕子さん 玄米ドリア
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作品の一部紹介 (1雨 範クラス)

中国深雪さん
ベジタブルどらやき

林浩美さん
fJ菜‖楽ずし

丹羽由実さん
ライスボール

大津麗子さん
高きびソーセージマリネ添え

竹本ともみさん
、,と もちきびのタルト

′
Jヽ西リサさん
春の押し寿司

睛騨
藤一

みさん
色遊び

高橋啓子さん
花見弁当

畑中千恵子さん
カッツォーネ

津田恵さん
玄米おかゆスコーン
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作品の一部紹介 (師範クラス)

森直美さん
和風玄米スイーツ

濱屋詠子さん
お花見ベジ団子

千葉直子さん
韓国のり巻き

田口景子さん
マドレ…ヌ

吉川沙千木さん
どら焼き

石山めぐみさん
スプlリ ングロール

本屋敷啓典さん
あずきかぼちゃケーキ

佐藤久子さん
ひよこ豆ときのこのヘルシーローフ

工藤すみ子さん
FFキャベツとトマトのシチュー

久松也伽子さん
お弁当用ドリア

条生雅子さん
I:しぶどうクリーム

加藤結美さん
玄米いももち

渋谷奈緒子さん
ガトーショコラ

佐藤美菜子さん
アップルごはんタルト

菖竃壼菫顧竃ξttdIIl



作品の一部紹介 (師範クラス)

山本久子さん
』ヒの本

的野恵子さん
実そばソーセージ

ガードナー亜紀子さん
翡翠マーボー:豆腐

山崎道子さん
春餅 (チュンビン)

小林美嘉さん
A bite of PoTer

森田美由紀さん
ブチタルト

千田晴美さん
ゆべし&沢庵

堅田令佳さん
揚げせんべいとゴーフル

次回の試作会は7月 29日 (日 )の予定です。

詳細は9月号で紹介いたします。

LiXλ



薬を使わず体にやさしい

/

便秘 または下痢

疲れがとれない

肥満ぎみ

高血圧が心配

アレルギー体質

口臭・体臭が気になる

美肌になりたい

彗萎

屏
轟

成分配合
■オーカニックコーヒー豆

■EM― X
■駿河湾海洋深層水

■乳酸菌生成エキス

■蘇生海塩

■オリゴ糖
国際特許申請済

内容 :1559
定価 30缶 8,820円 (税込 )

6缶  1,890円 (税込 ) 琴1  聾l輌げ

家庭でできるコーヒー洗浄

|||1懺

カフェコロンは

腸内環境を整え

体にやさしいシリコン製です.

医療用洗浄機器 クラス1    ｀
医療用具許可番号 13B3X00407
意匠登録番号 第1174680

定価 7,140円 (税込 )

オーガニ ックコーヒー豆に
るすべて天然成分を配合 !

終残
鰊ms畿鱚機

サワジャパン株式会社



と う

糖鎖栄養素

黒酵日発酵瀬

ナ   ー
鰺艤

レカン・オリゴ糖¬
アウレオバシジウム菌発酵液

写デ

「

‐‐」膨
黒酵母発酵液は優れた自然環境の中で庶糖、米糠、

アセロラ抽出物 (天然V.C)、 阿蘇山系のミネラル水

などの栄養素を培地として高度なバイオ技術をもと

に黒酵母 (アウレオバシジウム澤)の発酵により生み

出されたものです。糖鎖栄養彙 なるβl,31,6グ ル

カン (水溶性多糖)やオリゴ糖を 11成分としたジェル

状の液体です。この発Ayr液にリンゴ抽出物とレモン

果汁を配合し、抗酸化力を高めています。

天然成分100%の 1ナチュラルGマックス』は糖鎖栄

養素を丸こと摂取できます.

17g× 30袋入 10,290円 (本体価格9,800円 )

ナチュラルGマ ックス 表示成分(100g中 )

●おなかの調子を気にする方

●スタミナ、衰えを感じている方

●食事に気を付けている方

●洒量、残業の多い方

●甘いものがお好きな方

●かわいいペツトにも !

赤ちゃんからお年寄りの方まで健康維持にお役立てください
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北里大学

医療衛生学部

基礎医学系

薬理学研究室

医学博 士  松 尾純孝

バイオの神秘から基礎実験へと

発酵液の力を実感じ そのメカ
ニズムを解明しています.

バイオテクノロジー研究者
応微リサーチ

門田元―  所 長

研究に携わつて早二十有余年
今では社会に貢献できること
が喜びです .

魚 株式会社 森]曇煩 sY

〒4340015静 岡県浜松市浜北区於呂1930

TEL 053-580-3888
∪RL i httpノ/www sh nshuyakicom
e ma i nfoOsh nshuyak oom

熱       量

タ ン パ ク 質

脂       質

質

ナ ト リ ウ

カ  リ  ウ  ム

リ        ン

β ― グ ル カ ン

水      分
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『食卓に健康をお届けします』
をモットーに乾麺・即席ラーメンの製造を初め、海外各国で有機栽培された

穀物やドライフルーッ、オリーブ油等 の々輸入販売をしています。

安心。安全を追及して農業法人を設立しました。
岩手県藤沢町で約20,000坪の有機農場を運

営し小麦、大豆、大麦、そばの生産を始めました。

篠E

容器入り

“
目19膵

提4粒 )

有機構シリ■ズ
厳しヽ基準の認定を受けた有機商品です。

”誘
［

――一
″

            

―

                                        

―

希望小売価格525円 。税込      (オ リコ糖入り)     希望小売価格2,100円 。税込   希望小売価格3,675円 。税込
希望小売価格1,680円 。税込

`Z開

:11(=Kcri株 式害ネ1■,X句「 :b 大阪府守国市大日町3-27-7 お客様窓口 丁EL(06)690トフ211



Ohsawa

安心、美味しい、手間いらず。
ン

健康のために生活習慣を見直す場合、最も大切なことは栄養ノヾランスのよい食事を規則正しく  
プ ロケ: ｀

とることですが、毎日のこととなるとなかなか難しいものです。オーサワのカロリーコントロール食は

主菜・副菜・スープを合わせて240kcal、 塩分2.7g以下に抑えた、美味しいヘルシーメニューが全7種類。

いずれも良質の食材を使用。湯煎やレンジでカロ熱するだけの手軽さで、毎日お召し上がりいただけます。

食生活の改善をサポート

多

瀕
傑
閣
覧
■
ア

タ

ジ

　

タ

″

胸
純
ジ

後

癬
′

‘

″
癸

ぽ

カロリーコントロール食
植物性原料だけで作つたヘルシーメニュー が7種類。

食材には化学調味料・保存料などの添カロ物を使用していません。

種饉 カロ熱だけの 簡単調理 で、面倒なカロリー計算もいりません。

主菜・副菜・スープ合せて

tqt-f>fq-r!i trE

7lJ)h! tyr
:曇 i::1・

^Φ

:|ボ :'瘍

多
多

三継Tゎ

塩分2.7g以下

1箱 1食分各1,200円 (税込)

全7種セット8,400円 (税込)

→逸奎晋ピ珀多
:::薔il  く

=口=》

勒



Ohsawa

甕阪礫礫賣絋
°
&T:ぽ醜caFe

サプリスティック カフェ

カルシウムは、骨や歯の

形成に必要な栄養素です
C aO~

鉄は、赤血球を作るのに

必要な栄養素です。

F目里瓢用屈l税込価格2,100円

原材料名

小麦粉、玄米粉、全粒焙煎はとむぎ粉末、琉球化石サンゴ、

有機胡麻、有機メープルシロップ、菜種油、海の精

※ 殻付き全粒焙煎八トムギ粉末は「浄身粉」を、琉球化石サンゴは
2億 5千万年前の海のミネラルが凝縮された天然サンゴ粉末

「ミネラル73」 を使用しています。

栄養成分表示 1袋 (359)当 たり

エネルギー ー140kcJ 食物繊維 ―-27g
たんぱく質― -30g ナトリウムーー 89mg

月旨 質 ―一―一-33g  鉄 一―――――-4 0mg

糖 質 ―――-238g カルシウムーー385mg

riu fnffi 42On



回
ロ
ロ
ぴ
ち
ぴ
ち
菫
駕
牙

育
ち
盛
り
の
す
ご
い
玄
米
′

青
玄
米
と
は
育
ち
盛
り
の
若
い
玄
米
で
、
成
長
す
る
た
め

の
栄
養
と
パ
ワ
ー
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
の

青
玄
米
を
に
が
り
水
に
つ
け
て
発
芽
さ
せ
ま
し
た
。
発
芽

に
よ

っ
て
、
今
ま
で
眠

っ
て
い
た
酵
素
が
日
覚
め
て
活
動

を
始
め
ま
す
。
ギ
ャ
バ
（
γ
ｌ
ア
ミ
ノ
酪
酸
）
や
食
物
繊
維
、

ア
ラ
ニ
ン
が
大
幅
に
増
え
、
フ
ィ
チ
ン
酸

（Ｉ
Ｐ
６
）
は

ミ
ネ
ラ
ル
を
吸
収
し
や
す
い
形
に
変
化
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

「硬
く
て
食
べ
に
く
い
」

「お
い
し
く
な
い
」

「
に
お
い

が
す
る
」
な
ど
、
従
来
の
玄
米
の
イ
メ
ー
ジ
を

一
新
す
る

新
し
い
玄
米
で
す
。

BEST AMEN:TY

ぴちぴち発芽 青玄米

300g    399R (魂陀れゝ)

アラニン

うまみの成分。甘みが

増えたおいしいお米に

なる。[白米の10.4倍 ]

フィチン酸

強力な抗酸化作用。

米ぬかに多く含まれ

る。 [白 米の8.2倍 ]

ギャバ

アミノ酸の一種。発

芽によってグンと増

える。 [白 米の15～

18倍 ]

食物繊維

毎日欠かさずとりた

い栄養素。 [白米の

8.4倍 ]

[おすすめのお召し上がり方]

自米2カ ップをといでから青玄米
1カ ップを加えて軽くすすぎます。

水加減は白米3カ ップの目盛りに

あわせて炊飯します。
※青玄米のみでもおいしくお召し

上がりいただけます。お好みによ

り青玄米の量を加減してください。

愛・感謝・・ 。こころを込めてお客様ヘ

ベストアメニ乃 株式会社
本   社 福岡県久留米市三瀦町田川32-3

丁E L0942-64-5572

東京営業所  T E L03-3539-5671

白米、発芽玄米、青玄米の比較

白米、発芽玄米、青玄米の栄養成分(100gあ たり)

獅
町
参

|■■1白 米

発芽玄米

巡颯鱚 青玄米

(単位:mg)

フ
イ
チ
ン
酸

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

く自社調べ>



ON又躙賤熙 勿漑

新谷弘実先生講演会
「病気にならない幸せ健康法」
①東京:よみうリホール

日時 2007年 7月 8日 (日 )

開演13時 30分終了¬6時

②仙台:仙 台国際センター
日時2007年 9月 9日 (日 )

開演 13時30分終了16時

参加費 :2,000円
申込方法:官製ハガキに①セミナー日
Э氏名③住所④電話番号を明記の上、
下記までお申し込み下さい。
〒102-0076東京都新宿区市谷木村町
3-25市 谷リンデンビル401

ンツクス・ラボ「セミナー係」
*ホームページでも

ラクティスについて詳しくこ案内しています。

http1//www.lactls ip

平L酸 菌生成 エキス

LA〔 TIS
ラクティスは、16種の手し酸菌でつくつた豆乳ヨ

ーグル トのエキスです。無農薬有機栽培の大豆

を使い、動物由来成分不使用の発酵エキスです。

ラクティスは、生きた乳酸菌ではなく、7L酸菌

の分泌物と菌体物質からできています。

飲み切 リタイプ

…
10m:X30本 入 り 8,925円 (税込 )

「 お な か の 元 気 」応 援 し ま す

私たちのおなかの中には、多くの細

菌が住み着いています。

●穀物や野菜が大好きな善玉菌。

●お肉や油が大好物の悪玉菌。

●善玉菌と悪玉菌の両方の味方をす

る日和見菌などです。

そんな細菌達は、毎日、私たちのお

なかの中で、運動会の綱引きのよう

に勢力争いをしています。

善玉菌が優勢だと、おなかがととの

い、身体がイキイキします。

逆に、悪玉菌が優勢だと、おなかの

調子が崩れてしまいます。

ラクティスは、善玉菌の味方となっ

て、おなかの元気を応援します。

「家族で飲んでいます」
世界的な内視鏡外科医で、

ベストセラー「病気にならない生き方Jの著者
アルバートアインシュタイン

医科大学外科教授

新谷弘実 (しんやひろみ)先生

「30万人の腸内を診察した経験から

みると、善玉菌が優勢な Fき れいな

腸 1の持ち主は、見た目も若々しく、

健康状態も良好です。健康のためには、

腸内環境をととのえるよう心がける

ことが肝要です。私は、家族や患者

さんにラクティスを勧めています」

嚇者万_リワジャパリ株試会社 Ⅳ:甜督騰馬辟
=融=12ぃ

58&038



ご●l

食事と食事の間に空腹感も

きちんと感じられ、私には合

っていたと思います。また、

いらいらすることが少なな咲 幅套量撃ξん
気持ちも落ち着いてきました。  29歳 女性

湯煎し、袋を開けるたびに、ほどよい硬さと量

の食事で、食べるのが毎回楽しみでした。自分

で料理する食事と全く違った味や食感に出会う

感動があったように思います。

体重も2kg減っていたので嬉しかったですし、

洗顔の後、化粧水をつける前に、もうすでにつる

っとしているような感じで、化粧ののりもいい感じ

です。

便も毎朝必ず出るようになりました。

これから自分の体がよろこぶ食事をどんどん

していきたい!していこう!と思いました。

1週 間 メ ニ ュー 付

(リ マ クッキングスクール監修)

※モニター申込受付中 お問い合せは日本Cl協会 レディースセット体験係まで

Ohsawl(麟者)オー
"ジ

●
't'務

き暖闘辻‐醗器ば管男副諄嶽調絲588‐038

自分の体がよろこぶ食事

最初は、私なんかにできるかしら?という気持

ちもありましたが、内容を見て「おいしそう!やっ

てみたい!Jと 思いました。

全て湯煎、レンジでの調理で食べられるという

事も魅力的でした。以前に食べたことのあるお

味噌汁や、梅干し、大好きな三年番茶も入って

いて嬉しかったです。

届いた箱を開けると、たくさんのおいしそうな

写真付きのパッケージが入っていて、「よし!やっ

てみるぞ!」 という気持ちになり、早く食べたいと

思いました。

組合せ例を参考にしながら食べました。朝は

お粥と梅千しだけのときもありましたが、朝はまず

三年番茶を飲み、サプリステイックを時間をかけ

ながら食べて行くようにしましたc雑用をしながら、

よく噛み、のんびり・・というように。朝を「自分の

時間Jにして、噛みしめて食べると、一袋でお腹

がいっぱいになりました。

昼は、雑穀ご飯とお惣菜を組み合わせて食べ

ました。夜は家族と手作りの野菜料理、玄米中

心の食事をしました。

一口50回以上噛むことを′いがけることで、「 |

分な量を食べている!」 という満足感が得られ、

マ毎 蒙 鷲 ,タス毒奪轟 滋めたり、お湯を注ぐだけ。手軽 には じめてみ ませんか ?

3 o Macrobiotique 2001 .6
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6月号●目次

p13 plo

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
入
門
食
品

（レ
デ
ィ
ー
ス
セ
ッ
ト
）
１
週
間
体
験
談
●
栃
木
県
在
住
　
加
藤
庸
子
さ
ん

自
分
の
体
が
よ
ろ
こ
ぶ
食
事

現
代
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
●
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

冗
生
に
聞
く
！

ら
知
る
こ
と
が
で
き
る

官
足
法
教
え
ま
す
●
行
本
昌
弘

足
と
あ
な
た
の
健
康
０

著
作
で
た
ど
る
桜
沢
如

一
の
思
想
と
人
間
●
持
田
鋼
一
郎

２
１

エ
ル
・
バ
ト
ラ
‥

『
エ
レ
ホ
ン
』

工
桑

の

実

血
糖
値
や
貧
血
、便
秘
、不
眠
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
が
改
善

乳

ガ

ン

●
細
川
順
讃
／
小
林
箪

［食
事
療
法
］
自
ら
育
て
た
不
良
少
年
（ガ
ン
細
胞
）た
ち
に
襲
わ
れ
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
現
代
人

［食
養
レ
シ
ビ
］
女
性
が
大
好
き
な
食
べ
物
に
原
因
？

［自
然
療
法
］
シ
ョ
ウ
ガ
湿
布
、
サ
ト
イ
モ
バ
ス
タ
な
ど

壼

店
長
の
今
月
の
お
す
す
め
商
品
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一
％

導

的ピ

ガ
ン
が
治
っ
た
！
　
消
え
た
―
　
か
ら
だ
に
や
さ
し
い

「代
替
療
法
」
の
す
す
め
●
船
瀬
俊
介

性にぽ嘱イ壬だ．４一ｍジ．隔
（か鵬Ｕ膨競『鋭識雌る

″魔
法
の
言
葉
〃が
Ｎ
Ｋ
細
胞
を
増
殖
さ
せ
、ガ
ン
を
退
縮
さ
せ
る

ん
痺

涯

癸
乙

卜ヽ
の
ボ
デ
ィ
ス
プ
ラ
ツ
シ
ュ

型
腱
囀
輝ヽ

「ま群
舅
誹
脚す
る
割̈」第
昌
造

ピ安確
耐
雨．が
イ婆
町
輪
醜踵ぱ
刊
蛸
酢
酬
脚て
四
カ
月

籠
間
圏
ロ
ロ
Ｈ
闊
旧
Ｕ
　
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
ヨ
ガ
教
室
●
森
山

一呼
限
法
の
活
用
と
瞑
想

（冥
想
）
方
法

型

新
商
品
情
報

押

編
集
室
便
り

型

全
国
日
本
Ｃ
ｉ
協
会
友
の
店

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
ご
案
内

● スタ ソフ

人nllデ ザ イン ::イ ラス ト ノ(」J)ク

本 えイラス | :1株生 rl「  人羽 )ゑ

|■| |
「デザイン〕中ホ1吉 貝1

1・ 本鐘 r ヽ
「 井哲蔵 rf川 育子 室‖iさ と了

玲:
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ヽ型

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
、
穀
物
菜
食
を

中
心
と
し
た
食
養
法
で
、
１
９
３
０
年
以

降
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
創
設
者
で
あ
る
桜

沢
如

ズ
ー
８
９
３
～
１
９
６
６
年
）
に
よ
っ

て
提
唱
さ
れ
、
世
界
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
中
国
５

千
年
の
陰
陽
の
理
念
を
基
礎
と
し
た
伝
承

療
法
で
、
食
事
に
よ
る
健
康
維
持
、
体
質

改
善
、
治
病
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
［

別
名

「食
養
法
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
ｃ

「食
養
法
」
は
伝
承
療
法
を
基
礎
と
し
て

い
る
た
め
、
基
本
理
念
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、
一十
法
に
つ
い
て
は
指
導
者
間
で
若
Ｔ
の

相
違
が
あ
り
、
ま
た
、
時
代
背
景
と
と
も
に

変
化
し
て
い
ま
す
。
（生
活
環
境
の
変
化
）

以
下
は
、
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
と
し
て

「現

代
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」
の
概
念
を

説
明
し
た
も
の
で
す
。

桜沢 女ロー

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
考
え
方
は
と
て

も
シ
ン
ブ
ル
で
す
．
玄
米
莱
食
を
中
心
と

し
て
、
そ
の
上
地
で
穫
れ
た
も
の
を
、
そ
の

旬
に
食
べ
る
だ
け
で
す
中
化
学
的
で
不
自

然
な
加
工
や
精
製
を
せ
ず
、
自
然
の
恵
み

を
そ
の
ま
ま
摂
り
入
れ
る
、
日
本
が
古
く

か
ら
大
切
に
し
て
き
た
食
事
法
で
あ
り
、

そ
れ
が
心
と
体
の
健
康
を
作
り
、
維
持
で

き
る
と
い
２

」と
な
の
で
す
。
（＝
食
養
法
）

喜
び
あ
ふ
れ
る

一
生
を
送
る
た
め
に
必
要

な
健
康
と
、

′ヽし、
と
体
の
調
和
を
取
り
戻
し
、

継
続
す
る
こ
と
が
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
考

え
方
で
す
。
従
コ
ｔ
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
対

策
を
特
に
重
視
し
て
い
ま
す
．．

健
康
と
幸
欄
の
７
決
条
■
●

以
下
に
述
べ
た

「健
康
と
■
福
の
７
大

条
件
を
体
得
す
る
に
は
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
を
実
践
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

他
に
頼
ら
ず
、
生
命
の
健
康
と
幸
福
の
創

造
主
と
な
り
、
自
由
独
立
の
自
由
人
と
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●

疲
れ
な
い
こ
と

②

ご
飯
が
美
味
し
い
こ
と

③

よ
く
眠
れ
る
こ
と

④

物
忘
れ
を
し
な
い
こ
と

Ｏ

い
つ
も
愉
快
で
た
ま
ら
な
い
こ
と

０

考
え
方
や
行
動
が
社
会
道
徳
的
な
こ
と

⑦

ウ
ソ
を
つ
か
な
り

」
と

‐‐食儡
の
選
択
基
準
■
・　
．・・・●
●

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
養
法
は
、

３
つ
の
原
則
に
基
づ
い
て
い
ま
す
．

０

身
土
不
二

こ
ん
ゃ
かし

地
域
の
産
物
や
国
内
産
で
季
節
に
合
わ

せ
た
旬
の
素
材
を
用
い
ま
す
。
■
産
地
Ｕ

②

一
物
全
体

こ
れ
か
つ
ぜ
ん
た
じ

食
物
の
総
合
的
な
栄
養
を
考
え
、
野
菜

は
皮
を
む
か
ず
に
葉
も
茎
も
ひ
げ
根
も

全
体
を
調
理
し
ま
す
。

③

陰
陽
調
和

Ｆ
ん
よ
つヽ
ち
ょ
つヽ
む

食
物
の
陰
陽
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
季
節

や
体
調
に
合
わ
せ
て
選
択

・
調
理
し
ま

す
（．
ま
た
、
健
康
の
た
め
に
全
体
的
な

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

食

‐‐‐品
０
品
薔
重

警

一●

一

一●

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
使
用
す
る
食

品
は
安
心
で
安
全
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
次
の
品
質
基
準
を
定
め
る

も
の
と
し
ま
す
．

①

無
農
薬

。
有
機
栽
培
農
産
物
優
先

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
茅
―
ゴ
τ

Ｚ

に
基
づ

い
た
農
産
物
を
基
本
と
し
ま
す
。

②

食
品
添
加
物
不
使
用

一
安
全
性

・
機

能
性
が
明
確
で
有
益
な
添
加
物
は
認
め

て
い
ま
す
。

一嗜

Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｍ
Ｏ
●
理
伝
子
組
汲
換
え
作
物
不

使
用
ヽ
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
は
使
用

し
ま
せ
ん
．

●

国
内
産
優
先

一
身
上
不
二
の
考
え
か

ら
地
元
の
作
物
を
優
先
し
ま
す
〓

０

精
製
糖
不
使
用

一
白
砂
糖
、
グ
ラ
ニ
ュ

ー
糖
な
ど
の
精
製
糖
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

Ｏ

伝
統
製
法
優
先

一
味
噌
・醤
油
は
長
期

熟
成
法
、
油
は
圧
搾
法
を
優
先
し
ま
す
。

一●
ク
■
〓
書
ア
イ
ツ
ク
理
澤
摯
●

健
康
で
幸
福
な
人
生
を
確
立
す
る
食
事

に
は
１０
段
階
の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
先

ず
は

「
３
号
食
」
の
実
践
を
お
奨
め
し
ま

す
。
こ
の
食
事
方
法
は
、
体
調
を
中
庸
に

保

つ
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
摂
る
こ
と
を
日

的
に
し
て
い
ま
す
。

Macrobiotique
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マクロビオシ ック食事法の10段階

食事No. 穀物 野菜煮付 汁物 動物性 生野菜果物 デザー ト

7 100%

90%
80%
70%

〓協一螺一酬
10%

・≡
一
一
一

一

一

　

一
　

・
一
　

一

一
一
一

6

５

一
４

3 60% 30% 10%

２一１一＋-2
-3

50%
40%
30%
20%
10%

％

％

％

％

％

３〇

一
３０

・
３〇

一
３０

３０

10%
10%
10%
10%
10%

10%
20%
20%
25%
30%

10%
10%
15%

5%
5%

∠よく噛むこと(一 回ごとに最低20回 以上 )

′ 食事の量を腹8分目にすること

ユ精製砂糖、甘味飲料、化学添加物は控えること

穀物 (全粒未精白)60～100%

野菜煮付、海漂■30%
基本食

基本食ができていて

体調次第でたまに

生
活
響
鸞
０
原
肇
●
一
●
●
●

一
口
ご
と
に
最
低
Ю
国
以
上
咀
疇
す
る

こ

と

。

喫
煙
し
な
い
こ
と
。

酒
類
は
健
常
者
に
限
り
、
少
量
に
す
る

こ
と
。

食
事
の
量
を
腹
８
分
日
に
す
る
こ
と
。

間
食
は
健
常
者
に
は
許
容
さ
れ
る
が
、

糖
分
に
注
意
す
る
こ
と
．

農
薬
、
化
学
肥
料
で
栽
培
さ
れ
た
農
産

物
は
で
き
る
だ
け
摂
ら
な
い
こ
と
。

輸
入
食
品
は
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
に
注

意
す
る
こ
と
。

身
上
不
二
を
基
本
に
、
季
節
は
ず
れ
の

野
菜
を
摂
ら
な
い
こ
と
っ

睡
眠
や
休
息
は
十
分
と
る
こ
と
．

毎
日
、
適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と
．

動
物
性
食
品
は
新
鮮
な
魚
介
や
小
魚
に

と
ど
め
る
こ
と
Ｌ
（豚

・
牛
な
ど
の
肉

類
、
チ
ー
ズ

・
牛
乳
な
ど
の
乳
製
品
、

無
精
卵
な
ど
の
動
物
性
食
品
は
摂
ら
な

い
こ
と
）

化
学
調
味
料
を
使
わ
な
い
こ
と
．
調
味

料
は
、
自
然
海
塩
、
天
然
醸
造
の
味
噌

や
醤
油
を
使
う
こ
と
¨

料
理
方
法
は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料

理
方
法
に
基
づ
く
こ
と
．

7 O Mac:robitttique 2007.6
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▲

病
気
の
原
因
は
陰
陽
か
ら

知
る
こ
と
．が
で
き
る

を
蜘
‐‐る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
病
気
に
な

る
原
因
は
、
陰
陽
の
考
え
方
か
ら
知
る
こ

と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
。　
　
　
　
■
一

勝
又
会
長

一
日
本
Ｃ
■
協
会
は
桜
沢
如

一

が
創
設
し
た
ん
で
す
が
、
桜
沢
先
生
の
陰

陽
の
考
え
方
を
普
及
し
て
い
ま
す
。　
■
・

石
原
先
生

・．
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
桜

沢
先
生
が
作
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。
私
の
保

養
所
に
は
ト
ツ
プ
の
官
僚
や
、
政
治
の
重

責
を
担
う
大
種
の
方
も
い
ら
し
ゃ
い
ま
す

が
、
玄
米
を
‐食
べ
て
い
る
方‐し
い
ら
つ
し

ゃ
い
ま
す
よ
。
で
も
、
あ
ん
ま
り
き
つ
く

や
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
で
す
ま
と
、
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。
き
つ
ぐ
や
り
す
ぎ

る
．よ
り
、
継
続
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
大
事

な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
少
し
ゆ

‐る
め
に
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
と
ず
受
け
入
れ
る
方
が
安

心
し
ま
す
ね
。　
　
．

勝
又
会
長

¨
Ｃ
Ｉ
協
会
も
昔
は
き
つ
く
や

っ
て
い
る
方
が
多
く
い
ま
し
た
。
今
は
大

分
世
の
中
に
マ
ク
ロ
ゼ
・オ
テ
ィ
ン
一グ
が
浸

透
し
て‐‐ぎ
て
ヽ
本
も‐多
く
出
版
さ
れ
て
い

ま
す
し
、
私
ど
も
の
料
理
教
室
に
も
若
い

女
性
が
多
く
き
て
、
ア
タ
ロ
ビ
オ
テ
イ

，

ク
を
学
ん
で
い
ま
す
。
．．

石
原
先
生

¨
そ
れ
は
と
て
も
い
い
こ
と
で

０
】
″
一
ｒ

‐よ 医
務
「
嘲

者
‐‐‐‐

題
い
行
↑
な

つ な
て‐‐●‐

き
て
い
る
け
ど
、
患
者
は
増
え
て
い
る
。

医
学
は
毎
日
の
よ
う
に
新
発
見
し
て
い
る

け
ど
、ガ
ン

‐‐患堵
は
増
え
て
一一
〓
す
よ
ね
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
や
っ
と
下
が
り
始
め
る

ク
リ
・・一ラ
タ
の
予
約
は
三
年
待
ち

お
も
い
っ
き
リ
テ
レ
ビ
で
有
名
な

石
原
結
買
先
生
に
聞
く
■
・

勝
又
会
長

【
石
原
先
生
、
今
日
は
お
忙
し

い
中
、
お
時
間
を
作

っ
て
い
た
だ
き
ま
し

て
あ
り
が
‘
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
の
ク

一リ

ニ
ッ
ク
は
と
て
も
盛
況
だ
そ
う
で
す

ね
。

―‐‐
石
源
先
生

¨
‐‐‐あ
つ
が
と
う
ご
．ざ
ぃ
ま
す
。

今
は
お
か
げ
さ
ま
で
３
年
く
ら
い
予
約
待

ち
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
毎
週
日
曜

日
は
伊
豆
の
断

‐‐
食
の
保
養
所
で
■
●
講
演

や
健
康
相
談
を
行
．っ
て
い
ま
す
ｏ

勝
又
会
長

¨
石
原
先
生
は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
の
陰
陽
の
考
え
方
を
と
て
も
大
事

に
ｔ
て
ヽ
ら
つ
し

，
る
と
か
。

石
原
先
生

¨
陰
陽
の
考
え
方
は
私
に
と
っ

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
も
の

だ浸̈
罐董か導鐵̈
麟励ヽ
男っばか薇

陰
陽
で
し
ょ
う
。
交
感
神
経
、
副
交
感
神

経
も
陰
陽
。
陰
陽
を
知
る
こ
と
は
、
病
気

Macrobiotique 2007. 6 a 8
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兆
候
が
見
え
始
め
ま
し
た
が
、
日
本
は
ま

だ
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
健
康
の
レ
ベ
ル

を
１１
げ
な
け
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
解
決
し

ま
せ
ん
よ
。
今
の
お
医
者
さ
ん
は
食
事
の

大
切
さ
に
つ
い
て
十
分
認
識
し
て
い
ま
せ

ん
ね
。
毎
日
、
新
し
い
医
学
の
発
見
に
目

を
奪
わ
れ
て
し
ま

っ
て
、
根
本
的
な
こ
と

に
気
付
い
て
い
な
い
で
す
ね
ｃ

勝
又
会
長

¨
や
は
り
そ
れ
は
昔
か
ら
の
生

活
方
法
と
か
、
日
本
人
が
昔
か
ら
し
て
き

た
食
事
な
ん
か
が
大
事
な
ん
で
し
ょ
う
。

石
原
先
生

¨
そ
う
な
ん
で
す
。
陰
陽
の
考

え
方
も
も
そ
う
で
す
け
ど
、
今
の
人
は
昔

の
こ
と
を
も

つ
と
知
る
べ
き
な
ん
で
す

ね
。
健
康
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
と
い
う
こ

と
は
、
家
庭
や
家
族
み
ん
な
で
上
げ
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
昔
は
台
所
は

家
庭
の
薬
局
と
い
っ
た
で
し
ょ
う
。
家
庭

で
の
食
事
は
健
康
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
た
め

に
は
、
と
て
も
大
事
な
ん
で
す
よ
。
そ
う

し
て
、
個
人
個
人
が
健
康
の
レ
ベ
ル
を
上

げ
て
い
け
ば
、
病
人
も
減
る
わ
け
だ
し
、

今
の
医
療
の
問
題
は
人
分
少
な
く
な

っ
て

い
き
ま
す
よ
。
お
母
さ
ん
が
、
ご
主
人
や
、

子
ど
も
の
た
め
に
思

っ
て
、
家
庭
料
理
を

し
っ
か
り
作
れ
ば
、
病
気
は
間
違
い
な
く

減
り
ま
す
。

勝
又
会
長

一
コ
ン
ビ
ニ
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
で
食
事
を
す
ま
し
て
し
ま
う
子
ど
も

が
、
あ
ま
り
に
も
多
い
で
す
よ
ね
。
ま
し

て
や
、
コ
ン
ビ
ニ
や
フ
ア
ス
ト
ワ
ー
ド
の

お
店
が
ま
だ
ま
だ
ど
ん
ど
ん
増
え
続
け
て

い
る
と
い
う
現
実
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
病
人
は
増
え
続
け
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

石
原
先
生

¨
そ
う
で
す
。
で
も
、
現
代
医

療
は
あ
る
面
良
く
な

っ
て
き
て
い
る
ん
で

す
。
特
に
目
覚
し
い
の
が
、
救
急
医
療
の

分
野
で
す
ね
。
救
急
で
運
び
こ
ま
れ
た
患

者
さ
ん
に
対
す
る
救
急
医
療
の
設
備
や
技

術
は
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
Ｃ
Ｔ

と
か
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
、
切
開
し
な
い
で
体
の

中
を
診
ら
れ
る
技
術
が
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
そ
う
で
つ
技
術
が
発
達
し
て
い
る
か

ら
、
み
ん
な
西
洋
医
学
は
す
ば
ら
し
い
と

錯
党
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う

か
。
確
か
に
便
利
に
は
な

っ
た
け
れ
ど
、

そ
れ
で
患
者
が
減

っ
た
か
と
い
え
ば
そ
う

で
は
な
い
。

勝
又
会
長

¨
そ
れ
に
は
東
洋
医
学
と
西
洋

医
学
の
両
方
の
良
い
と
こ
ろ
合
わ
せ
た
考

え
方
で
あ
る
統
合
医
学
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
医
療
を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

石
原
先
生

一
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
を
私
は

言
葉
で
表
現
す
る
と
き
、
「
良

い
加
減
」

と
い
い
ま
す
。
い
い
加
減
と
は
違
い
ま
す

よ
。
あ
ん
ま
り
真
面
目
に
や
っ
て
目
先
が

狭
く
な
る
よ
り
、
少
し
ゆ
る
め
て
加
減
を

み
な
が
ら
進
め
て
い
く
ん
で
す
。
そ
れ
が
、

患
者
さ
ん
が
安
心
で
き
る
し
、
長
く
継
続

し
て
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
。

そ
う
い
う
方
が
増
え
れ
ば
、
自
然
と
広
が

っ
て
い
く
ん
で
す
。
だ
か
ら

「良
い
加
減
」

が
大
事
と
い
っ
て
き
て
る
ん
で
す
よ
。

勝
又
会
長

一
そ
れ
は
私
た
ち
の
活
動
に
も

い
え
ま
す
ね
。
自
分
の
体
の
調
子
を
み
な

が
ら
、
何
を
食
べ
た
い
の
か
自
分
に
聞
い

て
、
良
い
加
減
で
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク

を
し
て
い
く
。
ま
た
、
私
た
ち
の
協
会
に

対
し
て
も
、
も

っ
と
広
い
視
野
で
も
の
ご

と
を
見
て
、
や
さ
し
く
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ

ク
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
の
人

に
受
け
入
れ
ら
れ
よ
う
に
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

石
原
先
生

一
そ
う
で
す
¨
良

い
加
減
が
大

事
な
ん
で
す
。
あ
ん
ま
り
突
き
詰
め
て
考

え
な
い
で
、
良
い
加
減
で
長
く
続
け
、
広

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●PROFILE
いしはら・ゆうみ
医学博士
イシハラクリニック院長
昭和50年 3月  長崎大学医学部卒業
昭和56年 長崎大学医学部大学院博士課程修了
昭和52年 から平成2年にわたり、コーカサスの長寿村に長寿食の食生活の調査に5回 出向く
日本テレビ系「思いきリテレビ」に、平成7年より、lヶ 月に1回程度、レギュラー出演
「病は冷えからJ(光文社)1血液をサラサラにする健康法 1(光文社)な と著書多数
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足
の
超
健
康
法

官

足

法

教

え

ま

す

９
酬
同
Ｕ

〈左兄裏〉
/__二 又神子晏_

―ラ興(1麟 )一

一―T脳 下妻倅 ――
―

〈右几裏>

第
２５
回

足
と
あ
な
た
の
健
康

０

万
病

一
元
、
す
べ
て
は
血
液
の
循
環
か
ら

郷
里
不
白
日
一一
文
化
創
作
出
版
社
長

胃
①
、
十
二
指
腸
②
、
膵
臓
③

【胃
炎
畠
目
潰
瘍
。十
二
指
腸
・膵
炎
・糖

尿
病
。な
ど
消
化
器
系
の
病
気
に
対
応
】

甲
状
腺
の
反
射
区
の
す
ぐ
下
に
あ
る
の

が
０
胃
の
反
射
区
で
、
食
べ
過
ぎ
、
飲
み

過
ぎ
は
も
と
よ
り
、
胃
潰
瘍
の
あ
る
人
は

こ
の
反
射
区
が
重
要
で
す
ｃ
ま
た
、
２
の

十
二
指
腸
の
反
射
区
が
痛
く
て
固
い
人
は
、

消
化
器
が
弱
く
て
、
食
べ
過
ぎ
る
と
す
ぐ

お
腹
を
壊
し
て
下
痢
し
た
り
す
る
虚
弱
体

質
の
人
に
多
い
の
で
す
。
こ
の
反
射
区
は
、

消
化
吸
収
の
た
め
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
次
に
、
③
の
膵
臓
の
反
射
区
が
固
い

人
は
糖
尿
病
な
ど
や
っ
か
い
な
病
気
を
抱

箭壼負:ロ

■

4曽 1署 句昴

静I 腎

再千 』数'

本黄行結暢

上特糸吉澤易

LI首 弁

卜 1出 中牟・′)Ⅲ綸
奮輿も予

33甲
'大

｀
藻

胃市気管 支
甲

'1ビ

H象 ―

ぜrξ雙

1   白~―
早

II   Fl―――ン/′

柱 予菫 1泉 ―
‐‐‐

月リヨ;ミ )T司

多/眼
耳

イ増ヾ,冒 告ち

ヨ1〒
Iじ 蒲数'

昇卑 耳蔵
｀

横 イ〒縄がみ

下 行 結 場

直 】易

口
一

ヽ
日
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え
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
よ
く
よ
く
力
を

入
れ
て
揉
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
三
つ
の
反
射
区
は
ど
れ
か

一
つ
を

取
り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
互
い
に
密
接

に
関
連
し
て
い
る
臓
器
で
す
か
ら
、　
一
度

に
強
く
し
ご
い
て
い
く
の
が
効
果
的
で
す
。

揉
ん
で
く
だ
さ
い
。

こ
の
三
つ
の
反
射
区
は
、
足
裏
の
反
射

区
の
中
で
は
小
さ
く
て
奥
に
あ
る
重
要
な

反
射
区
な
の
で
、
あ
ん
ま
棒
を
下
か
ら
押

し
込
む
よ
う
に
し
て
、
そ
の
後
起
こ
す
よ

う
に
す
る
と
、
深
く
効
果
的
に
揉
ん
で
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

副
腎
は
心
臓
の
拍
動
を
促
す
副
腎
皮
質

ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
し
ま
す
。
他
の
病
気
が

な
い
人
で
も
、
こ
の
⑤
の
反
射
区
は
足
裏

の
中
で
は

一
番
痛
い
反
射
区
で
す
。

ま
た
、
こ
の
ホ
ル
モ
ン
は
強
力
な
消
炎

作
用
を
持
つ
ホ
ル
モ
ン

（ス
テ
ロ
イ
ド
）

で
も
あ
り
、
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感

染
症
な
ど
に
も
こ
の
ホ
ル
モ
ン
が
大
き
な

力
を
持

っ
て
い
ま
す
。

不
整
脈
、
心
不
全
、
心
筋
梗
塞
な
ど
、

心
臓
の
悪
い
人
に
は
、
て
き
め
ん
の
効
果

を
発
揮
す
る
場
所
で
す
。

七
年
も
心
臓
が
悪
く
て
、
い
つ
も
ニ
ト

ロ
グ
リ
セ
リ
ン
を
持

っ
て
い
た
私
の
伯
母

（当
時
七
〇
才
）
に
、
足
踏
み
板
を
送

っ

て
こ
の
副
腎
の
反
射
区
を
洗
濯
機
が
回
っ

て
い
る
間
、
踏
む
よ
う
に
言

っ
て
、
三
カ

月
ぐ
ら
い
で
も
う
心
臓
の

“し

”の
字
も

言
わ
な
く
な

っ
た
の
で
す
。
（現
在
八
十

九
才
で
元
気
で
す
）

次
は
Ｃ
の
心
臓
の
反
射
区
。
こ
れ
は
先

天
的
な
心
臓
病
以
外
は
、
血
液
の
循
環
不

全
に
よ
る
直
接
的
な
心
臓

へ
の
負
担
に
よ

る
不
整
脈
、
心
不
全
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
で
、

先
ほ
ど
の
副
腎
の
反
射
区
と
と
も
に
こ
の

心
臓
の
反
射
区
を
揉
ん
で
、
ふ
く
ら
は
ぎ
、

膝
、
太
股
ま
で
、
下
半
身
の
循
環
を
回
復

す
れ
ば
、
大
抵
の
血
圧
も
下
が
り
、
負
担

が
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
心
臓
の
す
ぐ
下
に
あ
る
の
が
⑦
の

牌
臓
の
反
射
区
で
す
。
心
臓
の
反
射
区
を

押
し
た
ら
、
力
を
抜
か
な
い
で
そ
の
ま
ま

下

へ
下
げ
る
と
反
射
区
に
届
き
ま
す
。
こ

の
反
射
区
が
と
て
も
痛
い
人
は
、
血
液
の

再
生
能
力
が
弱
い
人
で
、
赤
血
球
や
白
血

球
、
リ
ン
パ
球
な
ど
の
生
成
能
力
が
弱
く

低
血
圧
症
の
人
で
す
。

「色
が
白
い
は
七
難
隠
す
」
と
言
い
ま
す

が
、
事
実
、
斉
い
と
き
は
色
の
白
い
美
人

で
モ
テ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
「美
人
薄
命
」

の
言
葉
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
モ
テ
て
モ
テ

て
困
る
と
い
う
人
は
、
こ
の
反
射
区
を
よ

く
よ
く
揉
ん
で
お
く
こ
と
で
す
。

経 か レ め 良 と を 分 器
叢 り て ま を 消 受 の の こ
が い し い 起 化 け 反 神 こ
固 る ま が こ 液 や 射 経 は
く 大 う 起 し の す 区 が

｀

な 人 子 き た 分 い で 集 横
つ :ど た り 泌 と

｀
中 隔

て 三 も り
｀
が こ ス し 膜

い み
｀

し イ 悪 ろ 卜 て よ
ま ん い ま ラ く で レ 集 り
す な つ す イ な

｀
ス ま 下°こ も

°
ラ リ こ な つ に

念 の 怒 す し
｀

こ ど て あ
入 腹 つ ぐ た 消 が の い る
り 腔 て に り 化 弱 影 る 消
に 神 ば キ

｀
不 る 響 部 化

一

|じ 離鼓の第4屁止と第5'1

の間も⑤の昌]腎と同じように

下ttらネ奉七差したんガカ3)滅

たられまま精|を 起こケ
そこめ`3下にゲじ死眸離わ反

射区。ゼちらし′〕ヽさぃ納 区ゼ'

業にあるだ 差しヽ とめに

する。
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ま
た
、
低
血
圧
の
人
で
、
下
半
身
の
循

環
が
悪
い
人

（ふ
く
ら
は
ぎ
や
太
股
は
固

い
）
は
、
リ
ュ
ウ
マ
チ
や
神
経
痛
な
ど
、

神
経
系
の
病
気
に
か
か
り
や
す
い
の
で
す
。

ま
た
、
急
に
血
圧
上
昇
を
起
こ
し
て
、
脳

出
血
や
梗
塞
を
起
こ
し
て
、
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
下
半
身
も

含
め
て
よ
く
揉
ん
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

肝
臓
③
、
胆
嚢
⑨

【肝
炎
、
胆
嚢
結
石
、
胆
嚢
炎
な
ど
肝

臓
に
関
連
す
る
病
気
に
対
応
】

こ
の
反
射
区
は
前
頁
の
Ｏ
、●
の
心
臓
と

牌
臓
の
反
射
区
が
左
の
足
裏
に
あ
る
の
と

対
照
的
に
、右
足
の
異
の
同
じ
位
置
に
あ
る

反
射
区
で
す
。
左
足
を
終
わ
っ
て
右
足
の

裏
を
揉
む
と
き
に
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

肝
臓
は

「物
言
わ
ぬ
臓
器
、
沈
黙
の
臓

器
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、

人
間
の
臓
器
の
中
で
数
百
も
の
働
き
を
す

る
重
要
な
臓
器
で
す
が
、
丈
夫
に
作
ら
れ

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
神
経
が

一
部
に
集

中
し
て
い
る
だ
け
の
た
め
、
相
当
に
悪
く

な
る
ま
で
に
痛
み
も
感
じ
ま
せ
ん
し
、
少

し
ず

つ
悪
化
し
て
い
く
た
め
、
悪
く
な

っ

た
と
わ
か

っ
た
と
き
は
肝
硬
変
な
ど
と
い

う
手
遅
れ
の
状
態
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が

多

い
の
で
す
。

だ
か
ら
、
足
２
晏
の
反
射
区
で
押
し
て

痛
み
が
あ
る
人
や
、
お
医
者
様
か
ら
肝
機

能
が
弱
い
と
言
わ
れ
て
い
る
人
は
、
し

つ

か
り
揉
ん
で
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

肝
臓
の
働
き
の
中
で
、
重
要
な
も
の
の

一
つ
が

″解
毒
″

（分
解
）
作
用
で
す
。

解
り
や
す
い
例
で
言
う
と
、
お
酒
を
飲
む

と
顔
が
赤
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ア
ル

コ
ー
ル
を
肝
臓
が
分
解
し
て
い
る
た
め
に

起
こ
る
現
象
で
す
。
ま
た
、
肝
臓
は
胆
汁

を
分
泌
し
て
、
胆
嚢
に
送
り
こ
み
蓄
え
て

お
い
て
、
動
物
性
の
脂
肪
を
食
べ
た
と
き

な
ど
、
必
要
な
と
き
に
胆
汁
を
出
し
て
こ

れ
を
分
解
し
ま
す
ｃ

も
し
、
血
液
の
循
環
が
悪
く
な

っ
て
、

肝
臓
の
働
き
が
弱

っ
て
き
て
、
解
毒
が
不

充
分
で
、
汚
れ
た
胆
汁
が
胆
嚢
に
送
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
胆
管
に
汚
れ
が
沈
殿

し
て
結
石
と
な

っ
て
詰
ま

っ
た
り

（胆
管

結
石
）、
胆
嚢
炎
な
ど
を
起
こ
す
こ
と
に

な
る
の
で
す
．

最
近
で
は
、
足
の
講
習
会
に
来
ら
れ
る

方
で
、
胆
嚢
を
手
術
で
と

っ
て
し
ま

っ
た

と
い
う
人
が
多
く
い
ま
す
。

胆
嚢
を
と

っ
て
し
ま

っ
た
人
は
、
肝
臓

を
強
く
す
る
よ
う
に
し

っ
か
り
足
を
揉
ま

な
い
と
、
胆
汁
が
肝
臓
か
ら
直
接
に
し
か

送
ら
れ
な
い
か
ら
、
大
量
の
肉
食
を
し
た

場
合
に
は
消
化
吸
収
で
き
な
く
な
り
、
蓄

積
さ
れ
た
脂
肪
で
ど
ん
ど
ん
太

っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
逆
に
消
化
不
良
に
よ

っ
て
、

ど
ん
ど
ん
痩
せ
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
．
で
き
る
だ
け
、
肉
食
を
避
け
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
．

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
肉
食
を
す
る
人

間
に
は
胆
嚢
が
あ
り
ま
す
が
、
馬
や
鹿
な

ど
の
革
食
動
物
に
は
胆
嚢
は
あ
り
ま
せ
ん
。

官
先
生
は
冗
談
で

「胆
嚢
を
と

っ
た
人
、

こ
れ
を
何
と
言
う
か
？
　
馬
鹿
と
い
う
」

な
ど
と
言

っ
て
笑
わ
せ
て
い
ま
す
が
、
冗

談
で
は
な
く
、
人
間
の
身
体
に
は
退
化
し

た
と
い
え
ど
も
不
必
要
な
も
の
は
何

一
つ

あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
れ
ば
、
手
術
や
検
査

な
ど
で
身
体
を
傷

つ
け
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
普
段
か
ら
足
踏
み
に
励
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
．

く1)な足(じ耐・月筆藤)と

同オ革1議 つ。ヽんτ」
ЯttF歳 をキ嚇

<n'>,tnt\diqu
RIのうの反身寸区

日 日寺 2007年 6月 13日 (水 )

14時 30分～ 16時 30分

講 師 イラ本昌弘氏

文化創作出版社長

会 場 日本 CI協会 2階

参加費 3.500円 (税込 )

※お申込み 日本 CI協会

Te1 03-3469-7631

Fax 03-3469-7635
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サ
ミ
ュ
エ
ル
・
バ
ト
ラ
ー

『エ
レ
ホ
ン
』

持
田
鋼

一
郎

●
歌
人

こ
れ
ま
で
桜
沢
如

一
の
思
想
と
人
間
を
、

桜
沢
自
身
の
著
作
に
よ

っ
て
明
か
に
し
よ

う
と
し
て
来
た
が
、
今
号
か
ら
は
数
回
、

桜
沢
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
書

物
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
桜
沢
の
思
想
と

人
間
の
形
成
に
ど
う
か
か
わ

っ
た
か
を
追

究
し
て
み
よ
う
と
思
う
．

ま
ず
初
め
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
桜
沢

が
愛
読
し
、
間
下
生
た
ち
に
も
推
奨
し
て

や
ま
な
か
っ
た
サ
ミ
ュ
エ
ル

・
バ
ト
ラ
ー

の
小
説

一
エ
レ
ホ
ン
」
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
桜
沢
の
弟
子
の

一
人
で
ア

メ
リ
カ
に
波

っ
て
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

の
普
及
に
努
め
た
久
司
道
夫
は
、
ボ
ス
ト

ン
で
自
然
食
品
店
を
経
営
し
た
が
、
そ
の

店

の
名
を
夫
人
の
借
子
の
強

い
勧
め
で

「
エ
レ
ホ
ン
」
と
名
付
け
た
。

サ
ミ
ュ
エ
ル

・
バ
ト
ラ
ー
は
１
８
３
５

年
に
イ
ギ
リ
ス
の
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
シ
ャ

ー
に
牧
師
の
子
と
し
て
生
ま
れ
聖
職
者
と

な
る
教
育
を
受
け
た
．
し
か
し
、
青
年
時

代
に
ロ
ン
ド
ン
の
貧
民
街
で
伝
道
者
と
し

て
暮
ら
す
う
ち
に
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て

疑
い
の
念
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に

は
型
職

へ
の
道
を
捨
て
、
当
時
の
イ
ギ
リ

ス
の
植
民
地
で
あ

っ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
波
り
、
牧
羊
の
職
に
就
い
た
。

牧
羊
業
で
成
功
し
大
金
を
つ
か
ん
だ
バ

ト
ラ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
帰
リ
ロ
ン
ド
ン

の
ク
リ
フ
ォ
ー
ド

・
イ
ン
に
サ
‐‐
―
を
定
め
、

子
供
の
こ
ろ
か
ら
の
念
願
だ

っ
た
画
業
に

没
頭
す
る
か
た
わ
ら
、
ダ
ー
ウ
イ
ン
の
一種

の
起
源
』
に
よ
っ
て
進
化
論

へ
の
関
心
を

深
め
、
そ
の
研
究
を
始
め
た
．

ま
た
、
新
聞
や
雑
誌

へ
の
寄
稿
も
始
め
、

１
８
７
２
年
に
小
説
と
し
て
の
処
女
作

「
エ
レ
ホ
ン
」
を
ト
リ
ュ
ブ
ナ
ー
社
か
ら

自
費
出
版
し
た
（
「
エ
レ
ホ
ン
」
は
好
評

を
博
し
、
売
れ
行
き
も
■
々
で
、
バ
ト
ラ

ー
は

一
躍
イ
ギ
リ
ス
文
壇
の
寵
児
と
な
り
、

「
エ
レ
ホ
ン
」
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
、
ド
イ

ツ
語
訳
が
相
次
い
で
出
版
さ
れ
る
こ
と
に

な

っ
た
．

「
エ
レ
ホ

ン
」

の
英
語

の
原

題

は

国
各ヽ
ヨ
８
で
、
こ
れ
を
後
ろ
か
ら
読
む
と

Ｚ
ｏ
〓
Ｆ
お

「ど
こ
に
も
な
い
」
と
い
う
意

味
に
な
る
。

「
エ
レ
ホ
ン
」
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

を
思
わ
せ
る
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
遠
隔
植

民
地
の
高
峰
を
連
ね
る
山
脈
の
彼
方
に
存

在
す
る
架
空
の
文
明
国
の
名
前
で
あ
る
」

物
語
は

一
人
の
青
年
が
持
ち
前
の
好
奇

心
と
冒
険
心
に
駆
ら
れ
、
チ
ョ
ウ
ボ
ク
と

い
う
現
地
人
の
案
内
で
未
知
の
連
峰
を
巡
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っ
て
い
る
う
ち
に
チ
ョ
ウ
ボ
ク
に
世
き
去

り
に
さ
れ
て
道
を
失
い
、
エ
レ
ホ
ン
国
に

紛
れ
込
む
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
彼
が
エ

レ
ホ
ン
国
の
名
家
の
次
女
と
恋
に
陥
り
、

そ
の
恋
を
成
就
さ
せ
る
た
め
に
二
人
で
軽

気
球
に
乗

っ
て
エ
レ
ホ
ン
国
を
脱
出
し
、

イ
ギ
リ
ス
に
帰
回
し
た
と
こ
ろ
で
終
わ
る
こ

し
か
し
、
こ
の
小
説
の
本
領
は
、
ス
ト

ー
リ
ー
の
展
開
よ
り
も
、
当
時
の
イ
ギ
リ

ス
の
文
明
観
と
真

っ
向
か
ら
対
立
す
る
エ

レ
ホ
ン
国
の
文
明
、
す
な
わ
ち
宗
教
、
法

律
、
政
治
、
経
済
、
教
育
な
ど
を
主
人
公

の
青
年
の
目
を
通
し
て
リ
ア
ル
に
描
い
て

い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言

っ
て
い
い
だ
ろ

うヽノ。桜
沢
が
な
ぜ

「
エ
レ
ホ
ン
」
を
愛
読
す

る
に
至

っ
た
か
と
い
え
ば
、
彼
も
ま
た
ビ

ク
ト
リ
ア
朝
イ
ギ
リ
ス
に
代
表
さ
れ
る
西

洋
近
代
文
明
に
深
い
懐
疑
の
念
を
抱
い
て

い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
「

中
で
も
桜
沢
が
共
感
し
た
の
は
、
エ
レ

ホ
ン
の
法
律
で
は
病
人
が
監
獄
に
入
れ
ら

れ
、
犯
罪
者
が
病
院
に
入
れ
ら
れ
る
と
い

う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
エ
レ
ホ
ン
」
か
ら

こ
の
間
の
事
情
を
説
明
し
て
い
る
部
分
を

直
接
引
用
し
て
み
よ
う
。

「ど
ん
な
種
類
の
で
あ
れ
病
気
に
罹
る

こ
と
は
、
エ
レ
ホ
ン
で
は
ひ
ど
い
犯
罪
で

不
道
徳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」
そ

れ
で
、
私
は
た
だ
風
邪
を
ひ
い
た
と
い
う

だ
け
で
も
、
長
官
の
前
に
引
き
出
さ
れ
て
、

可
な
り
の
期
間
禁
錮
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
―

―
そ
れ
を
聴
い
て
私
は
驚
い
た

日
が
ふ
さ
が
ら
な
か

っ
た
Ｌ

（山
本
政
喜

訳
）こ

の
他
に
も
病
人
が
犯
罪
者
と
し
て
扱

わ
れ
監
獄
に
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
記
述
が

至
る
所
に
出
て
く
る
。

と
に
か
く
エ
レ
ホ
ン
国
で
は
、

７０
歳
以

前
に
不
健
康
で
あ

っ
た
り
何
ら
か
の
病
気

に
か
か

つ
た
り
し
た
人
間
は
、
裁
判
に
か

け
ら
れ
、
そ
の
症
状
の
軽
重
に
応
じ
て
公

衆
か
ら
侮
辱
さ
れ
た
り
、
刑
罰
を
受
け
た

り
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
，

一
方
、
手
形
偽
造
、
放
火
、
強
盗
な
ど

の
犯
罪
者
は
、
病
院
に
入
れ
ら
れ
公
費
で

手
厚
い
看
護
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
．

つ
ま
り
、
エ
レ
ホ
ン
国
で
は
、
病
気
が

犯
罪
、
犯
罪
が
病
気
と
み
な
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
．
エ
レ
ホ
ン
国
と
ビ
ク
ト
リ
ア

朝
イ
ギ
リ
ス
と
の
社
会
的
価
値
観
は
全
く

顛
倒
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「病
気
は
犯
罪
で
あ
る
」
と
い
う
こ
の

価
値
観
に
桜
沢
は
い
た
く
共
感
し
た
よ
う

で
あ
る
．
桜
沢
は
そ
の
著
作
の
い
た
る
と

こ
ろ
で
病
弱
な
人
間
は
ど
ん
な
高
い
地
位

に
あ
ろ
う
と
も
尊
敬
で
き
な
い
と
言

っ
て

い
る
〓
ま
た
、
病
気
に
何
度
も
か
か
る
人

間
を
罵
倒
す
る
文
章
も
書
い
て
い
る
。

私
の
よ
う
に
身
う
ち
に
病
人
を
抱
え
て

い
る
人
間
に
は
桜
沢
の
こ
う
し
た
考
え
方

は
い
さ
さ
か
酷
に
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
え
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
実
践
者
が
す
べ
て
健
康

人
に
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

も
う
少
し
病
人
に
同
情
的
で
あ

っ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
に
も
な
る
。

し
か
し
、
自
分
の
経
験
に
照
ら
し
て
よ

く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
病
気
に
罹
る
に

は
そ
れ
な
り
の
原
因
が
あ
り
、
そ
の
多
く

は
食
事
を
は
じ
め
と
す
る
日
常
の
生
活
態

度
に
深
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

た
と
え
ば
、
最
近
、
生
活
習
慣
病
と
か

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い
う

言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
。
糖
尿
病
、
脳
卒

中
、
心
臓
病
、
高
脂
血
症
、
肥
満
な
ど
を

指
す
言
葉
で
あ
る
が
、
た
し
か
に
こ
れ
ら

の
病
気
は
生
活
習
慣
を
変
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
発
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

個
人
的
な
経
験
を
言
え
ば
私
も
高
血
圧

と
肥
満
を
つ
ね
づ
ね
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
，

飲
み
す
ぎ
と
過
食
、
砂
糖
や
肉
の
常
用
、

運
動
不
足
な
ど
の
生
活
召
慣
を
改
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
”
キ
ロ
近
く
あ

っ
た
体
重
を

∞
キ
ロ
台
に
減
ら
し
、
１
０
０
を
超
え
て

い
た
最
低
血
圧
を
Ю
台
に
落
と
す
こ
と
に

成
功
し
た
。
紅
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
に
砂
糖
を

入
れ
な
い
だ
け
で
も
肥
満
対
策
と
し
て
は

ず
い
ぶ
ん
効
果
が
あ
る
〓

病
気
と
犯
罪
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、

エ
レ
ホ
ン
国
の
習
慣
や
法
律
や
制
度
は
普

通
の
文
明
国
と
は
大
違
い
で
あ
る
。

子
供
の
誕
生
は
祝
福
さ
れ
ず
、
死
は
そ

れ
ほ
ど
悲
し
ま
れ
な
い
。
宗
教
は
偶
像
崇

拝
の
痕
跡
を
大
き
く
と
ど
め
て
い
る
。
教

育
に
つ
い
て
は
極
め
て
保
守
的
で
あ
り
、

独
創
性
を

一
切
認
め
な
い
。
不
合
理
大
学

と
呼
ば
れ
る
エ
レ
ホ
ン
国
の
最
高
学
府
の

権
威
あ
る

「俗
智
学
」
の
教
授
は
、
学
生

が
自
ら
思
考
す
る
こ
と
を
咎
め
、
自
分
と

同
じ
考
え
を
学
生
た
ち
が
抱
く
こ
と
を
教

育
の
目
標
と
し
て
考
え
て
い
る
〓

ち
な
み
に
こ
の
俗
智
学
教
授
は

「無
用

知
識
廃
絶
協
会
」
と

「対
過
去
報
恩
完
成

協
会
」
の
総
裁
を
兼
ね
て
い
る
．

こ
の
あ
た
り
に
、
ビ
ク
ト
リ
ア
朝
イ
ギ

リ
ス
の
聖
職
者
教
育
に
深
い
懐
疑
の
念
を

抱
い
て
い
た
バ
ト
ラ
ー
の
痛
烈
な
風
刺
の



精
神
が
う
か
が
え
る
。

桜
沢
は
未
熟
な
児
童
に

「独
創
性
」
を

強
い
る
戦
後
日
本
の
学
校
教
育

へ
の
批
判

と
あ
い
通
ず
る
も
の
を
感
じ
取

っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
エ
レ
ホ
ン
国
で
は
病
気
と
犯

罪
の
関
係
が
西
欧
の
文
明
国
と
正
反
対
で

あ
る
の
と
同
様
、
機
械
に
対
す
る
考
え
方

も
西
欧
の
文
明
国
と
正
反
対
で
あ
る
．
西

欧
の
文
明
国
に
と

っ
て
機
械
は
進
歩
と
発

展
の
象
徴
で
あ

っ
た
が
、
エ
レ
ホ
ン
国
で

は
機
械
は
過
去
の
悪
し
き
遺
物
で
あ

っ
た
〔

エ
レ
ホ
ン
国
で
は
五
百
年
前
に

「機
械

党
」
と

「反
機
械
党
」
と
の
間
で
国
を
二

分
す
る
内
戦
が
起
き
て
い
た
。
「反
機
械

党
」
が
勝
利
を
お
さ
め
、
「機
械
党
」
の

勢
力
は

一
掃
さ
れ
、
そ
の
痕
跡
す
ら
消
さ

れ
て
い
た
。

た
だ
、
こ
の

「反
機
械
革
命
」
の
勝
利

者
た
ち
が
、
複
雑
な
機
械
を
全
部
破
壊
し
、

機
械
学
の
書
物
と
技
師
の
工
場
を
す
べ
て

焼
き
払

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
エ
レ
ホ

ン
国
の
博
物
館
に
は
戦
争
で
使
用
さ
れ
た

機
械
の
標
本
が
残

っ
て
い
た
．

反
機
械
党
は
な
ぜ
機
械
の
効
用
を
否
定

し
、
そ
の
危
険
性
を
強
調
し
た
の
か
ｃ

こ
の
疑
間
に
対
し
、
バ
ト
ラ
ー
は

「機

械
の
書
」
と
い
う
エ
レ
ホ
ン
国
の
歴
史
書

を
紹
介
し
、
反
機
械
の
論
理
を
開
陳
す
る
．

エ
レ
ホ
ン
国
の
反
機
械
の
論
理
は
荒
唐

無
稽
と
言
え
ば
荒
唐
無
稽
で
あ
る
が
、
今

日
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
長
足
の
進
歩
を

顧
み
る
と
き
、
不
思
議
な
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

を
持

っ
て
い
る
。
作
家
の
想
像
力
が
、
時

代
を
超
え
る
文
明
論
を
提
起
し
て
い
る
と

い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
バ
ト
ラ
ー

の
示
す
反
機
械
の
論
理
の
い
く
つ
か
を
紹

介
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
人
間
の
召
使
で
あ
る
は
ず
の
機

械
が
、
い
つ
の
間
に
か
そ
の
地
位
を
逆
転

さ
せ
、
人
間
の
主
人
に
な

っ
て
し
ま
う
こ

と
が
指
摘
さ
れ
る
。

次
に
重
要
な
こ
と
は
、
機
械
の
進
歩
の

速
さ
が
、
人
間
の
進
化
の
速
度
を
は
る
か

に
超
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
．
こ
の
点
に

つ
い
て
バ
ト
ラ
ー
は
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

「も
し
機
械
が
改
良
を
代
々
遺
伝
す
る

こ
と
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
集
積
さ
れ
た

改
良
の
結
果
に
は
限
界
が
な
い
と
思
わ
れ

る
。
人
間
の
体
は
数
百
万
年
間
の
変
遷
に

よ
っ
て
現
在
の
形
に
ま
で
形
づ
け
ら
れ
て
、

現
在
の
ご
と
く
に
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の

組
織
は
決
し
て
機
械
の
進
歩
の
速
さ
の
よ

う
な
速
さ
な
ど
で
進
ん
だ
の
で
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
は
常
に
記
憶
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。」

こ
の
問
題
は
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、

ま
さ
に
現
代
の
Ｉ
Ｔ
社
会
に
潜
む
問
題
の

核
心
を
見
事
に
先
取
り
し
て
い
る
と
言

っ

て
い
い
だ
ろ
う
。

人
間
の
作
り
あ
げ
た
は
ず
の
シ
ス
テ
ム

が
、
い
つ
の
間
に
か
独
り
立
ち
し
、
人
間

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
範
囲
を
逸
脱
し

て
し
ま
う
と
い
う
危
機
を
警
告
す
る
Ｓ
Ｅ

の
専
門
家
を
私
は
何
人
か
知

っ
て
い
る
。

ま
た
パ
ソ
コ
ン
の
発
達
と
そ
の
シ
ス
テ

ム
に
危
害
を
加
え
た
り
破
壊
し
た
り
す
る

ウ
イ
ル
ス
の
進
化
と
の
追

っ
か
け

っ
こ
も

今
や
社
会
の
大
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
問
題
に
桜
沢
な
ら
ど
う
対
応

す
る
か
考
え
て
み
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
興

味
深
い
。

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
愛
用
し
、
フ
ラ
ン

ス
製
の
超
小
型
飛
行
機
を
初
め
て
日
本
に

持
ち
込
ん
だ
桜
沢
は
、
機
械
技
術
に
対
し

て
も
深
い
関
心
と
知
識
を
持

っ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
パ
ソ
コ
ン
も
大
い
に
愛
用
し
、

仕
事
に
役
立
て
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の
進
化
の

速
度
が
い
ま
ま
で
の
人
間
社
会
の
進
化
の

速
度
を
は
る
か
に
超
え
る
と
し
た
ら
、
そ

こ
に
潜
む
問
題
を
的
確
に
指
摘
し
、
そ
の

何
ら
か
の
解
決
策
を
提
言
し
た
に
違
い
な

い
．今

日
、
バ
ト
ラ
ー
が
描

い
た
逆

ユ
ー
ト

ビ

ア
、

エ
レ
ホ
ン
は
Ｚ
ｏ
〓
Ｆ
お

（ど
こ
に

も

な

い
場

所

）

で

あ

る

と

と

も

に

ン
つ
て
■
汀
『①
（ど
こ
に
で
も
あ
る
場
所
）

で
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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【特集】機
能
性
に
期
待
一が
高
ま
る
昔
懐
か
し
い
・・一桑
の
実
の
ジ
ュ
ー
ス

血
糖
値
や
貧
血
●
結
一秘
、
不
眠
、
ス
ト
レ
ふ
な
ど
が
改
善

昔
の
子
供
は
、
桑
の
実
を
食
べ
、
口
の

中
が
真
っ
赤
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

桑
の
起
源
は
中
国
で
、
養
蚕
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
約
二
一
〇
〇
年
前
に
は
す
で
に

絹
が
服
飾
品
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
絹
製
品
は

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
由
し
て
中
東
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ヘ
伝
播
し
て
い
き
ま
し
た
。

唐
の
時
代
に
桑
の
実
を
食
し
た
と
の
文

献
が
あ
り
、
食
用
と
し
て
も
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
か
ら
伝
播
し
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
イ
ラ
ン
で
も
滋
養
と
若
返
り
の
果
実

と
し
て
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。

桑
の
葉
は
昔
か
ら
、
不
老
長
寿
の
目
的

で
お
茶
代
わ
り
に
飲
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

漢
薬
名
を
桑
自
葉
と
い
い
、
脳
卒
中
の
予

防
や
治
療
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。
葉
は
桑

葉
、
実
を
桑
枢
、
枝
を
桑
枝
、
根
の
皮
を

桑
白
皮
と
呼
び
ま
す
。

明海大学歯学部教授 薬学博士

坂上

民
間
で
は
実
を
桑
酒
と
し
て
活
用

漢
方
で
使
わ
れ
る
桑
の
実
は
桑
撻
と

呼
び
、
乾
燥
し
た
物
で
す
。
桑
椎
に
は

滋
養
強
壮
の
効
果
が
あ
り
、
肝
臓
、
腎

臓
の
機
能
を
高
め
ま
す
。
血
も
補

い
、

頭
重
、
め
ま
い
、
視
力
低
下
、
白
髪
な

ど
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

わ
が
国
で
は
田
舎
で
、
桑
酒
が
冷
え

性
や
不
眠
症
に
効
く
と
い
っ
て
、
自
家
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製
を
競

っ
た
と
、
『身
近
な
漢
方
薬
材
事

典

（鈴
木
剰
、
東
京
堂
出
版
と

に
書
か

れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
流
行

っ
た

『
い
ろ
は
救
民
救
薬
の
歌
』
に
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

民
間
で
も
桑
の
実
は
薬
用
に
供
さ
れ
ま

し
た
。
滋
養
強
壮
、
肝
臓

・
腎
臓
の
機

能
ア
ッ
プ
、
腰
痛
、
便
秘
の
改
善

・
解

消
、
血
圧
降
下
な
ど
の
目
的
で
利
用
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

養
蚕
農
家
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た

こ
ろ
は
、
子
供
た
ち
は
桑
の
実
を
お
や

つ
と
し
て
食
べ
た
も
の
で
す
。
養
蚕
農

家
で
は
自
家
製
の
ジ
ャ
ム
を

つ
く

つ
た

も
の
で
す
が
、
最
近
で
は
そ
れ
も
ほ
と

ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

繊扮
編
雛
董錯
夢
ン

そ
の
桑
の
実
に
す
ぐ
れ
た
機
能
性
が

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
、

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

機
能
性
の
秘
密
の

一
つ
は
ア
ン
ト
シ

ア
ニ
ン
な
ど
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
で

す
。
吉
王
国
次
郎

・
熊
本
大
学
理
学
部

生
物
化
学
教
室
の
研
究
に
よ

っ
て
、
桑

の
実
に
は
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
が
多
量
に

含
ま
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い

ま
す
。
眼
精
疲
労
に
役
立

つ
と
さ
れ
る

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
約
三
倍
の
ア
ン
ト
シ

ア
ニ
ン
が
含
ま
れ
る
と
い
う
の
で
す
。

ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
な
ど
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ

ー
ル
は
、
動
脈
硬
化
、
認
知
症
、
脳
梗

塞
、
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
、
心
筋
梗
塞
、

痛
風
、
糖
尿
病
、
ガ
ン
、
老
化
な
ど
の

原
因
と
な
る
活
性
酸
素

（
フ
リ
ー
ラ
ジ

カ
ル
）
と
戦
う
抗
酸
化
物
質
で
す
。

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
効
能
と
し
て
は
、

殺
菌
効
果
、
肝
機
能
向
上
、
脂
肪
吸
収

抑
制
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
調

整
、
血
圧
降
下
、
発
ガ
ン
性
物
質
の
除

去
、
ス
ト
レ
ス
の
抑
制
な
ど
が
あ
り
ま

す
。牌

″聾
ハロ鵞
Ｌ

桑
の
実
に
含
ま
れ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ

ン
は
、
光
に
反
応
し
て
そ
の
刺
激
を
脳

に
伝
え
る
ロ
ド
プ
シ
ン
と
い
う
物
質
の

再
合
成
を
促
進
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
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ロ
ド
プ
シ
ン
は
眼
の
網
膜
に
あ
る
色
素

体
で
、
脳
に
視
覚
信
号
を
伝
え
る
と
分

解
さ
れ
、
再
び
合
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の

反
応
が
く
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
は
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
わ

け
で
す
が
、
眼
を
酷
使
す
る
と
再
合
成

が
う
ま
く
い
か
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま

す
。そ

の
た
め
、
眼
の
機
能
が
低
下
し
て

し
ま
い
ま
す
が
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
は

ロ
ド
プ
シ
ン
の
再
合
成
を
促
し
て
眼
の

疲
れ
を
癒
し
ま
す
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
使

い
過
ぎ

で
近
く
を
見
続
け
る
と
、
ピ
ン
ト
を
合

わ
せ
て
い
る
水
晶
体
の
厚
み
を
調
節
し

て
い
る
毛
様
筋
と
い
う
筋
肉
組
織
に
負

担
が
か
か

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が

視
力
を
低
下
さ
せ
る
原
因
に
な
る
の
で

す
が
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
に
は
毛
様
筋

の
血
流
を
促
進
し
、
視
力
の
低
下
を
改

善
す
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
で
は
す
で
に
近

視
や
網
膜
症
の
医
薬
品
の
原
料
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
桑
の
実
に
は
、
カ
ル
シ
ウ

ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
鉄
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、

な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
も
多
く
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
貧
血
に
も
有
効
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ア
ミ
ノ
酸
も
豊
富
で
す

ダ
〓
〓

ッ
ト
効
果
も
期
待

ま
た
、
桑
の
実
に
含
ま
れ
る
ポ
リ
フ

ェ
ノ
ー
ル
の

一
種
は
ク
ロ
ロ
ゲ
ン
酸
で

す
。
こ
れ
は
コ
ー
ヒ
ー
や
リ
ン
ゴ
、
ご

ぼ
う
な
ど
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
脂

肪
の
代
謝
を
促
す
作
用
が
あ
る
う
え
、

糖
新
生
を
抑
制
す
る
働
き
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
糖
新
生
と
は
、
炭
水
化

物
が
体
内
で
少
な
く
な

っ
た
と
き
、
そ

の
働
き
を
補
お
う
と
す
る
働
き
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
体
は
体
脂
肪
を
燃
焼

し
よ
う
と
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

と
き
体
脂
肪
だ
け
で
な
く
、
筋
肉
も
分

解
さ
れ
、
モ
不
ル
ギ
ー
源
と
し
て
使
わ

れ
ま
す
。
筋
肉
が
減
る
と
基
礎
代
謝
量

が
低
下
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
消
費

エ
ネ

ル
ギ
ー
も
減

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
太
り
や
す
く
、
や
せ
に
く
い

体
に
な

っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
ク
ロ

ロ
ゲ
ン
酸
に
は
、
こ
の
糖
新
生
を
抑
え

る
働
き
が
あ
る
た
め
、
桑
の
実
は
ダ
イ

エ
ツ
ト
に
も
役
立

つ
食
品
と
し
て
期
待

さ
れ
ま
す
じ

桑
の
実
ジ
ュ
ー
ス
に
は
、
鉄
分
が
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ス

乾
燥
プ
ル
ー
ン
２

一〇
倍

も
含
ま
れ
る

現
在
で
は
、
桑
の
実
を
搾
っ
た
ス
ト

レ
ー
ト
の
ジ
ュ
ー
ス
が
開
発
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
だ
人
た

ち
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
用
が
あ

っ

た
と
報
告
さ
れ
て
い
て
、
代
替
医
療
と

し
て
、
そ
の
機
能
性
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

桑
の
実
ジ
ュ
ー
ス
は
有
益
な
ミ
ネ
ラ
ル

が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に
多

い
の
が
鉄
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
亜
鉛
で
す
。

中
で
も
他
の
果
物
や
野
菜
と
比
べ
て

突
出
し
て
い
る
の
は
鉄
分
で
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
や
乾
燥
プ
ル
ー
ン
の
二
〇
倍
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ル
シ
ウ

ム
は
イ
チ
ゴ
の
六
倍
も
含
ま
れ
ま
す
。

盛議濤れっぃて共同研究が

桑
の
実
と
葉
に
含
ま
れ
る
フ
ラ
ボ
ノ

イ
ド
の
モ
リ
ン
に
は
、　
一
酸
化
窒
素
の

産
生
を
劇
的
に
減
少
さ
せ
る
と
い
う
報

告
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ラ
ッ
ク

・

マ
ル
ベ
リ
ー
ジ

ュ
ー
ス
に
は
肝
機
能
を
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保
護
す
る
作
用
が
あ
る
と
い
う
報
告
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
報
告
か
ら
、
桑

の
実
ジ
ュ
ー
ス
に
は
、
抗
酸
化
作
用
を

示
す
幾
種
類
か
の
成
分
が
含
ま
れ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
薬
理

作
用
に
つ
い
て
、
ま
た
、
私
た
ち
の
体

に
と

っ
て
有
益
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
不
明
で
し
た
。

そ
こ
で
、
明
海
大
学
歯
学
部
病
態
診

断
治
療
学
講
座
薬
理
学
分
野
、
同
歯
学

部
で
日①
【Ｆ
”
一　
”
す
”
コ
Ｂ
”
ｏ
Ｏ
‐
で
ぃ０
〇
一ｏ
”
〕

ｒ
”
ｇ
『”
一ｏ
曼
、
同
歯
学
部
総
合
臨
床
医

学
講
座
眼
科
分
野
、
同
歯
学
部
総
合
臨

床
医
学
講
座
内
学
分
野
、
昭
和
大
学
歯

学
部
口
腔
微
生
物
学
教
室
、
昭
和
大
学

医
学
部
解
剖
学
教
室
、
聖
マ
リ
ア
ン
ナ

医
科
大
学
微
生
学
教
室
、
中
村
カ
イ
ロ

が
共
同
で
、
薬
理
作
用
に
つ
い
て
研
究

を
行
い
ま
し
た
。

ｍｍ罰レス作用を確認

肥
満
、
動
脈
硬
化
な
ど
は
ス
ト
レ
ス

が
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
血

中
に
有
る
脂
肪
が
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
過
酸
化
脂
質
に
変
化
す
る

た
め
で
す
。

同
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
マ
ウ
ス
を
用

い
て
、
抗
ス
ト
レ
ス
効
果
を
実
験
し
ま

し
た
。
マ
ウ
ス
を
あ
℃
の
水
の
中
に
８

時
間
置
き
ス
ト
レ
ス
を
与
え
た
と
こ
ろ
、

‐２
時
間
後
に
血
液
中

の
過
酸
化
脂
質

（
フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル
の

一
種
）
の
量
は
約

２
倍
に
増
加
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
マ
ウ
ス
に
あ
ら
か
じ
め
、

一
週
間
前
か
ら
桑
の
実
ジ
ュ
ー
ス

（
ス

ト
レ
ー
ト
）
を
経
口
で
摂
取
さ
せ
る
と
、

血
液
中
の
過
酸
化
脂
質
の
量
は
ほ
と
ん

ど
増
加
し
な
か

っ
た
の
で
す
。
ま
た
、

ス
ト
レ
ス
負
荷
後
１２
時
間
の
う
ち
、
後

半
の
４
時
間
な
い
し
８
時
間
桑
の
実
ジ

ュ
ー
ス
を
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス

ト
レ
ス
を
完
全
に
抑
制
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

聰
倖肛に匹助

抗
ス
ト
レ
ス
活
性
は
、
抗
酸
化
活
性

と
強
く
相
関
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
同
グ
ル

ー
プ
は
、
桑
の
実
ジ
ュ
ー
ス
の
各
種
ラ
ジ

カ
ル
消
去
活
性
を
測
定
を
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
同
じ
よ
う
な

抗
酸
化
作
用
（ス
ー
パ
ー
オ
キ
シ
ド
、
ヒ
ド

ロ
キ
シ
一ス
ン
カ
ル
、
一
酸
化
窒
素
一ス
ン
カ

ル
の
消
去
活
性
）
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

研
究
報
告
で
は
、
」ヽの
実
験
の
結
果
を
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
一
般
的
に
、
ス
ト
レ
ス
は
フ
リ
ー
ラ

ジ
カ
ル
を
産
生
さ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
有

機
化
合
物
を
破
壊
し
、
過
酸
化
水
素

（フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル
の

一
種
）
な
ど
の
反

応
性
酸
素
分
子
種
を
発
生
さ
せ
ま
す
。

そ
れ
を
も
と
に
考
え
る
と
、
桑
の
実

ジ

ュ
ー
ス
は
、
ス
ト
レ
ス
に
よ

っ
て
生

成
し
た
フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル
を
消
去
し
、

過
酸
化
水
素
の
生
成
を
阻
止
し
た
と
解

釈
で
き
ま
す
」

鱗
難
纏
」しぁ

今
回
の
研
究
で
は
、
桑
の
実
ジ
ュ
ー

ス
は
高

い
抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
活
性
を
示
す
こ
と

が
見

い
だ
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
生
理
活
性
を
示
す
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
研
究
報
告
で
は
、

「桑
の
実
ジ
ュ
ー
ス
に
は
、
リ
グ
ニ
ン
配

当
体
な
ど
の
不
溶
性
繊
維
が
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
抗
ウ
イ
ル
ス
活
性
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
と
の
相
乗
効
果
が
発
現
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
回
の
研
究
に
よ
っ
て
、
代
替
医
療
と

し
て
の
桑
の
実
ジ

ュ
ー
ス
の
機
能
性
の

可
能
性
の

一
端
が
解
き
明
と
い
え
る
で

し
よ
つヽ
。

●PROFILE
さかがみ・ひろし

最終学歴 :東京大学薬学系大学院

学位 :薬学博士、東京大学

担当授業科目:歯科基礎科学 (2年 )、 化学特論 (2年 )、 歯科

薬理学(3,4年 )、 高齢者歯科 (5年 )、 総合歯科医学 (6年 )

専門分野 :細胞生物学、生化学、分子薬理学

趣味 :ベートーベン、シベリウス、ブラームス、小田和正、ユ

ーミンの音楽、原書で海外の小説を読むこと。したいことは、

大学の職員、学生と一緒に、ジョギング、ラジオ体操,英会

話、雑談すること。
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桑
の
実
ジ
ュ
ー
ス
を
毎
日
飲
む
よ
う

に
な
つ
た
人
た
ち
に
、
ま
ず
現
れ
る
変

化
と
し
て
多
い
の
が
、
便
通
が
よ
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
熟
睡
で
き
、
寝

起
き
が
ス
ッ
キ
リ
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
の
二
つ
で
す
。

さ
ら
に
は
、
血
糖
値
が
下
が
っ
た
、

眼
精
疲
労
や
貧
血
が
改
善
し
た
な
ど
の

声
も
聞
か
れ
ま
す
。。　
　
　
　
　
一
一●

川
蔦
恒
雄
さ
ん
貸
―
卜
勤
務
、
七

一
歳
）

私
は
以
前
か
ら
血
糖
値
が
高
く
、
困

っ
て
い
ま
し
た
。
病
院
か
ら
血
糖
降
下

剤
を
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を

飲
む
と
む
か
む
か
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
何
年
も
前
か
ら
飲
む
の
を

や
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
民
間
療
法
も
、
ユ
ズ
を
ハ
チ

ミ
ツ
に
漬
け
た
の
を
食
べ
た
り
と
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
試
し
ま
し
た
が
、
ど

れ
も
効
果
は
な
く
、
血
糖
値
を
下
げ
る

の
は
無
理
だ
と
、
半
ば
諦
め
て
い
ま
し

た
。桑

の
果
ジ
ュ
ー
ス
を
毎
朝
、
飲
む
よ

た
の
で
す
。

．そ
し
て
、
二
～
三
カ
月
た

っ
た
こ
ろ

に
は
、
空
腹
時
の
血
糖
値
が

一
〇
〇

ｍ

ｇ
／
ｄ
ｌ
ま
で
下
が
り
、
だ
い
た
い
そ

の
ぐ
ら
い
の
数
値
で
安
定
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
私
は
、
年
と
と
も
に
目
が
か
す

む
よ
う
に
な

っ
て
困

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
テ

レ
ビ
も
目
を
細
め
て
見
る
必
要
が
な
く

な

つ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
疲
れ
が
な

く
な
り
ま
し
た
。

パ
ー
ト
勤
務
を
し
て
い
ま
す
が
、
会

社
の
階
段
を
五
階
ま
で
ト
ン
ト
ン
と
軽

く
歩
い
て
上
が
れ
る
の
で
、
会
社
の
人

た
ち
か
ら
、
『若
い
ね
ぇ
』
と
驚
か
れ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
―
―

娘
の
貧
血
も
改
善
　
　
　
・●
●
●

一

た
。
も
ち
ろ
ん
貧
血
が
起
■

‐―ら‐
■
ぐ
■

り
、
お
医
者
さ
ん
が
不
思
議
が
ら
で
い

た
そ
う
で
す
。

血
が
改
善
し
、

精
疲
労
が
解
消

信
原
和
美
さ
ん

い
つ
も
貧
血
気
味
で
血
液
検
査
の
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
の
数
値
も
あ
ま
り
よ
く
あ

1鞣1

血
糖
値
が
下
が
り
、

日
の
か
す
み
も
解
消
し
、

疲
れ
な
く
な
つ
た

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
桑
の
実
ジ

ュ
ー
ス
を
毎
日
飲
み
続
け
た
と
こ
ろ
、

数
値
が
こ
れ
ま
で
に
な
く
良
い
結
果
で

驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
私
は
パ
ソ
コ
ン
を
し
た
り
本

を
読
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
い
つ

も
眼
精
疲
労
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ

れ
が
今
で
は
目
の
疲
れ
を
感
じ
な
く
な

り
ま
し
た
。

●
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健
康
の
自
己
管
理
了

互
ア
ル

［四

乳
ガ
ン
を
改
善
す
る
食
事
療
法

細
躙
川
順
墨
頂
●
医
療
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

自
ら
育
て
た
不
良
少
年

（ガ
ン
細
胞
）
た

ち
に
襲
わ
れ
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
現
代
入

秩
序
が
狂
っ
た
細
胞

人
体
は
、
∞
～
７０
兆
の
細
胞
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
常
に
全
身
を
循
環
し
て
い

る
血
液
細
胞
を
含
め
る
と
、
１
０
０
兆
の

細
胞
で
す
。
そ
の
数
と
ふ
る
ま
い
は
常
に

．
定
で
、
見
事
な
秩
序
の
元
に
活
動
し
て

人
の
生
命
を
維
持
し
て
い
ま
す
。　
一
生
の

間
、
ほ
ぼ
同
じ
数
を
保

っ
て
い
ま
す
。
け

が
や
病
気
で

一
部
の
細
胞
が
失
わ
れ
て
も
、

復
元
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
細
胞
は
古
く
な
る
と
壊
れ

て
廃
棄
さ
れ
、
新
し
い
細
胞
が
生
ま
れ
て

後
を
継
い
で
い
き
ま
す
。
こ
う
し
て
絶
え

間
な
く
代
謝
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
人
は
生
き
て
い
ら
れ
る
の
で
す
。

傷
や
炎
症
で
傷
ん
だ
細
胞
が
修
復
さ
れ
る

と
き
は
細
胞
分
裂
が
さ
か
ん
に
な
り
、
組

織
が
元
ど
お
り
に
復
元
す
る
と
分
裂
の
ス

ピ
ー
ド
も
元
に
も
ど
り
ま
す
。
こ
の
細
胞
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分
裂
が
無
秩
序
に
繰
り
返
さ
れ
、
無
限
に

増
え
続
け
る
よ
う
に
な
る
と
ガ
ン
で
す
。

細
胞
が
非
可
逆
的

・
自
立
的
に
無
秩
序

に
増
殖
し
て
い
く
も
の
を
総
称
し
て
腫
瘍

と
い
い
ま
す
。
腫
瘍
に
は
２
種
類
あ

っ
て
、

い
ぼ
、
ポ
リ
ー
プ
、
筋
腫
、
腺
腫
、
脂
肪

腫
、
繊
維
腫
な
ど
良
性
腫
瘍
と
、
悪
性
腫

瘍
の
ガ
ン
や
肉
腫
な
ど
で
す
。
良
性
は
ゆ

っ
く
り
増
殖
し
、
周
辺
の
組
織
を
侵
し
て

い
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
に
対
し
て
悪
性
は
、
速
い
ス
ピ
ー
ド
で

無
限
に
増
殖
し
成
長
す
る
と
、
や
が
て
健

康
な
組
織
を
破
壊
し
生
命
を
脅
か
す
よ
う

に
な
り
ま
す
。

ガ
ン
細
胞
を
再
教
育
す
る

ガ
ン
は
敵
で
は
な
い
が
、
仲
良
く
共
存

す
る
べ
き
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
怖
が

っ
て
破
壊
し
排
除
す
る
こ
と
だ
け
を
考
え

る
の
は
、
根
本
的
に
間
違
い
で
す
。
し
か

し
、
ガ
ン
は
味
方
だ
か
ら

一
生
付
き
合

っ

て
い
こ
う
と
す
る
の
も
間
違

っ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
は
正
常
に
働
い
て
い
た
細
胞
を

自
ら
が
狂
わ
せ
て
し
ま

っ
た
訳
だ
か
ら
、

自
ら
再
教
育
を
し
て
元
の
正
常
細
胞
に
戻

し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

長
年
の
不
調
和
な
生
活
が
細
胞
を
狂
わ

せ
て
し
ま

っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ

ら
に
そ
の
細
胞
に
追
い
討
ち
を
か
け
な
が

ら
他
人
に
こ
れ
を
排
除
し
て
も
ら
お
う
と

し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
細
胞
を
異
常
に
さ
せ
る
原
因
を

除
い
て
、
正
常
に
戻
る
条
件
を
整
え
れ
ば

す
べ
て
元
ど
お
り
に
正
常
化
す
る
も
の
で

す
。ガ

ン
細
胞
は
、
破
壊
し
て
も
切
り
取

っ

て
も
、
顔
を
変
え
場
所
を
変
え
て
い
た
る

と
こ
ろ
に
出
現
し
ま
す
。
体
力
が
続
く
か

ぎ
り
、
何
度
で
も
繰
り
返
し
発
生
し
ま
す
。

体
力
が
な
く
な

っ
た
と
き
は
、
致
命
的
な

障
害
を
お
こ
し
て
命
を
失
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ガ
ン
は
、
全
身
の
障
害
で
す
。
全
身
を

根
本
的
に
改
善
し
な
け
れ
ば
、
健
康
で
快

適
な
生
活
は
望
め
ま
せ
ん
。

な
に
が
細
胞
を
狂
わ
せ
る
の
か

異
常
細
胞
を
造
る
共
通
の
条
件
は
、
血

液
細
胞

（赤
血
球
、
自
血
球
な
ど
）
の
異

常
と
遺
伝
子
の
異
常
で
す
。
素
材
と
設
計

図
が
狂
っ
た
ま
ま
細
胞
を
造
れ
ば
、
狂
っ

た
も
の
が
で
き
る
の
は
必
然
で
す
。
異
常

血
液
が
異
常
遺
伝
子
の
情
報
に
基
づ
い
て
、

異
常
細
胞
を
造
る
の
で
す
。

異
常
血
液
は
、
食
物
に
よ
っ
て
造
ら
れ

ま
す
。
現
代
人
は
、
不
自
然
き
わ
ま
り
な

い
食
物
に
さ
ら
に
多
種
多
量
の
化
学
物
質

を
加
え
た
、
恐
ろ
し
い
よ
う
な
食
物
を
毎

日
食
べ
て
い
る
の
で
す
。
変
性
し
た
不
良

食
物
で
血
液
を
造
り
、
そ
の
異
常
血
液
で

細
胞
を
造
り
続
け
て
い
れ
ば
、
そ
れ
だ
け

で
も
細
胞
は
狂
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
へ
遺

伝
子
の
損
傷
が
加
わ
れ
ば
、
細
胞
は
変
異

を
起
こ
し
て
当
然
で
す
。

遺
伝
子
が
傷
つ
く
要
因
は
、
身
近
な
環

境
中
に
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

代
表
的
な
も
の
は
、
除
草
剤
と
界
面
活
性

剤
で
す
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
浸
透
性
と
分

解
力
が
強
力
で
す
。
そ
の
た
め
皮
膚
や
粘

膜
か
ら
、
容
易
に
体
内
に
侵
入
し
て
き
ま

す
。
そ
し
て
細
胞
膜
を
通
過
し
核
に
ま
で

侵
入
し
て
、
中
に
あ
る
遺
伝
子
を
徐
々
に

傷

つ
け
て
い
き
ま
す
。　
一
度
に
多
量
に
入

り
込
む
と
、
核
は
破
壊
さ
れ
細
胞
は
死
に

い
た
り
ま
す
。

界
面
活
性
剤
は
、
歯
磨
剤
、
台
所
用
洗

剤
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
ボ
デ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー
、

洗
濯
機
用
洗
剤
、
食
器
洗
機
用
洗
剤
な
ど

に
多
量
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
化
粧
品
や

食
品
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

日
常
で
頻
繁
に
接
す
る
も
の
で
す
。
そ
の

他
に
も
、
殺
虫
剤
、
防
カ
ビ
剤
、
防
腐
剤
、

染
料
、
着
色
料
、
タ
バ
コ
、
排
気
ガ
ス
な

ど
も
、
危
険
性
の
あ
る
も
の
で
す
。

物
理
的
な
要
因
は
、
電
磁
波
な
ど
で
す
。

電
磁
波
で
障
害
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
の

は
、
遺
伝
子
、
脳
細
胞
、
神
経
系
で
す
。

一
度
損
傷
を
受
け
る
と
、
修
復
が
困
難
な

と
こ
ろ
で
す
。

電
磁
波
に
は
、
有
効
な
も
の
と
有
害
な

も
の
と
が
あ
り
ま
す
。
有
効
な
も
の
は
、

日
光
、
炭
、
薪
、
本
、
竹
、
陶
器
、
石
な

ど
か
ら
発
生
す
る
光

（電
磁
波
）
で
す
。

有
害
電
磁
波
は
、
高
圧
線
、
電
子
レ
ン
ジ
、

電
磁
調
理
器
、
テ
レ
ビ
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ

ト
、
電
気
毛
布
、
床
暖
房

（ヒ
ー
タ
ー
式
）
、

携
帯
電
話
、
掃
除
機
な
ど
か
ら
発
生
す
る

電
磁
波
で
す
。
有
害
電
磁
波
は
、
人
体
を

分
子
レ
ベ
ル
、
原
子
レ
ベ
ル
で
変
性
を
起

こ
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

● PROFILE
ほそかわ 。かずひろ

1948年、愛知県豊り|1市 生まれ。

東西医学、心身医学、食養法、民間医療等を統合し、総合的健

康法・治療法の実践的研究を 30年間行う。

自分自身を自在にコントロールするセルフコントロールと食養

をベースに統合的・根本的な指導を行う。現在は生活改善指導
の講演会や健康セミナーで活躍中。

著書に『自然健康法』『気と食・驚異のパランスパワー』『梅醤
たんぼぼ茶健飲法』(共著)『食養生大全』(共著)な どがある。
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電
磁
波
の
影
響
力
は
、
波
長

・
波
形

。

強
度

・
被
爆
時
間
等
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

ま
す
。
強
い
電
磁
波
ほ
ど
、
浴
び
る
時
間

が
長
い
ほ
ど
影
響
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
電
磁
波
発
生
源
か
ら
は
で

き
る
だ
け
距
離
を
お
く
こ
と
が
賢
明
で
す
。

電
磁
波
は
、
距
離
の
３
乗
に
比
例
し
て
減

衰
し
ま
す
。
２
倍
離
れ
れ
ば
８
分
の
１
に

な
り
、
Ю
倍
離
れ
れ
ば
１
０
０
０
分
の
１

に
な
り
ま
す
。
危
険
な
も
の
か
ら
は
遠
ざ

か
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ガ
ン
は
循
環
不
良
の
組
織
に
好
ん

で
発
生
す
る

ガ
ン
は
、
常
に
負
荷
の
か
か
っ
て
い
る

と
こ
ろ
か
、
使
わ
な
い
と
こ
ろ
に
最
初
に

発
生
し
ま
す
。
こ
う
い
つ
場
所
は
、
血
液

も
リ
ン
パ
も
循
環
が
悪
く
な
り
ま
す
。
循

環
が
悪
い
所
に
は
、
栄
養
素
や
酸
素
が
十

分
供
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
老
廃
物
の
排
出
も
、

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

代
謝
が
悪
く
な
り
細
胞
機
能
が
低
下
し
て

き
ま
す
。
代
謝
の
衰
え
た
と
こ
ろ
に
発
ガ

ン
条
件
が
重
な
れ
ば
、
細
胞
は
異
常
を
お

こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

タ
バ
コ
を
吸
え
ば
肺
に
負
荷
が
か
か
り
、

暴
飲
暴
食
を
す
れ
ば
胃
に
負
荷
が
か
か
り

ま
す
。
油
脂
や
化
学
物
質
を
多
量
に
摂
り

込
め
ば
肝
臓
に
負
荷
が
か
か
り
ま
す
。

一
方
、
循
環
が
悪
く
な
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
身
体
を
動
か
し
て
も
、
乳
房
、

子
宮
、
卵
巣
は
ほ
と
ん
ど
動
き
ま
せ
ん
。

こ
う
い
う
場
所
は
、
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い

な
い
と
同
様
の
状
態
で
、
循
環
が
悪
く
な

り
や
す
い
も
の
で
す
。
と
く
に
乳
房
は
、

乳
腺
と
い
う
分
泌
器
官
が
多
く
集
ま

っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
リ
ン
パ
液
が
滞
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
リ
ン
パ
は
、
身
体
の

各
所
か
ら
老
廃
物
を
回
収
し
て
排
出
す
る

重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
滞
る

と
、
老
廃
物
が
蓄
積
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
乳
腺
組
織
に
老
廃
物
が
溜
ま
り
、
そ

こ
へ
発
ガ
ン
物
質
が
侵
入
し
て
き
て
、
さ

ら
に
発
ガ
ン
を
促
す
物
理
的
刺
激
が
加
わ

っ
て
く
れ
ば
、
非
常
に
ガ
ン
が
発
生
し
や

す
い
条
件
が
そ
ろ
い
ま
す
。
強
い
ス
ト
レ

ス
が
加
わ
れ
ば
、
さ
ら
に
発
ガ
ン
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

乳
ガ
ン
に
な
る
人
は
、
砂
糖
、
油
脂
、
卵
、

乳
製
品
な
ど
が
好
き
で
、
過
食
す
る
こ
と

が
多
く
、
運
動
不
足
で
、
ス
ト
レ
ス
の
影

響
が
強
い
と
い
う
条
件
が
重
な

っ
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

予
防
や
治
療
は
、
そ
う
い
う

マ
イ
ナ
ス

条
件
を
除
く
こ
と
が
先
決
で
す
。

治
療
の
た
め
の
食
事

◎
す
べ
て
の
食
物
は
、
自
然
で
良
質
な
物

を
使
う

◎
旬
の
新
鮮
な
物
を
選
ぶ

◎
水
は
、
浄
化
し
て
使
う

◎
穀
類
、
野
菜
、
海
藻
を
主
に
す
る

◎
豆
類
、
そ
の
他
の
種
子
類
は
少
量
摂
る

◎
調
味
料
は
、
み
そ
、
し
ょ
う
ゆ
、塩
の
み

◎
飲
み
物
は
、
生
水
、

，
一年
番
茶
、
は
と
む

ぎ
茶
、
た
ん
ぽ
ぽ
茶
な
ど
を
主
に
す
る

◎
よ
く
咀
疇
す
る

◎
朝
食
は
葛
の
み
と
す
る

◎
夕
食
を
主
に
す
る

◆
血
液
浄
化
、
代
謝
促
進
、
抗
酸
化
の
機

能
を
も
つ
食
物
を
積
極
的
に
摂
る

葛
、
は
と
む
ぎ

（玄
麦
）
、
フ
ノ
リ
、

ゴ
マ

（黒
）
、
タ
ン
ポ
ポ
、
ダ
イ
コ
ン
葉
、

ニ
ラ
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
モ
ヤ
シ
、
ヨ
モ

ギ
、
自
然
薯
、
レ
ン
コ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
、

カ
ボ
チ
ャ
、
ゴ
ボ
ウ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ニ

ン
ジ
ン
葉
、
タ
マ
ネ
ギ
、
サ
ト
イ
モ
、

キ
ク
ラ
ゲ

（黒
）
、

コ
ン
ブ
、
ワ
カ
メ
、

ヒ
ジ
キ
、
ア
ラ
メ
、
ノ
リ
、
メ
カ
ブ

◆
内
分
泌
腺
の
機
能
を
高
め
る
食
物
を
積

極
的
に
摂
る

葛
、
タ
ン
ポ
ポ
、
ヨ
モ
ギ
、
発
芽
玄
米
、

カ
ボ
チ
ャ
種
、
松
の
実
、
ヒ
マ
ワ
リ
種
、

ギ
ン
ナ
ン
、
蓮
の
実
、
花
粉
、
麻
の
実
、

金
針
菜
、
ユ
リ
根
、
ナ
ツ
メ
、
サ
ト
イ
モ

◆
抗
ガ
ン
食
品
を
積
極
的
に
摂
る

黒
焼
玄
米
、
そ
ば

（粒
）、
葛
、
自
然
薯
、

タ
ン
ポ
ポ
根
、
黒
ゴ
マ

◆
避
け
る
べ
き
食
物

不
自
然
な
食
物
…
…
化
学
生
産
物

（農

産
物

・
加
工
品
）

精
製
さ
れ
た
食
物
…
…
精
製
塩
、
精
製

糖
、
自
米
、
自
小
麦
粉

酸
化
し
た
食
物
…
…
古
い
粉
製
品
な
ど

質
の
悪
い
油
脂

動
物
性
食
品

清
涼
飲
料

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料

Macrobiotique 2007. 6 a 24
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女
性
が
大
好
き
な

食
べ
物
に
原
因
？

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
の
食
事
情

は
戦
前
と
は
大
き
く
変
わ
り
、
欧
米
化
し

て
い
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
ｃ

従
来
の
穀
物
、
つ
ま
り
主
食
中
心
で
お

か
ず
は
主
食
を
お
い
し
く
い
た
だ
く
添
え

も
の
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ

っ
た
の
が
、

戦
後
”
年
頃
に
は
お
か
ず
中
心
で
穀
物
は

端

へ
追
い
や
ら
れ
る
風
潮
が
出
て
き
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
式
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
格

好
良
し
、
あ
る
い
は
憧
れ
と
さ
れ
た
頃
で

す
。バ

イ
キ
ン
グ
や
ビ

ュ
ツ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

の
食
事
様
式
も
少
し
ず

つ
入

っ
て
き
て
、

ま
す
ま
す
お
か
ず
と
飲
み
物
を
暴
飲
暴
食

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
と
か
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ

ン
が
も
て
は
や
さ
れ
、
外

へ
出
る
主
婦
や

女
性
が
目
立
ち
、
台
所

へ
立
つ
時
間
が
減

少
し
ま
し
た
。

外
食
産
業

・
お
弁
当
屋
さ
ん

。
コ
ン
ビ

ニ
・
デ
リ
カ
シ
ョ
ッ
プ
の
充
実
に
反
比
例

す
る
よ
う
に
家
族
で
の
母
か
ら
子
へ
の
食

育
の
場
も
減
少
し
た
の
で
す
。
そ
の
世
代

に
育
て
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
時
代
の

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
踊
ら
さ
れ
、
ま
た
、
『カ

ッ
コ
良
い
』
と
し
て
日
本
民
族
に
は
あ
ま

り
適
合
し
な
い
外
来
の
食
生
活
を
簡
便
に

と
り
入
れ
ま
し
た
ｃ
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
が
増
え
、
そ
の
病
気
で
悩
む
人
々
の

数
も
増
え
ま
し
た
。
婦
人
科
疾
病
、
特
に

乳
ガ
ン
も
そ
の
中
の

一
つ
で
す
Ｃ

若
年
層
で
も
「小
さ
な
シ
ヨ
リ
が
あ
る
」

と
密
か
に
心
配
す
る
女
性
の
数
は
多
く
、

港
在
し
て
い
ま
す
。
女
性
が
大
好
き
な
食

べ
物
の
中
に
、
主
な
原
因
が
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

食
品

へ
の
知
識
が
偏

っ
て
い
た
り

「お

い
し
い
か
ら
」
「大
好
き
だ
か
ら
」
と
感

情
と
欲
望
だ
け
で
食
べ
続
け
て
い
る
と
不

自
然
さ
が
芽
吹
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

ま
す
ｃ

食
べ
物
が
体
内
で
消
化
吸
収
さ
れ
る
と

き
、
分
解
が
進
み
に
く
い
食
品
は
生
ゴ
ミ

の
よ
う
に
老
廃
物
と
し
て
蓄
積
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
吸
収
さ
れ
た
と
し
て
も
、
千
不
ル

ギ
ー
化
ま
で
分
解
が
進
ま
ず
、
血
液
中
に

い
つ
ま
で
も
存
在
し
て
い
る
と
、
身
体
を

巡

っ
て
い
る
う
ち
に
や
が
て
は
生
産
さ
れ

た
元
の
場
所
と
似
た
器
官
や
組
織

へ
た
ど

り
つ
き
、
そ
こ
で
の
蓄
積
が
進
み
、
腐
敗

…
…
や
が
て
は
ガ
ン
化
を
た
ど
る
の
で
は

な
い
か
…
…
と
い
う
仮
説
を
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
的
に
は
う
な

づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
で
は
、
首
か
ら

上
の
ガ
ン
も
陰
性
度
が
強
い
飲
食
物
の
影

響
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
乳
房
も
胴
体
の
中

で
は
上
部
、
し
か
も
表
面
に
近
い
の
で
同

様
と
考
え
ま
す
。
た
だ
、
乳
一房
の
シ
ヨ
リ

に
は
柔
ら
か
い
も
の
、
熱

っ
ぽ
い
炎
症
性

乳
ガ
ン
と
い
つ
た
陰
性
タ
イ
プ
。
シ
ヨ
リ

が
固
い
も
の
、
小
さ
め
、
乳
房
の
下
の
方

に
で
き
る
と
い
う
陽
性
タ
イ
プ
に
大
別
で

き
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
は
対
応
の
仕

方
に
多
少
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
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メ
一
互
―
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
ア
ド
バ
イ
ス

乳
房
は
身
体
の
上
部
に
位
置
し
、
外

へ

向
か
っ
て
出
て
い
る
格
好
で
す
か
ら
、
陰

性
食
品
の
過
剰
摂
取
に
大
き
く
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
今
ま
で
摂

り
す
ぎ
る
傾
向
に
あ

っ
た
陰
性
食
品
を
、

日
々
の
食
生
活
か
ら
外
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

甘
か
ら
い
味
の
濃
い
料
理
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
の
蜂
蜜
が
け
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
パ
フ
ェ

や
生
ク
リ
ー
ム
や
バ
タ
ー
、
チ
ー
ズ
な
ど

…
…
た

っ
ぷ
り
入

っ
た
洋
菓
子
や
デ
ザ
ー

ト
、
植
物
性
オ
イ
ル
た

っ
ぶ
り
の
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
類
は
油
の
品
質
が
ど
れ
程
よ
く
て

も
症
状
を
ひ
ど
く
悪
化
さ
せ
ま
す
。
陰
性

度
が
強
い
と
い
わ
れ
る
化
学
物
質

（食
品

添
加
物

・
医
薬
品

。
農
薬
及
び
、
化
学
肥

料

・
生
活
用
品
に
含
ま
れ
る
も
の
な
ど
）

や
ア
ル
コ
ー
ル
類
、
単
糖
類

（代
表
は
果

実
や
果
汁

・
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
甘
み
）

や
二
糖
類

（代
表
は
自
砂
糖
や
蜂
蜜
）
な

ど
の
分
解
が
早
い
甘
味
、
電
子
レ
ン
ジ
で

調
理
さ
れ
た
料
理
、
揚
げ
物
や
油
炒
め
な

ど
油

っ
こ
い
料
理
や
菓
子
類
、
パ
ン
類

・

粉
食
品
も
外
し
ま
し
ょ
う
。

「何
を
食
べ
た
ら
良

い
か
」
の
前
に
、

原
因
を
作

っ
て
し
ま

っ
た
食
物
を
突
き
と

め
て
、
止
め
る
こ
と
が
先
で
す
。
次
に
ど

う
い
う
傾
向
の
も
の
を
、
ど
の
程
度
摂
る

の
が
好
ま
し
い
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

柔
ら
か
い
シ
コ
リ
の
陰
性
タ
イ
プ

（炎
症
性
も
含
む
）

一
日
二
食
と
し
て
、
朝
は
葛
の
み
を
使

っ
た
葛
練
り
だ
け
に
し
ま
す
。
昼

・
夕
食

は
玄
米
を
５
～
６
割
、
他
に
は
副
食
と
い

っ
た
食
べ
方
に
し
、
副
食
に
汁
物
や
海
藻

類

・
野
菜
料
理
を
添
え
ま
す
。

汁
物
は
味
噌
汁

・
清
し
汁

・
塩
味
ス
ー

プ
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ま
せ
、
同
じ
も
の

ば
か
り
を
続
け
ま
せ
ん
。
だ
し
汁
は
昆
布

だ
し
を
用
い
、
味
噌
は
原
則
と
し
て
豆
味

噌
と
麦
味
噌
を
用
い
ま
す
。
そ
の
割
合
は

豆
味
噌
を
多
め
に
し
ま
す
。
海
藻
類
は
少

量
ず
つ
頻
繁
に
用
い
ま
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
が

多
く
、
血
液
の
質
を
良
く
し
た
り
、
血
液

を
増
や
し
た
り
、
体
調
を
整
え
る
の
に
大

い
に
役
立
ち
ま
す
。
そ
れ
は

「ひ
じ
き
蓮

根
」
「ひ
じ
き
こ
ん
に
ゃ
く
」
「あ
ら
め
と

玉
ね
ぎ
の
煮
物
≒
ワ
カ
メ
入
り
味
噌
汁
」

や
煮
物
な
ど
、
料
理
に
限
り
ま
せ
ん
。

忙
し
い
と
き
に
は
焼
き
海
苔
を
バ
リ
バ

リ
食
べ
た
り
、
ち
ぎ

っ
て
味
噌
汁
や
お
浸

し
に
混
ぜ
た
り
、
ひ
じ
き
ふ
り
か
け
や
、

ヮ
カ
メ
の
ふ
り
か
け
の
活
用
な
ど
も
お
勧

め
で
す
。

こ
の
タ
イ
プ
の
献
立
に
ミ
ネ
ラ
ル
の
多

い
海
藻
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
野
菜

類
は
葉
菜

・
球
形
菜

・
根
菜
と
様
々
と
り

あ
わ
せ
ま
す
が
、
根
菜
の
割
合
を
多
め
に

し
た
料
理
を
組
み
込
み
ま
し
ょ
う
。
調
味

料
も
同
じ
も
の
が
立
て
続
け
に
な
ら
な
い

よ
う
配
慮
が
必
要
で
す
。

昼
食
は
生
活
の
上
で
心
身
が
重
く
な
り

す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
手
不
ル
ギ
ー
の
質
が

や
や
軽
め
の
食
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。
反

対
に
、
夕
食
は
心
身
が
し
っ
と
り
落
ち
着

き
、　
一
日
の
終
わ
り
を
過
ご
せ
る
よ
う
、

昼
食
よ
り
は
や
や
陽
性
よ
り
に
し
ま
す
。

自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
く
な
じ
み
、

睡
眠
に
入
り
や
す
い
体
内
環
境
を
作
り
ま

す
。ま

た
、
炎
症
タ
イ
プ
で
症
状
が
続
く
場

合
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
成
分
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
借
り
る
料
理
を
頻
繁
に
組
み
込
み
ま
す

（具
を
食
べ
る
気
が
し
な
い
場
合
で
も
２０

分
ほ
ど
コ
ト
コ
ト
煮
だ
し
た
エ
キ
ス
分
に

味
を
つ
け
て
ス
ー
プ
だ
け
で
も
日
に
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
）
。

固
め
の
シ
コ
リ
・
小
さ
め
、
あ
る
い
は

乳
房
の
下
方
に
で
き
て
い
る
陽
性
タ
イ
プ

朝
食
は
葛
食
だ
け
に
し
て
、
昼
と
夕
食

は
玄
米
を
中
心
に
し
た

一
汁
二
菜
程
度
の

食
事
に
し
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
陰
性
タ
イ
プ
と
ほ
ぼ
同
じ

で
す
が
、
き
ち
ん
と
守
り
た
い
こ
と
は
原

因
を
つ
く

っ
て
し
ま

っ
た
と
思
わ
れ
る
食

品
を
外
す
こ
と
と
、
味
つ
け
を
や
や
薄
め

に
す
る
こ
と
で
す
。

陰
性
食
品
に
加
え
て
、
肉
類
、
赤
身
の

魚
類
、
エ
ビ
や
カ
ニ
、
イ
カ

・
タ
コ

・
貝

類
、
卵
類

（魚
卵
含
む
）
、
チ
ー
ズ
類
、

パ
ン
、
ク
ツ
キ
ー
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
、
せ
ん

べ
い
類
、
甘
辛
い
佃
煮
や
煮
物
、
味
の
濃

い
油
料
理
な
ど
に
は
特
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
つヽ
。

野
菜

の
エ
キ
ス
が
多
く
入

っ
た
汁
物

（味
噌
汁
・清
し
汁
・塩
味
の
洋
風
ス
ー
プ
）

の
具
は
全
部
い
た
だ
か
な
く
て
も
、
ス
ー

プ
は
大
切
で
す
。

だ
し
汁
は
昆
布
だ
し
が
中
心
で
す
が
、

ヮ
カ
メ
や
切
り
干
し
大
根
の
だ
し
汁
も
美

味
し
い
と
感
じ
る
で
し
ょ
う
。
干
し
椎
茸

だ
し
は
週
に

一
度
程
度
昆
布
だ
し
と
４
対

１
の
割
合
で
用
い
ま
す
。

味
噌
汁
は

一
日
に

一
回
は
メ
ニ
ュ
ー
に

組
み
入
れ
ま
す
が
、
豆
味
噌
を
多
め
に
し

て
、
ね
ぎ
類

（長
ね
ぎ
の
み
じ
ん
切
り
、

小
ね
ぎ
の
小
口
切
り
）
の
薬
味
を
添
え
ま

し
ょ
う
。
味
噌
と
ね
ぎ
の
取
り
合
わ
せ
が

症
状
の
改
善
を
助
け
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

副
食
は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
基
本

食
が
中
心
に
な
り
ま
す
が

「き
ん
ぴ
ら
」

「
ひ
じ
き
蓮
根
Ｌ
ひ
じ
き
こ
ん
に
ゃ
く
」
は

味
を
や
や
薄
め
に
。
海
藻
料
理
は
大
切
で

す
が
、　
一
日
Ю
ｇ
程
度
を
目
処
に
し
ま
す
。

根
菜
料
理
を
や
や
多
め
に
す
る
の
は
陰

性
タ
イ
プ
と
同
様
で
す
。
同
時
に
球
形
菜

（か
ぼ
ち
ゃ
・玉
ね
ぎ
・
カ
ブ
。キ
ャ
ベ
ツ
・
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に
ん
じ
ん
）
や
青
莱
類
を
少
量
ず

つ
加
え

る
こ
と
で
す
。
ス
ー
プ
や
主
莱
に
雑
穀
を

用
い
る
と
目
先
が
変
わ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

そ
ば
類

（粒
そ
ば
、
そ
ば
粉
食
品
Ｙ

た

ん
ぱ
く
質
と
し
て
の
コ
ー
フ
ー
や
セ
イ
タ

ン
料
理
は
外
し
ま
す
。
豆
腐
を
蒸
し
た
り

煮
た
り
、
納
豆
、
煮
豆
、
豆
の
シ
チ
ュ
ー

な
ど
で
補
い
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
に
組
み
入
れ
た

い
料
理
に

「玉
ね
ぎ
の
味
噌
煮
」
「
ね
ぎ
味
噌
」
「
ワ

カ
メ
入
り
ご
ま
味
噌
ふ
り
か
け
」
「玉
ね

ぎ

・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

・
に
ん
じ
ん
の
醤
油

ピ
ク
ル
ス
」
「手
作
リ
サ
ワ
ー
ク
ラ
ウ
ト

（キ
ャ
ベ
ツ
と

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

食
材
の
選
び
方

乳
ガ
ン
の
場
合
、
食
材
の
選
び
方
で
最

も
大
切
な
の
は
、
無
農
薬

・
無
化
学
肥
料

の
生
鮮
野
菜
や
穀
類
で
あ
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
ら
を
原
材
料
に
製
造

・
加
工

さ
れ
、
食
品
添
加
物
を

一
切
含
ま
な
い
食

品
に
限
り
ま
す
。

日
常
生
活
で
使
用
さ
れ
る
水
は
浄
化
装

置
を
通
し
た
水
を
お
勧
め
し
ま
す
。

調
理
の
仕
方

あ
ま
り
極
端
な
こ
だ
わ
り
を
せ
ず
に
、

楽
し
い
調
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
味
も

中
庸
を
心
が
け

（薄
め
の
丁
度
よ
い
が
目

安
に
な
り
ま
す
。
さ
り
と
て
薄
す
ぎ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
）。

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
調
理
器
具
や
電
子
レ

ン
ジ
、
電
気
調
理
器
具
は
用
い
ま
せ
ん
。

オ
ー
ル
電
化
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
は
卓
上

コ
ン
ロ
を
お
勧
め
し
ま
す
。

い
た
だ
き
か
た
ポ
イ
ン
ト

何
と
い
っ
て
も
明
る
い
前
向
き
な
心
境

で
食
卓
に
向
か
い
ま
し
ょ
う
。

料
理
を
前
に
し
て
、
畑
か
ら
食
卓
に
並

べ
ら
れ
る
ま
で
に
ど
れ
く
ら
い
の
愛
に
よ

っ
て
運
ば
れ
て
き
た
の
か
に
想
い
を
は
せ

て
、心
か
ら
感
謝
し
、
よ
く
噛
み
ま
す

（３

０
０
回
程
度
）
。

独
り
で
は
な
い
こ
と

へ
の
実
感
が
改
善

を
促
進
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

■

ヮ
カ
メ
胡
麻
味
噌
ふ
り
か
け

◎
材
料

（作
り
や
す
い
分
量
）

一鷺
燥
ヮ
カ
メ
…
…
３０
ｇ

麦

味

噌

…

…

１

０

０

ｇ

一里
味
噌
…
…
１
０
０
ｇ

白

胡

麻

…

…

１

０

０

ｇ

胡
麻
油
…
…
数
滴

◎
作
り
方

●
ヮ
カ
メ
を
１
８
０
℃
の
オ
ー
プ
ン
で
カ

リ
カ
リ
に
焼
き
、
余
熱
が
と
れ
た
ら
す

り
鉢
で
パ
ウ
ダ
ー
状
に
す
っ
て
お
く
。

０
厚
底
フ
ラ
イ
パ
ン
、
あ
る
い
は
セ
ラ
ミ

ッ
ク
土
鍋
を
温
め
て
白
胡
麻
を
入
れ
、

指
で
胡
麻
を
つ
ぶ
し
た
際
に
香
り
が
た

つ
ま
で
か
ら
炒
り
し
て
か
ら
、
す
り
鉢

へ
入
れ
る
。
油
を
だ
さ
な
い
よ
う
半
ず

り
に
し
て
、
①
と
２
種
類
の
味
噌
を
加

え
て
よ
く
す
り
混
ぜ
る
。

Ｏ
①
の
鍋
に
、
胡
麻
油
を
数
滴
落
と
し
て

指
先
で
塗
り
広
げ
、
中
火
に
か
け
て
温

め
、
②
を
入
れ
る
。
木
ベ
ラ
で
混
ぜ
な

が
ら
炒
り
あ
げ
る
。
味
噌
の
粘
り
が
な

く
な

っ
た
ら
少
し
火
を
強
め
、
５
秒
程

炒

っ
て
パ
ラ
パ
ラ
に
し
て
か
ら
、
用
意

し
て
お
い
た
ぬ
れ
台
ふ
き
ん
の
上
に
ジ

ュ
ー
ッ
と
の
せ
、
余
熱
で
炒
り
続
け
る
。

Ｏ
強
火
と
ぬ
れ
台
ふ
き
ん
の
上
で
炒
る
の

を
繰
り
返
し
な
が
ら
味
噌
の
水
分
が
な

く
な
る
ま
で
炒
る
。

Ｏ
味
噌
が
サ
ラ
サ
ラ
し
て
き
た
ら
火
か
ら

お
ろ
し
て
冷
ま
す
。

０
充
分
に
熱
が
と
れ
て
か
ら
保
存
容
器
に

入
れ
る
。

☆玉川温泉等ラジウム泉特有の温

感が足首から全身に。

★特殊微粉化鉱石の力でホルミシ
ス、遠赤外線、マイナスイオン、

3つのパワーをしつかり発生。

★冷房対策や夏の睡眠にはとくに

おすすめ。足指に熱がこもらず、そ

れでいて足首の芯を温め、「ジンジ

ンと循環している感覚」で快適さ

を感じるはずです。

下半身の冷えに悩んでいたのですが、この

バントを足首に着けてからとても快適です。

体も軽く、母乳の出も良いです。夜もく
｀
っ

すり眠れて不思議です。

山口県 秋吉さち子様

原始生命発生メカニズムに

由来する微量放射線ホルミ

シス応用製品。24時 間足

首に巻いて使用可

パワフル源泉バンド

9,975円 (2枚組喘継・送料別)

原材料:布地 綿100%、 10数種類の希土類鉱

石を布地全体および発生体に塗布
サイズ:幅6 5cm×長さ32cm(マジックテー功寸)

重 量:17g(製品1枚あたり)   洗濯可

お求めは全国自然食品店・漢方薬局・治療院で。
または、弊社までお問い合せください。

か ん た ろ う 含 資 会 社
〒154-0002東 京都世田谷区下馬4-4‐ 8‐ 203

TEL.03‐ 3412‐ 5126 FAX.03・3412・ 5184

体に着ける玉川温泉
http:′′karatama.ocnk.n etノ

(PC/ケータイ共通URL)

|アクゼ司 着 ける玉川で検索トップ表示
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回フ諄ご習源募
一 曹

lllttfttζ
ttli虜た.

① オーフ")でわかめtヵ りヵり:=L【

までオb.

口

重
ね
煮
味
噌
汁

◎
材
料

（４
人
分
）

ニ
ラ
…
…
４
株

（よ
く
洗
っ
て
、
葉
先

３
皿
切
り
除
き
、

１
・
５

ｃｍ
の
長
さ
に
切
る
）

も
や
し
…
…
２
つ
か
み

（き
れ
い
に
洗

っ
て
ザ
ル
に
と
り
あ
げ
る
）

ご
ぼ
う
…
…
４
ｃｍ

（さ
さ
が
き
）

切
干
大
根
…
…
１５
ｇ

（ザ
ツ
と
水
洗
い

し
ザ
ル
に
上
げ
て
、
晰
ｃｍ
の
長
さ
に
切

る
）

に
ん
じ
ん
…
…
∞
ｇ

（縦
半
分
～
４
等

分
し
て
斜
め
薄
切
り
に
す
る
）

塩
…
…
１
つ
ま
み

味
噌
…
…
豆

・
麦
、
各
大
さ
じ
馬

（小

さ
な
す
り
鉢
で
す
り
合
わ
せ
、
水
少
々

で
の
ば
す
）

◎
作
り
方

●
鍋
に
ニ
ラ
、
も
や
し
、
に
ん
じ
ん
、
ご

ぼ
う
、
切
千
大
根
と
い
う
よ
う
に
陰
性

の
順
に
重
ね
て
入
れ
る
。
水
２
カ
ッ
プ

を
注
ぎ
入
れ
、
切
干
大
根
の
上
に
塩
を

置
い
て
者
立

て
る
。

②
沸
騰
し
て
ら
弱
火
に
し
、
５
分
間
煮
る
。

０
水
２
カ
ッ
プ
を
た
し
て
、
さ
ら
に
３
分

間
者
（て
、
具
が
煮
え
て
い
る
の
を
確
認

す
る
。

●
最
後
に
味
噌
を
入
れ
、
味
を
整
え
る
。

□

ひ
じ
き
ふ
り
か
け

◎
材
料

（作
り
や
す
い
分
量
）

乾
燥
ひ
じ
き

（芽
ひ
じ
き

。
長
ひ
じ
き

い
ず
れ
も
可
）
…
…
≒
カ
ッ
プ

自
胡
麻
…
…
大
さ
じ
３

（か
ら
炒
り
し

て
お
く
）

焼
き
塩
…
…
小
さ
じ
２

◎
作
り
方

①
ひ
じ
き
を
天
板
に
並
べ
て
、
カ
リ
カ
リ

に
焼
き
、
す
り
鉢
で
パ
ウ
ダ
ー
状
に
し

て
、
焼
き
塩
を
加
え
て
す
り
混
ぜ
る
。

②
そ
こ
へ
自
胡
麻
を
加
え
て
、
胡
麻
が
半

す
り
状
態
に
な
る
ま
で

一
緒
に
す
り
合

わ
せ
る
。

※
電
気
調
理
器
具
は
ガ
ン
の
場
合
は
避
け
ま

す
。健
常
な
家
族
の
た
め
の
場
合
は
、全
て

の
材
料
の
下
処
理
が
で
き
た
も
の
を
フ
ー

ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
に
入
れ
て
混
ぜ
る
。
器

に
移
し
て
、
１
時
間
お
い
て
容
器
に
詰
め

ま
す
。

→
_.奪

②セラ
=リ
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ｌ

ＭｏＮ

葛ねり

(味噌味)

発芽玄米むすび

(■ワカメ胡麻味噌ふりかけを混ぜ込

む)

キャベツ、里芋の蒸野菜

(松の実梅酢 ドレッシング)

八 卜麦茶

八卜麦入り玄米ご飯
けんちん汁

(油炒めでなく、水少々で炒める)

小松菜の黒胡麻あえ

２

ＴｕＥ

葛ねり

(醤油味)

甘い野菜

キャベツ)

ユ~

(かばちゃ、にんじん、玉ねぎ

と粒そば 玄米こ飯入リシチ

黒生胡麻入り玄米 c~飯

かぼちゃ、里芋、金針菜の煮物

(白胡麻 トッピング)

口重ね煮味0曽汁

(ニラ、もやし、c~ぼ う、切干し大根、

にんじん)

３

ｗＥＤ

葛ねり

(梅干し)

発芽玄米焼むすび

(醤油 焼のり)

青菜のかばちやの種あえ

(種をすりつぶして味噌あじにし、

昆布だしでのばして蒸青菜をあえる)

ナツメ入りおこわ

(もち玄米、塩、醤油、ナツメ、皮つ

き八卜麦、麻の実、こぼう、昆布。ギンナ

ンとユリ根、松の実をあとから加える)

もやしのナムル風 (油なし)

オニオンスープ (塩味)

４

ＴＨｕ

葛ねり

(鉄火味噌)

玄米ポタージユ

(玉ねぎのみじん切と玄米こ飯と昆布

を圧力鍋で煮る )

蒸しキャベツとわかめのゆかりあえ

八卜麦入り玄米こ飯

蓮根八ンバーグとにんじんグラッセ

(大根葉添え)

バンプキンスープ

(かばちゃの種 トッピング)

葛ねり

(黒胡麻塩)

味噌ぞうすい (ニラ、里芋) 蓮の実入り玄米こ飯

芽かぶとニラ、金針葉の煮浸し

重ね煮味D曽 汁

(小松菜、にんじん、蓮根、玉ねぎ)

FRI.

６

剛

葛ねり        よもぎ玄米餅の雑煮

(胡麻味噌ふりかけ)  (味 噌仕立て、里芋、

にんじん、大根 )

黒生こま入り玄米こ飯

ふのり、こぼう、八宝菜

(黒キクラゲ、自然薯、蓮根、小松菜、

こぼう、焼豆腐、玉ねぎ、にんじん)

たくあんの細切の細巻(白胡麻、焼のり)

７

ｓｕＮ

葛ねり

(醤油味)

発芽玄米むすび

(口ひじきふりかけを混ぜ込む)

蒸野菜

(自然薯、大根、大根葉、かばちや)

三年番茶

八 卜麦入り玄米こ飯
ふろふき大根、黒胡麻トッピング、味噌ダレ

(味噌、すりつぶしたヒマワリの種、

毘布だし汁)

ニラと大根葉の磯あえ

(葉類はゆでて、醤油、もみのりをま

ぜる)

。毎食の主食は、玄米ご飯は1609、 お粥やポタージュ類は200g、 あるいは1 80ccを めやすにしましょう。

・副菜は各50gを めやすに。摂りすぎないことが大切です。

・香辛料、生姜、油類は一切避けます。
。1口に300回噛んでからのみこみましょう。

・穏やかな心境で、感謝をもつていただきましょう。
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乳ガンを改善する自然療法
細川順讃

●医療コンサルタン ト

■
黒
焼
玄
米

玄
米
を
、
長
時
間
蒸
し
焼
き
に
し
炭
化

に
近
い
状
態
に
す
る
と
、
陰
性
成
分
が
分

解
さ
れ
て
陽
性
成
分
だ
け
が
残
り
ま
す
。

こ
の
陽
性
成
分
を
、
摂
り
こ
ん
で
血
液
に

よ

つ
て
ガ
ン
細
胞
に
送
り
こ
み
ま
す
。

ガ
ン
細
胞
は
、
陰
性
成
分
が
多
い
た
め

増
殖
膨
張
し
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
へ
陽
性

成
分
を
与
え
る
こ
と
で
、
増
殖
が
抑
え
ら

れ
ま
す
。

含
有
成
分
は
、
以
下
の
も
の
で
す
。

◎
材
料

玄
米
…
…
Ю
ｇ

水
…

・３

０
０
潔

◎
作
り
方

●
玄
米
Ю
ｇ
を
セ
ラ
ミ
ッ
ク
鍋
に
入
れ
、

比
較
的
低
温

（７５
～
∞
℃
）
で
１
時
間

か
け
て
加
熱
し
炭
化
さ
せ
る

②
こ
れ
を
セ
ラ
ミ
ッ
ク
鍋
に
よ
り
、
分
量

の
水
で
煎
じ
る

◎
摂
り
方

・
２
～
３
回
に
分
け
て
飲
む

（こ
の
完
成
品
が

「黒
陽
茶
」
。
黒
米
を

発
茅
さ
せ
、
低
温
遠
赤
焙
煎
し
て
粉
末
化

し
た
も
の
で
す
。
１
日
、
２
～
３
ｇ
を
目

安
に
水
で
飲
み
ま
す
。
）

■
ム
ラ
サ
キ
イ
ベ
＆
プ
ロ
ポ
リ
ス
●

ム
ラ
サ
キ
イ
ペ

（イ
ペ

。
ロ
シ
ョ
、
タ

ベ
ブ
イ
ア

・
ア
ベ
ラ
ネ
ダ
エ
）
の
樹
皮
に

含
ま
れ
る
成
分
は
、
異
常
細
胞
の
増
殖
を

抑
制
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
成
分

は
，
免
疫
力
賦
活
、
抗
酸
化
作
用
、
抗
炎

症
、
造
血
、
止
血
、
鎮
痛
、
鎮
静
な
ど
の

作
用
が
あ
り
ま
す
。
ム
ラ
サ
キ
イ
ペ
に
プ

ロ
ポ
リ
ス
を
加
え
る
と
相
乗
作
用
に
よ
り
、

さ
ら
に
効
果
が
上
が
り
ま
す
。

ム
ラ
サ
キ
イ
ペ
に
含
ま
れ
る
成
分
は
、

以
下
の
も
の
で
す
。

キ
ノ
ン

（ラ
パ
コ
ー
ル
）
、
キ
シ
ロ
イ
ド
ン
、

フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
、
ラ
バ
チ
ェ
ノ
ー
ル
、
カ

ル
ノ
ソ
ー
ル
、
ス
テ
ロ
イ
ド
サ
ポ
ニ
ン
、

テ
コ
ミ
ン

（
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
）
、
コ
エ
ン

ザ
イ
ム
Ｑ
、
グ
リ
コ
シ
ド
、
テ
ル
ベ
ン
、

ス
テ
リ
ン
、
サ
ポ
ニ
ン
、
タ
ン
ニ
ン
、
べ

キ
チ
ン
、
オ
シ
ロ
イ
ジ
ン
、
オ
ル
ト
キ
ノ

ン
、
エ
ス
テ
ル
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
リ
ン
、

カ
リ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
マ
ン
ガ
ン
、

亜
鉛
、
鉄
、
チ
タ
ン
、
ホ
ウ
素

以
上
の
成
分
の
相
乗
作
用
に
よ
り
、

様
々
な
効
果
が
表
れ
ま
す
。

プ
ロ
ポ
リ
ス
に
含
ま
れ
る
成
分
は
、
以

下
の
も
の
で
す
。

ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
、
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
、
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
エ
ス
テ
ル
、
ミ

不ヽ
ラ
ル
、

騨ヾ
翁
薔
粍
跨

■
全
粒

ハ
ト
ム
ギ

ハ
ト
ム
ギ
は
、
体
内
の
不
用
物
質
を
こ

と
ご
と
く
排
出
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
肝
臓
、
腎
臓
、
膵
臓
、
心
臓
、

副
腎
な
ど
臓
器

・
器
官
全
体
の
機
能
を
高

上
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
全
身
の
代
謝
を

高
め
ま
す
。
体
内
に
停
滞
す
る
老
廃
物
は
、

あ
ら
ゆ
る
病
気
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
蓄

積
し
て
い
る
不
用
物
質
を
排
除
す
る
こ
と

は
、
自
己
治
癒
力
を
発
揮
さ
せ
る
上
で
も

っ
と
も
重
要
な
前
提
条
件
で
す
。
い
か
な

る
病
気
の
場
合
も
、
組
織
内
に
不
用
物
質

が
少
な
い
状
態
ほ
ど
高
い
修
復
能
力
が
働

き
ま
す
。
そ
の
条
件
を
速
や
か
に
整
え
る

た
め
に
、
ハ
ト
ム
ギ
が
ベ
ス
ト
で
す
。

ハ
ト
ム
ギ
は
、
古
来
、
漢
方
薬
と
し
て

多
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
成
分
が

十
分
に
活
か
さ
れ
る
摂
り
方
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ハ
ト
ム
ギ
の
有
効
成
分
は

胚
乳
部

（白
い
デ
ン
プ
ン
質
部
分
）
に
は

少
な
く
、
そ
の
大
部
分
は
表
皮
と
外
皮

（殻
）
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
長

時
間
煎
じ
て
も
、
抽
出
で
き
る
成
分
は
１０

メ
ラ
ノ
イ
ジ
ン
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
、

亜
鉛
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど

有
機
酸
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
数
種
類
か
ら
数

十
種
類
含
ま
れ
て
い
ま
す
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％
程
度
で
す
ｃ
全
粒
の
殻
付
き

ハ
ト
ム
ギ

を
炊
い
て
食
べ
る
に
は
、
か
な
り
無
理
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
食
用
に
は
内
部

の
胚
乳
部
の
み
が
使
わ
れ
ま
す
。

ハ
ト
ム
ギ
の
有
効
成
分
を
最
大
限
に
摂

取
す
る
に
は
、
全
粒

ハ
ト
ム
ギ
を
低
温
で

遠
赤
焙
煎
し
粉
末
化
し
た
も
の
を
、
そ
の

ま
ま
食
べ
る
の
が
最
も
合
理
的
で
す
。
こ

の
粉
末
を
食
べ
２０
～
０
時
間
か
け
て
腸
内

を
通
過
す
る
間
に
、
成
分
の
大
半
が
吸
収

さ
れ
ま
す
。
Ｓ
浄
身
粉
」
が
、
遠
赤
焙
煎

末
で
す
。
含
ま
れ
る
主
な
成
分
は
、
コ
イ

ク
セ
ノ
ラ
イ
ド
、
コ
イ
ク
ネ
ー
ル
、
ゲ
ル

マ
ニ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、鉄
な
ど
で
す
ｃ
）

◎
摂
り
方

。
目
安
…
…
１
日
、
５
～
Ю

ｇ

（大
さ
じ

山
盛
り
１
～
２
杯
）

。
そ
の
ま
ま
食
べ
る

。
ぬ
る
ま
湯
に
と
い
て
飲
む

・
粉
末
を
そ
の
ま
ま
水
に
溶
い
て
飲
む

密
閉
容
器

（シ
ェ
ー
カ
ー
、ガ
ラ
ス
容
器
）

に
水

（２０
～
３５
度
）
１
０
０
”
と
浄
身
粉

を
入
れ
、
数
回
ふ
る

。
混
ざ

っ
た
も
の
を

そ
の
ま
ま
飲
む

粉
を
使
う
料
理
に
混
ぜ
る

和
え
物
に
入
れ
る

葛
飴
に
浄
身
粉
を
入
れ
て
練
る

■
松
葉

松
葉
は
、
健
康
長
寿
の
秘
薬
と
し
て
古

来
よ
り
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
．
血
液
浄
化

を
は
じ
め
、
免
疫
力
高
上
、
抗
ガ
ン
作
用

が
強
力
で
す
。
ま
た
、
肝
臓
、
腎
臓
、
胃
、

腸
、
心
臓
な
ど
の
機
能
を
高
め
ま
す
。

含
有
成
分
は
、
以
下
の
も
の
で
す
．

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｋ
。
Ｃ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

亜
鉛
、
鉄
、
脂
質

（オ
レ
イ
ン
酸
、
リ
ノ

レ
イ
ン
酸
、
パ
ル
ミ
チ
ン
酸
、
オ
キ
シ
パ

ル
ミ
チ
ン
酸
）、
ラ
ウ
リ
ン
酸
、
ろ
ア
ア
リ

ン
酸
、
ア
ピ
エ
チ
ン
酸
、
グ
リ
コ
キ
ニ
ン
、

ヤ
ポ
ピ
ノ
ー
ル
酸
、
ャ
ポ
ニ
ト
ー
ル
酸
、

ヤ
ポ
ピ
ニ
ン
酸
、
カ
ム
フ
エ
ン
、
タ
ン
二

ン
、
エ
ス
テ
ル
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
化
合
物
、

α
ピ

ネヽ
ン
、
β
ピ

ネヽ
ン
、
フ
ェ
ラ
ン
ド
レ

ン
、
酢
酸
ボ
ル
ネ
オ
ー
ル
、
カ
デ
イ
ネ
ン
、

カ
リ
オ
フ
イ
レ
ン
、
テ
ル
ベ
ン
、
フ
ラ
ボ

ノ
イ
ド
な
ど

◎
摂
り
方

・
生
の
葉
…
…
１
０
０
～
２
０
０
本

（赤

松
が
飲
み
や
す
い
）

・
す
り
鉢
に
水
１
０
０
～
１
５
０
祀
と
松

葉
を
入
れ
、
よ
く
す
り
つ
ぶ
し
、
布
で

こ
し
た
も
の
を
２
回
に
分
け
て
飲
む

■
梅
干
の
仁

梅
千
の
種
の
核

（仁
）
に
含
ま
れ
る
ア

ミ
グ
ダ
リ
ン
は
、
異
常
細
胞
の
発
生
と
増

殖
を
抑
制
す
る
作
用
が
強
力
で
す
．
ア
ミ

グ
ダ
リ
ン
は
、
代
謝
を
高
め
、
免
疫
力
を

高
め
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

漬
け
て
３
年
以
内
の
梅
Ｔ
の
仁
は
、
有

害
で
す
。
仁
の
中
に
は
、
毒
性
の
強
い
シ

ア
ン
化
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
シ
ア

ン
化
合
物
は
、
３
年
ほ
ど
の
間
に
塩
の
ミ

ネ
ラ
ル
が
浸
透
し
、
ア
ミ
グ
ダ
リ
ン
と
い

う
有
効
物
質
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

◎
摂
り
方

・
梅
干
の
種
を
、
く
る
み
割
り
か
ハ
ン
マ

ー
で
割

っ
て
、
中
身
を
取
り
出
す

。
１
日
、
２
～
３
個
を
そ
の
ま
ま
食
べ
る

か
、
料
理
に
使
う

■
杏
仁

ア
ン
ズ
の
種
の
核

（仁
）
に
は
、
梅
干

と
同
様
な
ア
ミ
グ
ダ
リ
ン
な
ど
の
成
分
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
．

梅
干
の
仁
と
同
様
な
摂
り
方
を
し
ま
す
。

も
っ
た
い
な
～
い
―
圭
漏
躙波
を
カ
ッ
ト
す
る
な
ん
て

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
生
ん
だ
驚
愕
の
最
新
技
術

ア
ポ
ロ
Ｓ
ユ
＝

（シ
ン
）
コ
ン
セ
ン
ト

鰤

団

Ⅷ＝

咄

電
化
製
品
や
電
子
機
器
が
安
心
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

一
般
の
電
気
に
高
次
元
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
入
り
、
発
生
す
る
電
磁
波
や

光
・熱

音
を
媒
介
と
し
て
高
次
元
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
空
間
に
放
出
し
ま
す
。

Ｓ
ｙ
ｎ
ｍ
コ
ン
セ
ン
ト
が
使
え
な
い

Ｉ
Ｈ
ク
ツ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
。大
型
エ
ア
コ
ン
・オ
ー
ル
電
化
住
宅
に
は
…

新
改
良
の
特
殊
触
媒
で
強
力
な

高
次
元
エ
ネ
ル
ギ
ー
透
過
性
を
実
現
―

配電盤や電化製品本体に貼るだけ!

お問い合わせ、資料請求は

りすくこちらまで
自 然 食 品 の 店  ヒ ノ モ ト

〒9100032福 丼県福丼市堀の宮1803
TEL0776(21)381l FAX0776(27)6888
httO://wwll earth― des 8∩ Jp/h nOmoto/

メールフト
・
レス:hinOmotoOsky hokuriku ne jp

新
登
場
‥

ア
ポ
ロ
Ｓ
Ｅ
ｎ
ｍ
Ｍ
Ｇ
ｏ
ｎ

回
¨
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■
タ
ン
ポ
ポ

エ
キ
ス

タ
ン
ポ
ポ
の
根
に
は
、
広
範
囲
な
効
用

が
あ
り
ま
す
。
血
行
促
進
、
自
律
神
経
安

定
化
、
ホ
ル
モ
ン
安
定
化
、
免
疫
力
高
上
、

肝
臓
、
副
腎
、
膵
臓
、
心
臓
、
生
殖
器
な

ど
の
機
能
高
上
、
抗
ガ
ン
作
用
が
あ
り
ま

す
。含

ま
れ
る
成
分
は
、
以
下
の
も
の
で
す
。

コ
リ
ン
、
パ
ル
ミ
チ
ン
酸
、
タ
ラ
キ
サ
ス

テ
ロ
ー
ル
、
ホ
モ
タ
ラ
ク
サ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

ク
ル
イ
チ
ア
ノ
ー
ル
、
ラ
ク
ト
ゥ
コ
ピ
コ

リ
ン
、
パ
ラ
ド
オ
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
酢
酸
、

ス
チ
ク
マ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｂ
ｌ
シ
ス
テ
ロ

ー
ル
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
酸
、
セ
ス
キ
テ
ル
ペ

ン
ラ
ク
ト
ン
、
ト
リ
テ
ル
ベ
ン
、
タ
ラ
キ

サ
コ
シ
ド
、
三

。
四
ヒ
ド
ロ
キ
シ
桂
皮
酸
、

イ
ヌ
リ
ン
、
ペ
ク
チ
ン
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

カ
リ
ウ
ム

◎
摂
り
方

・
生
の
タ
ン
ポ
ポ
根
を
、
細
く
刻
ん
で
金

平
に
す
る

。
タ
ン
ポ
ポ
根
を
日
に
干
し
て
、
細
か
く

刻
ん
で
保
存
す
る

。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
鍋
に
、
タ
ン
ポ
ポ
根
３
～

６
ｇ
と
水
５
０
０
潔
を
入
れ
、
弱
火
で

約
１
時
間
煎
じ
、
２
～
３
回
に
分
け
て

飲
む
。

■
葛

エ
キ

ス

葛
に
は
、
広
範
囲
な
効
用
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
、
乳
ガ
ン
に
は
大
変
効
果
が
あ
り

ま
す
。

血
液
浄
化
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
改
善
、
組

織
強
化
、
組
織
柔
軟
化
、
老
化
防
止
、
消

炎
、
鎮
痛
、
鎮
痙

（ケ
イ
レ
ン
緩
和
）
、

血
圧
安
定
、
血
糖
降
下
、
解
毒
、
止
潟

（下

痢
止
）
、
自
律
神
経

。
内
分
泌
腺
高
上
、

抗
ガ
ン
作
用
な
ど
の
作
用
で
す
。
胃
、
腸
、

肝
臓
、
腎
臓
、
副
腎
、
膵
臓
、
心
臓
な
ど

の
機
能
を
高
上
さ
せ
ま
す
。

含
ま
れ
る
成
分
は
、
以
下
の
も
の
で
す
。

食
用
に
使
わ
れ
る
葛
は
、
晒
し
の
過
程

で
有
効
成
分
の
大
部
分
は
失
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
葛
の
苦
味

・
え
ぐ
み
な
ど
の
ア

ク
を
取
り
除
い
て
食
べ
や
す
く
す
る
た
め

で
す
。
し
か
し
、
葛
の
効
用
を
最
大
限
活

用
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
ア
ク
成
分
が
必

要
で
す
。
ア
ク
が
有
効
成
分
そ
の
も
の
で

す
。

「本
葛
の
精
」
は
、
有
効
成
分
を
す
べ

て
残
し
て
あ
る
エ
キ
ス
で
す
。
食
用
の
葛

に
く
ら
べ
て
、
有
効
成
分
が
１
０
０
倍
以

上
存
在
し
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
葛

の
効
果
を
最
大
限
に
得
よ
う
と
す
る
な
ら
、

エ
キ
ス
を
摂
る
の
が
合
理
的
で
す
。

◎
摂
り
方

ｏ
ｌ
日
１
～
３
ｇ
を
、
そ
の
ま
ま
水
で
飲

む
。
味
噌
汁
や
ス
ー
プ
な
ど
に
入
れ
る

。
葛
練
り
に
加
え
る

。
煮
物
に
入
れ
る

。
お
茶
な
ど
に
加
え
る

。
粉
料
理
に
加
え
る

。
ミ
ネ
ラ
ル
、
浄
身
粉
な
ど
と

一
緒
に
混

ぜ
て
飲
む

■
シ

ョ
ウ
ガ
湿
布

乳
ガ
ン
の
患
部
は
、
血
液
循
環

・
リ
ン

パ
循
環
が
か
な
り
悪
く
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
シ
ョ
ウ
ガ
湿
布
を
行
う
と
、　
一
気

に
循
環
が
良
く
な
り
ま
す
。
食
養
に
よ
っ

て
良
質
化
し
た
血
液
で
循
環
が
良
く
な
る

と
、
増
殖
の
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
ま
す
。
条

件
が
良
け
れ
ば
、
正
常
細
胞
が
増
加
し
ま

す
。局

所
的
に
血
行
を
盛
ん
に
す
る
に
は
、

シ
ョ
ウ
ガ
湿
布
が
ベ
ス
ト
で
す
。
シ
ョ
ウ

ガ
の
成
分
が
皮
膚
か
ら
吸
収
さ
れ
、
血
液

の
粘
桐
性

（粘
り
）
を
下
げ
、
血
管
を
拡

張
し
て
循
環
を
即
効
的
に
促
進
し
ま
す
。

◎
用
意
す
る
物

タ
オ
ル
…
…
５
～
６
枚

バ
ス
タ
オ
ル

ガ
ー
ゼ
…
…
Ю
×
ａ
ｃｍ

鍋
・…
・…
・中
１
個

お
ろ
し
器
…
…
１
個

湯
呑
ま
た
は
耐
熱
コ
ッ
プ
…
…
細
長
い

も
の

ひ
ね
シ
ョ
ウ
ガ
…
…
１
０
０
ｇ

コ
ン
ニ
ャ
ク
…
…
１
～
２
枚

塩
…
…
…
小
さ
じ
２
～
３
杯

※
コ
ン
ニ
ャ
ク
は
繰
り
返
し
使
用
で
き
る

※
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
代
用
品
…
…
使
い
捨
て

カ
イ
ロ
、
ア
イ
ス
ノ
ン
、
塩

※
熱
い
場
合
は
、
タ
オ
ル
の
枚
数
を
増
や

し
て
温
度
を
調
節
す
る

※
時
間
…
…
３０
～
∞
分

※
皮
膚
の
弱
い
人
は
、
シ
ョ
ウ
ガ
汁
に
湯

を
加
え
て
薄
め
る

（手
順
は
Ｐ
，３３
イ
ラ
ス
ト
参
照
）

■
サ
ト
イ
モ
パ
ス
タ

サ
ト
イ
モ
を
皮
膚
に
長
時
間
接
触
さ
せ

て
お
く
こ
と
に
よ
り
、
成
分
が
体
内
に
吸

収
さ
れ
、
同
時
に
体
内
の
有
毒
成
分
が
サ

ト
イ
モ
に
吸
収
さ
れ
て
排
出
さ
れ
ま
す
。

古
来
よ
り
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
、
そ
の

大
き
な
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ウ
ガ
湿
布
を
行

っ
て
血
行
が
活
発

イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン

（ダ
イ
ゼ
イ
ン
、
ダ
イ
ジ

イ
ン
、
プ
エ
ラ
リ
ン
、
プ
エ
ラ
リ
ン
ー
キ

シ
ロ
イ
ド
、
ゲ
ニ
ス
テ
イ
ン
、
ホ
ル
モ
ネ

チ
ン
、
な
ど
１０
種
以
上
）
、
サ
ポ
ニ
ン

（ク

ズ
サ
ポ
ニ
ン
、
ソ
ー
ヤ
サ
ポ
ニ
ン
な
ど
１０

種
以
上
）
、
β
ｌ
シ
ト
ス
テ
ロ
ー
ル
、
ア

ラ
キ
ン
酸
、
ア
ラ
ン
ト
イ
ン
、
ピ
ニ
ト
ー

ル
な
ど
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"③
7縣‖》  |IW

②ここにミ乃ル糧 t子        矩りここ13ミ ネラ′ι】り宋t         里才(白 子の子革)1よ

′11プ分   t瞥者じ]重′タロるし     ξく雌むく
わ案大.

タオルー本気t

AAA Aハ AAAハ ハ

ハうなヽ 4t:コス,z

i驚:w中
に

33 O Macrobitttique 2001 . 6

生糊 布→望称歓夕→嘉Iおじ去とe続してィ〒ぅとょぃ。



に
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
サ
ト
イ
モ
を
貼

る
と
、
よ
り
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。

◎
用
意
す
る
物

里
芋
…
…
患
部
の
広
さ
に
よ
っ
て
適
量
。

白
芋
の
小
芋
。
赤
芋
、
親
芋
は
不
可
。

ひ
ね
し
ょ
う
が
…
…
里
芋
の
１０
～
２０
％

小
麦
又
は
里
芋
粉
…
…
里
芋
と
同
量
強
。

※
ミ
ネ
ラ
ル
粉
末
も
加
え
る
と
よ
い

ガ
ー
ゼ
又
は
さ
ら
し
木
綿
…
…
Ю
～
１

０

０

ｃｍ

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
又
は
和
紙

紙
テ
ー
プ

お
ろ
し
器

（陶
器
が
よ
い
）

ボ
ー
ル

（中
～
大
）

へ
ら
又
は
じ
ゃ
も
じ

（手
順
は
Ｐ
．３３
イ
ラ
ス
ト
参
照
）

■
可
視
総
合
光
線
治
療
機

ガ
ン
の
人
は
、
生
体

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
極

端
に
低
下
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
代
謝

が
衰
え
て
、
ま
す
ま
す
体
力
が
下
が
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
の
低
下
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
、
補
充
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
体
力
が
高

ま
り
、
自
己
治
癒
力
が
増
し
ま
す
。

衰
え
た
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
充
す
る

方
法
と
し
て
は
、
可
視
総
合
光
線
が
も

っ

と
も
優
れ
て
い
ま
す
。
過
去
１
０
０
年
以

上
の
歴
史
が
、
如
実
に
物
語

っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
ド
イ
ツ
と
日
本
で
は
、
膨
大
な
数

の
体
験
例
が
あ
り
ま
す
。
創
始
者
の
ニ
ー

ル
ス

・
フ
ィ
ン
セ
ン
は
、
１
９
０
３
年
に

こ
の
可
視
総
合
光
線
療
法
に
よ

っ
て
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
フ
ィ
ン
セ
ン
の
名
で
あ
ら

ゆ
る
百
科
事
典
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
光
線
治
療
は
、
炭
素
原
子
の
包
含

し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
光
に
変
え
、
人

体
に
吸
収
さ
せ
る
も
の
で
す
ｃ

炭
素
を
４
０
０
０
度
の
高
温
で
崩
壊
さ

せ
、
光
に
変
え
ま
す
。
こ
の
光
は
、
自
然

界
に
あ
る
光
と
同
じ
性
質
の
も
の
で
す
Ｇ

人
工
的
な
、
電
球
や
蛍
光
灯
な
ど
と
は
、

根
本
的
に
異
な
る
も
の
で
す
。
日
光
と
ス

ペ
ク
ト
ル
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、
紫
外
線
の
み

が
５
分
の
１
と
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

薪
や
炭
か
ら
発
生
す
る
光
と
同

一
で
す
。

炭
素
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
光
に
な

っ
て
皮

膚
に
触
れ
、
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
し

て
吸
収
さ
れ
ま
す
。
千
不
ル
ギ
ー
を
吸
収

し
た
生
体
は
、
細
胞
レ
ベ
ル
で
活
動
が
盛

ん
に
な
り
、
そ
こ
に
流
れ
る
血
液
や
リ
ン

パ
液
な
ど
体
液
が
活
性
化
し
て
代
謝
が
大

き
く
高
ま
り
ま
す
。
代
謝
が
活
発
化
す
る

と
、
自
己
治
癒
力
が
増
進
し
ま
す
。
そ
の

結
果
、
正
常
細
胞
の
勢
い
が
活
発
に
な
り
、

ガ
ン
細
胞
の
よ
う
な
異
常
細
胞
は
勢
い
を

失

っ
て
い
き
ま
す
ｃ

◎
治
療
法

足
裏
…
…
２０
～
”
分

腰

（骨
盤
）
…
…
３０
以
上

腎
臓

・
副
腎
…
…
３０
分
以
上

肝
臓
…
…
３０
～
∞
分

（１
号
集
光
）

首
裏
…
…
５
～
Ю
分

（１
号
集
光
）

患
部
…
…
３０
～
Ю
分

（２
号
集
光
）

※
身
体
が
ひ
ど
く
冷
え
て
十
分
に
温
ま
ら

な
い
場
合
は
、
ひ
ざ
と
ひ
ざ
一暴
に
１０
～

”
分
照
射

※
自
律
神
経
不
安
定
の
場
合
は
、
首
裏
に

‐５
分
…
…
１
日
２
～
３
回

※
全
体
を
１
日
２
回
行
う

患
部
、
肝
臓
、
腎
臓
に
は
、
１
日
３
回

各
で
つ

※
カ
ー
ボ
ン
…
…
３
０
０
１
１
４
０
０
８

を
使
用

※
最
初
は
、
徹
底
的
に
長
時
間
照
射
し
、

体
力
が
つ
い
て
改
善
さ
れ
て
き
た
ら
時

間
と
回
数
を
減
ら
し
て
い
く
と
よ
い

襦̈

|:ミ

:::lllを薔曹111

抵 中
光線治療器の問い合わせ……アー トライフ

電言舌:0564‐ 26‐ 0836  FAX:0564‐ 26‐ 0837

平 日 9:00～ 17:00

人にやさいヽ

エネルギーに 株 式 会 社

'lllギ

た る ニ キス

〒4550836名 古屋市な区新不屋 3318
TEL 052-303-4147

大自然の恙みを

倉l業明治15年
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『桑の実ジュ ス』

夏
を
前
に
体
調
の
維
持
が
難
し
い
時
期
で

す
。寒

暖
が
変
化
す
る
際
に
身
体
の
弱
い
部
位

に
負
担
が
出
る
も
の
で
す
。
私
の
場
合
、
年

に
数
回

「目
」
に
現
ね
ま
す
、
疲
れ
や
す
く

モ
ノ
モ
ラ
イ
が
出
来
そ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

ん
な
折
、
強
い
味
方
の
商
品
が
登
場
し
ま
し

た
。
〓
本
の
実
ジ

ュ
ー
ス
」
で
す
し
桑
の
実

に
は
目
に
優
し
い
成
分
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン

（
フ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
約
３
倍
）
が
含
ま
ね
て

い
ま
す
。
中
国
で
は
古
く
か
ら
漢
方
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
待
で
き
そ
う
で
す

ね
。
ま
た
、
味
は
フ
ル
ボ
デ
ィ
で
上
質
、
お

菓
子
作
り
や
お
料
暉
に
も
お
す
す
め
で
す
。

ち
な
み
に
、
映
画
鑑
賞
と
目
の
効
能
と
の

関
係
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
感
動
を

一受
け
て
目
を
潤
ま
す
映
画
で
あ
れ
ば
桑
に
匹

敵
す
る
安
ら
ぎ
を
目
に
与
え
て
く
ね
る
の
で

は
な
い
て
し
よ
う
か
ｃ
か
つ
て
は
マ
ニ
ア
ッ

ク
に
映
画
館
を
八
シ
ゴ
し
て
観
て
回
り
ま
し

た
が
、
最
近
は
年
に
数
本
。
久
々
に
観
た
璽
口

き
人
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
」
（ド
イ
ツ
映
画
、

４
／
２０
ま
で
渋
谷
シ
ネ
マ
ラ
イ
ズ
に
て
上

映
）
は
幸
運
に
も
大
ヒ
ッ
ト
。
私
の
目
に
夏

を
乗
り
切
る
養
分
を
与
え
て
く
れ
た
よ
う
で

す
。
そ
し
て
こ
ね
か
ら
の
人
生
を
過
こ
す
た

め
の
０
０
を
も
ら
い
ま
し
た
。

桑
の
実
ジ

■
―
ス
と
目
を
潤
ま
す
映
画
を

皆
様
の
生
活
に
活
用
し
て
み
て
下
さ
い
。

６

月

―
―

２
階
特
設
会
場
イ
ベ
ン
ト
の
こ
案
内

毎
回
好
評
手
作
リ
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー

（６／４
～
し
の
ま
で
１２
～
‐８
時
）

「
手
う
ち
そ
ば
…
…
三
た
て
の
お
い
し
さ

■
Ｑ
つ
ｏ
ｏ
ｏ
「Φ

（サ
ン
ク
・カ
フ
ェ
）

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
ス
イ
ー
ツ
と
飲

み
物

リマ東北沢店

/\trE 4t u*Ha .,
.l-f

4\E=.l.Reg,ti;+$

-RjttFffi

. Tittn lti*r,F .tftB-'

所在地 :〒 1510065東京都渋谷区大山町115
Te1 03-3465-5021 Fax 03‐ 3465-5022
休 日:年 中無休 (た だし1月 1～ 2日 は休み)

営業時間 :午前10時 から午後 7時
最寄り駅 :小田急線東北沢駅下車徒歩 2分

|■
桑の実謂

情報●

ストレートジュース

720ml/3,799円 (税込 )

フルーン約20倍の鉄分

甘酸っばくさわやかな□当たり。

1日 50ccを 目安にそのまま、ま

たは豆子L等で害Jつ たり お菓子

の本方料にも|‐

開封前賞味期間 :常温で12ヶ月

原材料 :桑の実(中国産 )

十無農薬栽培桑園
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基

本

の

◎
14
l  l

陰
陽
と

自
然
界
の
関
係
性

一
陰
陽

薔
対
な

る
も

の

自
然
界
に
あ
る
も
の
、
ま
た
は
起
こ
っ

て
き
て
い
る
も
の
を
観
察
し
て
い
る
と
、

そ
こ
に
は
表
と
裏
、
右
と
左
、
上
と
下
と

い
つ
た
よ
う
な
関
係
性
を
持

っ
た
も
の
が

い
つ
ぱ
い
あ
り
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
対
と

し
て
組
み
合
わ
せ
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
こ
と
は
誰
し
も
気
が
つ
く
。
そ
し

て
こ
の

一
対
と
し
て
あ
る
も
の
は
そ
の
性

格
が
全
く
反
対
で
あ
り
な
が
ら

一
つ
の
物

事
を
考
え
る
と
き
に
必
ず
も
う
片
方
を
考

え
る
と
そ
の
働
き
方
や
性
質
が
よ
く
理
解

で
き
る
、
と
い
う
関
係
性
を
持

っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
気
が
つ
い
た
昔
の
人
々
は
こ

れ
ら
た
く
さ
ん
あ
る
関
係
の
片
方
を
陰
と

し
て
ま
と
め
、
そ
の
対
に
な
る
反
対
の
も

の
を
陽
と
し
て
ま
と
め
た
。

私
た
ち
に
と

っ
て
太
陽
の
光
は
暖
か
さ

と
明
る
さ
を
与
え
て
く
れ
る
。
だ
か
ら
日

の
光
が
当
た
る
片
側
を
陽
と
い
っ
た
。
反

対
に
太
陽
の
光
の
当
た
ら
な
い
片
側
は
寒

さ
と
暗
さ
を
与
え
て
く
れ
る
。
だ
か
ら
日

の
光
の
当
た
ら
な
い
片
側
を
影
の
部
分
の

陰
と
い
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
自
然
界
の
関

係
性
に
気
が
つ
い
て
み
る
と
全
て
の
も
の

の
中
に
こ
の
関
係
性
が
働
い
て
い
る
こ
と

に
気
が
つ
い
た
。

天
は
広
が

っ
て
頭
の
上
に
あ
り
、
地
は

固
ま

っ
て
足
の
下
に
あ
る
。
昼
は
太
陽
の

光
が
あ

っ
て
明
る
く
、
夜
は
太
陽
の
光
が

消
え
て
暗
い
。
冬
の
季
節
に
は
寒
く
冷
た

く
、
夏
の
季
節
に
は
暖
か
く
暑
い
。
触
れ

て
冷
た
い
植
物
が
あ
れ
ば
、
触
れ
て
暖
か

い
動
物
が
い
る
。

植
物
は
そ
の
場
に
根
を
お
ろ
し
て
成
長

し
、
動
物
は
各
地
を
動
き
ま
わ
っ
て
成
長

す
る
。
大
き
な
大
木
と
な
る
植
物
も
あ
れ

尾
形
妃
樺
怜

●
穀
物
菜
食
研
究
家

ば
、
小
さ
な
草
と
し
て
の
植
物
も
あ
る
。

水
は
液
体
と
な

っ
て
流
れ
、
川
を
作
り
、

海
を
作
り
大
地
を
這
う
。
や
が
て
気
体
と

な
っ
て
上
昇
し
、
雲
に
な

っ
て
空
に
浮
か

ぶ
。
浮
か
ん
だ
雲
は
水
滴
に
な
り
下
降
し
、

雨
と
な

っ
て
地
に
戻
る
。

水
は
液
体
か
ら
気
体

へ
…
…
そ
し
て
ま

た
気
体
か
ら
液
体

へ
…
…
何
度
も
何
度
も

く
り
返
す
。
こ
の
途
中
条
件
が
そ
ろ
い
、

光
り
が
当
た
れ
ば
虹
に
な
り
、
色
が
あ
ら

わ
れ
青
か
ら
赤

へ
き
れ
い
に
並
ぶ
。

日
の
光
は
暖
か
く
明
る
く
赤
く
、
雲

一

つ
な
い
空
は
冷
た
く
暗
く
青
い
。

静
か
に
流
れ
る
風
に
音
は
な
く
、
強
く

流
れ
る
風
は
音
を
生
む
。

こ
れ
ら
自
然
界
の
諸
々
を
感
じ
と

っ
て

生
き
て
い
る
私
た
ち
人
間
に
も
男
性
と
女

性
と
い
う
対
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ

肉
体
と
い
う
目
に
見
え
る
形
に
な
っ
た
も

の
と
精
神
と
い
う
目
に
見
え
な
い
形
に
な

っ
て
い
な
い
も
の
と
が
あ
る
。

人
は
小
さ
な
肉
体
の
固
体
で
あ
る
赤
ん

坊
か
ら
時
と
共
に
成
長
し
、
大
き
な
肉
体

の
個
体
で
あ
る
大
人
に
な
る
。
こ
の
こ
と

も
ま
た
対
に
な

っ
て
い
る
。

身
の
周
り
に
起
こ
る
全
て
の
現
象
事
象

の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
の
対
が
あ
り
、
こ
の
対

の

一
方
が
陰
な
ら
も
う

一
方
が
陽
に
な
る
。

人
は
あ
ら
ゆ
る
物
事
の
中
に

一
本
の
紐
の

両
端
と
な
る
関
係
性
を
見
つ
け
た
。
そ
こ

で
、
こ
の
関
係
性
を
表
す
の
に
陰
と
陽
と

い
う
符
号
を
あ
て
た
。
だ
か
ら
陰
と
陽
と

い
う
の
は
あ
ら
ゆ
る
物
事
の
中
に
あ
る
関

係
性
を
言
い
表
す
符
号
に
す
ぎ
な
い
。
そ

れ
と
同
時
に
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
性
に
対
し

て
陰
と
陽
と
い
う
符
号
を
あ
て
は
め
て
物

事
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
反
対
に
関

係
性
を
見
失
え
ば
、
陰
と
陽
も
見
え
な
く

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
関
係

性
が
変
わ

っ
て
し
ま
え
ば
陰
と
陽
も
入
れ

替
わ

っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら

一
つ
の
物
事

を
陰
性
と
か
陽
性
と
か
に
固
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
陰
陽
は
物
事
の
中
に
あ
る

一
つ
の
関
係
性
を
発
見
す
る
と
こ
ろ
か
ら

見
え
だ
す
。
ま
た
、
物
事
の
複
雑
な
関
係

性
を
い
く
つ
も
の
単
純
な
関
係
性
と
し
て

見
極
め
て
い
く
と
き
、
絡
ま

っ
た
糸
が
ほ

ど
け
て
、
糸
の
道
が
見
え
る
よ
う
に
物
事

が
わ
か
り
や
す
い
形
に
な

っ
て
あ
ら
わ
れ

て
く
る
。

一
昔
と
現
代
の
相
違
点
と
は

陰
陽
の
こ
の
モ
ノ
の
見
方
の
基
準
を
ど

こ
に
置
く
か
で
陰
陽
が
指
し
示
し
て
く
れ
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る
モ
ノ
も
変
化
し
て
く
る
。

昔
の
人
は
た
だ
単
に
太
陽
の
光
が
当
た

る
陽
の
部
分
と
、
太
陽
の
光
の
当
た
ら
な

い
影
の
部
分
の
陰
と
し
て
の
み
の
判
断
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

人
の
社
会
が
大
き
く
な
り
時
代
が
重
な

る
に
つ
れ
て
、
そ
の
判
断
の
基
準
と
な
る

陰
陽
を
あ
て
は
め
る
根
本
が
、
よ
り
思
想

的
な
モ
ノ
、
普
遍
的
な
モ
ノ
に
な

っ
た
と

考
え
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
こ

の
陰
陽
の
見
方
を
物
事
の
よ
り
根
元
的
な

モ
ノ
ヘ
昇
華
さ
せ
た
と
考
え
て
も
間
違
い

に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
今
、
私

た
ち
が
親
じ
む
陰
陽
の
姿
で
あ
り
、
物
事

の
判
断
の
も
の
さ
し
に
な

っ
て
い
る
モ
ノ

だ
と
思
う
。
そ
し
て
現
代
、
こ
の
陰
陽
の

目
を
も

っ
て
こ
の
自
然
界
の
奥
底
に
あ
り

全
て
の
物
事
に
共
通
し
て
い
る
モ
ノ
を
見

れ
ば
、
二
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
こ
と

に
気
づ
く
。　
一
つ
は
拡
が
る
力
。
も
う

一

つ
が
縮
ま
る
力
。
こ
の
二
つ
の
力
を
陰
と

陽
と
名
付
け
た
。
こ
の
二
つ
の
力
は
力
と

い
う
関
係
性
が
あ

っ
て
陰
陽
と
い
う
言
い

方
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
二
つ
の
力

が
大
き
く
な
り
変
化
す
る
に
し
た
が

つ
て
、

色
々
な
モ
ノ
が
で
き
上
が
っ
て
き
た
。

陰
陽
は
単
純
だ
け
れ
ど
、
実
際
の
世
界

は
複
雑
多
岐
に
み
え
る
。
こ
の
複
雑
な
モ

ノ
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
結
び
合
う

一
つ
の
関

係
を
ま
ず
見
つ
け
る
。
そ
し
て
こ
の
関
係

性
の
両
端
の
陰
陽
が
わ
か
り
、
そ
れ
ぞ
れ

を
同
じ
手
順
で
決
め
て
い
け
ば
複
数
に
見

え
る
物
事
の
も
つ
れ
が
、
や
が
て
単
純
な

も
の
と
し
て
わ
か

っ
て
く
る
。

一
あ
る
冬
の
体
験

二
月
の
雪
が
降

つ
た
翌
日
、
昔
の
日
本

家
屋
の
畳
座
敷
に
十
数
名
の
人
が
集
ま
り
、

瞑
想
の
会
が
開
か
れ
た
。

庭
の
隅
に
は
雪
が
残
り
、
外
気
は
冷
た

か

っ
た
。
射
し
て
き
た
陽
射
し
に
芝
が
乾

き
出
し
て
い
た
。

そ
の
日
病
気
で
長
く
休
ん
で
い
た
人
が

出
席
し
た
た
め
、
先
生
が
喜
び
、
み
ん
な

で
再
会
を
喜
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
芝
に
降
り
、

全
員
で
手
を
つ
な
ぎ
、
瞑
想
す
る
こ
と
に

Ｗ

Ｉ

Ｗ

な

っ
た
。

空
気
は
シ
ン
と
冷
た
か
っ
た
が
、
裸
足

で
庭
に
出
て
、
手
を
つ
な
ぎ
、
瞑
想
状
態

に
な

っ
た
途
端
、
お
腹
の
中
心
か
ら
冷
気

が
手
足
の
指
先

へ
向
か
い
、　
一
瞬
の
う
ち

に
突
き
抜
け
た
。
そ
の
瞬
間

″ド
ン
″
と

脱
肛
し
た
。
そ
し
て
ジ
ク
ジ
ク
と
体
液
が

漏
れ
だ
し
た
。
後
は
激
痛
。
ど
う
し
て
こ

ん
な
こ
と
に
な

っ
た
の
か
。
訳
は
わ
か
ら

な
か

っ
た
が
、　
一
つ
一
つ
紐
を
と
い
て
み

れ
ば
答
え
は
簡
単
。

雪
の
翌
日
の
冷
気
と
い
う
陰
性
。
動
く

こ
と
に
対
し
て
瞑
想
す
る
姿
勢
は
動
か
な

い
の
で
強
い
陰
性
。
病
気
で
動
け
ず
青
白

く
な

っ
て
い
る
人
は
元
気
に
動
い
て
い
る

人
に
対
し
て
陰
性
。
砂
糖
を
日
常
的
に
食

べ
て
い
る
人
は
食
べ
て
い
な
い
人
に
対
し

て
陰
性
。
し
か
も
、
砂
糖
を
食
べ
て
い
な

い
人
は
食
べ
て
い
る
人
よ
り
も
生
体
を
流

れ
る
電
気
の
流
れ
が
よ
い
。
穀
物
と
少
し

の
野
菜
を
中
心
に
し
て
砂
糖
を
食
べ
な
い

生
活
を
し
て
い
た
私
は
生
体
電
気
の
通
り

も
よ
く
、
陰
性
な
力
の
影
響
を
受
け
る
の

に
充
分
な
条
件
が
そ
ろ
っ
て
し
ま

っ
た
と

い
え
る
。　
一
度
に
身
に
余
る
陰
性
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
流
れ
て
し
ま

つ
た
私
の
体
は
そ

の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
、
腸
が
体
外
に
出

て
し
ま
う
と
い
う
、
と
て
つ
も
な
い
陰
性

な
状
態
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま

っ
た
の
だ
。

長
い
長
い
間
、
日
に
甘
い
物
を
食
べ
続

け
、
表
面
的
に
は
元
気
で
も
凝
縮
力
の
弱

い
自
分
の
体
を
こ
れ
ぞ
と
ば
か
り
見
せ
つ

け
ら
れ
た
。
改
め
て
体
の
芯
の
弱
さ
を
知

っ
た
出
来
事
だ

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に
有
り
難
い

と
思

っ
た
。

陰
陽
は
こ
こ
に
、
ま
さ
に
今
こ
こ
に
働

い
て
い
た
。

ヽ
、
料
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癬
畿
秦樵
農
葺
鉤
蝠
ユ
農
ξ

藤
』
だ
に
讐
連
諄
診

ヨ
リ
が
と
う
…
・こ
の
〓
日
か
ら
ガ
ン
治
癒
は
始
ま
る

サ
イ
コ
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
（心
理
療
法
）の
奇
跡

”魔
法
の
言
葉
“が
Ｎ
Ｋ
細
胞
を
増
殖
さ
せ
、

ガ
ン
を
退
縮
さ
せ
る

■
嫌
な
こ
と
に
は

「あ
り
が
と
う
」
　
　
　
　
■
孤
独
は
有
害
！
　
死
亡
率
三

ｏ
五
倍

■
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
医
学
的
に
立
証
　
　
　
　
　
■

「筋
カ
テ
ス
ト
」
で
効
果
証
明

■

「快
感
」
栄
養
に
Ｎ
Ｋ
細
胞
増
殖
　
　
　
　
■
脳
の
扁
桃
体
が
快
、
不
快
を
判
断

消費者・環境問題評論家

船瀬俊介

「あ
り
が
と
う
…
。こ
で
ガ
ン
は
治
る
！

「
あ
り
が
と
う
…
…
』
と
言
う
だ
け
で
、

ガ
ン
が
治
る
Ｐ
」

た
い
て
い
の
ひ
と
は
、
首
を
ひ
ね
る
だ

ろ
う
。
な
か
に
は

「
い
い
加
減
な
こ
と
言

う
ん
じ
ゃ
な
い
よ
―
」
と
怒
る
ひ
と
も
、

い
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
現
実
を
思
い
出
し
て
欲

し
い
。
数
多
く
の
ガ
ン
患
者
を
手
が
け
て

こ
ら
れ
た
お
医
者
さ
ん
の
多
く
は
、
こ
う

つ
ぶ
や
く
の
だ
。
「
ガ
ン
患
者
が
、
治
る

か
治
ら
な

い
か
の
七
割
は
心

の
問
題
…

止
。
あ
る
専
門
医
こ
う
断
言
し
た
。
「ガ

ン
は
心
因
性
の
病
で
す
」
。

ガ
ン
に
な
り
や
す
い
性
格
タ
イ
プ
も

ハ

ッ
キ
リ
し
て
い
る
。

Ｏ
生
真
面
日
、
②
ガ
ン
コ
、
③
責
任
感
、

④
完
全
主
義
、
⑤
笑
わ
な
い
…
…
な
ど
な

ど
。
つ
ま
り
、
融
通
が
利
か
な
い
と
い
う

か
、
心
や
生
活
に
遊
び
や
ゆ
と
り
の
な
い

●

時
す
す
饉

¨



ひ
と
が
ガ
ン
に
か
か
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
安
保
徹
教
授

（新
潟
大
学
大
学

院
）
の
免
疫
理
論
で
も
ク
ッ
キ
リ
浮
彫
り

に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
カ
チ
コ
チ
堅
物

性
格
だ
と
交
感
神
経
が
常
に
緊
張
し

っ
ぱ

な
し
。
す
る
と
”
怒
り
の
ホ
ル
モ
ン
“
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
な
ど
が
出

っ
ば
な
し
状
態
。

そ
の
刺
激
が
自
血
球
の

一
種
、
顆
粒
球
を

増
や
す
。
相
対
的
に
ガ
ン
細
胞
を
攻
撃
す

る
リ
ン
パ
球

（Ｎ
Ｋ

¨
ナ
チ
ュ
ラ
ル

・
キ

ラ
ー
細
胞
等
）
は
減
少
。
つ
ま
り
、
ガ
ン

ヘ
の
抵
抗
力
は
低
下
す
る
。

緊
張
、
怒
り
、
不
安
な
ど
は
、
結
果
的

に
Ｎ
Ｋ
細
胞
を
減
ら
す
の
だ
。

「
つ
ら
い
、苦
し
い
、
嫌
な
」
と
き
に

「あ
り
が
と
う
…
…
」
の

一
言
が
、
医

学
的
に
効
果
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
立

証
さ
れ
て
い
る
。

７
・…

『
つ
ら
い
、
苦
し
い
、
も
う
嫌

だ
』
と
人
間
が
マ
イ
ナ
ス
の
言
葉
を
言
い

続
け
る
と
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス
の
言
葉
が
持

つ
不
快
イ
メ
ー
ジ
情
報
が
、
大
脳
に
あ
る

大
脳
辺
縁
系
と
基
底
核
に
刺
激
と
し
て
伝

わ
り
ま
す
。
反
対
に

『あ
り
が
と
う
。
感

謝
し
ま
す
」
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
の
言
葉
を

使
う
と
、
大
脳
辺
縁
系
と
基
底
核
に
、
プ

ラ
ス
の
言
葉
特
有
の

『快
』
の
イ
メ
ー
ジ

情
報
が
伝
わ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
脳
内

に
あ
る
緊
張
状
態
を
解
く
セ
ロ
ト
ニ
ン
が

増
え
て
、
ま
た
、
快
の
神
経
ホ
ル
モ
ン
、

ド
ー
パ
ミ
ン
、
エ
ン
ド
ル
フ
イ
ン
も
増
え

て
、
病
気
や
痛
み
の
原
因
と
な

っ
て
い
た

ス
ト
レ
ス
物
質
を
と
り
の
ぞ
く
こ
と
が
可

能
に
な

っ
て
く
る
の
で
す
」
（矢
山
利
彦

医
師
、
矢
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

こ
れ
は
矢
山
医
師
と
五
日
市
剛
氏

（工

学
博
士
）
と
の
共
著

『運
命
が
変
わ
る
、

未
来
を
変
え
る
』

（ビ
ジ
ネ
ス
社
）
か
ら

の

一
節
。

つ
ま
り
、
「
？
う
い
、
苦
し
い
、
嫌
だ
」

の
恨
み
を
こ
め
て

「ち
く
し
ょ
う
」
と
呪

い
の
声
を
上
げ
る
と
不
快
イ
メ
ー
ジ
情
報

が
、
大
脳
を
刺
激
し
て
、
さ
ら
に
不
快
ホ

ル
モ
ン
を
放
出
さ
せ
、
さ
ら
に
不
快
と
苦

悩
が
深
ま
る
悪
循
環
―
―
。

逆
に

「あ
り
が
と
う
…
…
」
の

一
言
で

快
感
ホ
ル
モ
ン
、
エ
ン
ド
ル
フ
イ
ン
な
ど

が
増
え
て
、
そ
れ
が
ガ
ン
細
胞
を
攻
撃
す

る
Ｎ
Ｋ
細
胞
を
増
や
す
。
こ
の
”魔
法
の

言
葉
“
は
ガ
ン
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る

病
気
に
目
覚
ま
し
い
治
癒
効
果
を
発
揮
す

る

（図
Ａ
参
照
）。

「あ
り
が
と
う
」
と
「感
謝
し
ま
す
」

同
書
は
、
こ
う
諭
し
て
い
る
。

①
ま
ず
、
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら

「あ
り

が
と
う
」
と
言
う
こ
と
。

②
逆
に
い
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら

「感
謝
し

知覚

情華晨

図A出典 :『運命が変わる、未来を変えるJ

ドーパミン
セロト

=ンエンドルフイン

アドレオリン
ノルアドレナリン
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ま
す
」
と
言
う
こ
と
。

さ
ら
に
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
…

「
あ
り
が
と
う
』
を
口
に
す
る
際
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
つ
ら
い
と
き
や
ピ
ン
チ
の
と

き
に

『す
ぐ
に
』
言
う
こ
と
。
時
間
が
経

て
ば
経
つ
ほ
ど

『魔
法
』
の
効
果
が
な
く

な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
す
ぐ
に

『あ
り
が

と

こヽ

と
言
え
る
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
、

そ
れ
以
上
悪

い
気
分
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
不
幸
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
や
が
て
良
い
こ

と
が
起
こ
り
ま
す
」

は
や
く

い
え
ば

「ピ

ン
チ
は
チ
ャ
ン

ス
ー
　
あ
り
が
と
う
」

こ
こ
ま
で
読
ん
で
、
「
そ
り
ゃ
、
私
に

ゃ
ム
リ
だ
わ
…
…
」
と
溜
め
息
を
つ
い
た

方
も
お
ら
れ
る
で
し
よ
ぅ
。
ま
あ
、
次
ま

で
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
…
…

『感
謝
し
ま
す
』
は
嬉
し
い
と

き
、
楽
し
い
と
き
に
素
直
に
言
う
と
、
ま

た
そ
う
言
い
た
く
な
る
よ
う
な
ス
テ
キ
な

出
来
事
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
」
。

ま
た
、
呆
れ
た
反
論
の
声
が
聞
こ
え
て

き
そ
う
。
「お
い
お
い
、
こ
れ
じ
や
医
学

で
な
く
て
、
道
徳
じ
ゃ
な
い
か
！
」
そ
の

と
お
り
。
道
と
徳
を
究
め
る
こ
と
こ
そ
、

業
病
の
ガ
ン
を
克
服
す
る
道
な
の
で
す
。

ガ
ン
の
告
知
な
ど
、
人
生
で
い
ち
ば

ん
”嫌
な
こ
と
“
で
し
ょ
う
。

ガ
ー
ン
と
気
分
は
落
ち
込
ん
で
、
そ
の

日
か
ら
顔
面
蒼
白
…
…
。
ま
さ
に
、
ウ
ツ

状
態
で
す
。

ガ
ン
告
知
で
”
心
“
は
激
変
す
る

「ガ
ン
の
患
者
学
研
究
所
」
恒
例
の
”
一

〇
〇
〇
人
集
会
“
で
は
、
最
後
に
ガ
ン
患

者
さ
ん
た
ち
が
壇
上
に
上
が
っ
て

「治
る

コ
ー
ル
」
で
気
勢
を
上
げ
ま
す
。
そ
の
と

き
、
患
者
さ
ん
た
ち
の
自
己
紹
介
を
聞
い

て
い
る
と

「わ
た
し
は
今
年
の
×
月

×
日

か
ら
△
△
ガ
ン
患
者
で
す
…
…
」
と
悲
し

そ
う
に
自
己
紹
介
な
さ
る
。
し
か
し
、
そ

の
日
に
、
突
然
、
ガ
ン
が
出
現
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
日
本
笑
い
学
会
、
副
会
長
の

昇
幹
夫
医
師
は
、
ゆ
っ
た
り
と

「身
体
は

前
の
日
と
何
に
も
変
わ

っ
て
ま
せ
ん
。
変

わ

っ
た
の
は
”心

“
だ
け
」
。

ガ
ン
告
知
の
瞬
間
か
ら
、
患
者
は
絶
望

と
恐
怖

の
ド
ン
底
に
突
き
落
と
さ
れ
ま

す
。わ

た
し
の
知
人
は
ガ
ン
再
発
を
告
知
さ

れ
た
瞬
間
か
ら

「
二
週
間
メ
シ
が
喉
を
通

ら
な
く
な

っ
た
」
と
漏
ら
す
。
そ
の
ス
ト

レ
ス
の
凄
さ
は
、
な
み
た
い
て
い
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
体
内
で
は
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
や

コ
ル
チ
ゾ
ー
ル
等
の
ス
ト
レ
ス

・
ホ
ル
モ

ン
が
駆
け
巡
り
、
夜
も
歪
安
で
眠
れ
な
い
。

俗
に
理
性
の
ホ
ル
モ
ン
と
言
わ
れ
る
セ
ロ

ト
ニ
ン
や
快
感
ホ
ル
モ
ン
、
エ
ン
ド
ル
フ

イ
ン
は
激
減
。
こ
れ
で
は
、
体
内
は
苦
悶

地
獄
で
す
。
つ
ま
り
、
告
知
前
と
告
知
後

で
は
、
体
内
の
ホ
ル
モ
ン
、
神
経
バ
ラ
ン

ス
は
、
ま
さ
に
天
国
か
ら
地
獄

へ
逆
落
と

し
。
と
う
ぜ
ん
、
そ
の
ス
ト
レ
ス
刺
激
で

ガ
ン
細
胞
を
攻
撃
す
る
Ｎ
Ｋ
細
胞
も
激
減

す
る
の
す
る
と
ガ
ン
は
待

っ
て
ま
し
た
と

ば
か
り
に
激
増
を
始
め
る
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
ガ
ン
告
知
が
ガ
ン
増

殖
の
引
き
金
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

「治
ら
な
い
…
」
告
知
は

”
死
刑
宣
告
“

で
は
ガ
ン
告
知
自
体
が
問
題
な
の
で
し
ょ

う
か
？

そ
う
で
は
な
い
。
告
知
す
る
医
者
の
発

言
、
態
度
が
問
題
な
の
で
す
。

「
ガ
ン
は
治
ら
な
い
」
と
前
置
き
し
て

言
わ
れ
た
ら
死
刑
宣
告
と
同
じ
。
さ
ら
に

「余
命
は
×
か
月
。
覚
悟
し
て
く
だ
さ
い
」

と
”
死
刑
執
行
“
の
日
取
り
ま
で
宣
告
す

る
バ
カ
医
者
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
い
る
。
こ
れ
で

平
常
心
を
保
て
と
い
う
ほ
う
が
ム
リ
。
Ｎ

Ｋ
細
胞
レ
ベ
ル
も
奈
落
の
底
に
激
減
し
て

い
く
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
医
師
に
よ
る
”一面

葉
の
殺
人
“
行
為
に
他
な
ら
な
い
。

次
の
よ
う
に
励
ま
し
て
く
れ
る
お
医
者

さ
ん
だ

っ
た
ら
、
患
者
は
ど
ん
な
に
救
わ

れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

「
…
…
も
と
も
と
、
誰
で
も
体
内
に
ガ

ン
細
胞
は
毎
日
数
千
個
生
ま
れ
て
ま
す
。

そ
れ
を
Ｎ
Ｋ
細
胞
な
ど
免
疫
細
胞
が
攻
撃

し
て
い
る
か
ら
安
心
な
の
で
す
。
最
近
、

辛
い
こ
と
が
あ

っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
の
ス

ト
レ
ス
で
免
疫
細
胞
が
減

っ
て
、
ガ
ン
細

胞
が
増
え
た
だ
け
で
す
か
ら
心
配
い
り
ま

せ
ん
。
”心

“
が
元
気
に
な
れ
ば
免
疫
細
胞

も
増
え
、
ガ
ン
細
胞
は
消
え
ま
す
。”心

“
の

持
ち
方
を
ま
ず
変
え
ま
し
ょ
う
ね
」

「感
謝
」
の
ご
褒
美
は
Ｎ
Ｋ
細
胞
急
増

現
代
の
最
先
端
医
学
は
、
精
神
神
経
免

疫
学
―
―
。

こ
れ
は
心

（精
神
）
が
神
経
を
通
じ
て

免
疫
力

（身
体
）
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

を
、
西
洋
医
学
も
認
め
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。

そ
の
大
切
な
心

（精
神
）
を
、
絶
望
の

ど
ん
底
に
突
き
落
と
す
よ
う
な

「告
知
」

を
す
る
医
者
は
、
文
字
通
り
、
血
も
涙
も

な
い
殺
人
医
で
し
か
な
い
。

だ
か
ら
、
ガ
ン
告
知
を
さ
れ
て
、
平
常

心
を
保
ち
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
バ
ネ
に
生

命
力
を
高
め
る
第

一
ス
テ
ッ
プ
が

「あ
り

が
と
う
」
の
言
葉
の
魔
術
な
の
で
す
。

「
ガ
ン
と
言
わ
れ
て

『あ
り
が
と
う
』
な

ん
て
、
一言
え
る
わ
き
ゃ
ネ

ェ
ー
だ
ろ
う
―
」

こ
れ
が
、
ま
あ
た
い
が
い
の
患
者
さ
ん

た
ち
の
ホ
ン
ネ
で
し
ょ
う
。
し
か
し
無
理

し
て
で
も

「あ
り
が
と

つヽ
‥
こ

と
”心

“
の
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中
で
唱
え
る
と
、
素
晴
ら
し
い
ご
一褒
美
が

も
ら
え
る
。
そ
う
な
る
と
、
一言
わ
な
き
ゃ
、

損
で
す
。
ご
褒
美
と
は
、
「あ
り
が
と
う
」

「あ
り
が
と
う
」
…
…
と
心
の
中
で
唱
え

る
た
び
に
、
体
内
の
ガ
ン
と
闘
う
Ｎ
Ｋ
細

胞
が
、
言
葉
を
”
栄
養
“
に
グ
ン
グ
ン
増

殖
し
て
い
く
。

「
快
感
」
を
栄
養
に
増
え
る
Ｎ
Ｋ
細
胞

Ｎ
Ｋ
細
胞
を
増
や
す
に
は
、　
一
に
も
二

に
も
快
適
な
心
身
状
態
。
「快
適
に
生
き

て
た
ら
ガ
ン
細
胞
は
消
え
て
い
っ
ち
ゃ
う

ん
だ
よ
…
…
」
。
こ
れ
は
安
保
教
授
の
至

言
。
Ｎ
Ｋ
細
胞
は
快
感
も

”栄
養
“
に
増

殖
す
る
。
快
感
ホ
ル
モ
ン
、
エ
ン
ド
ル
フ

イ
ン
は
Ｎ
Ｋ
細
胞
の
”
エ
サ
“
と
呼
ば
れ

る
。
増
殖
し
た
Ｎ
Ｋ
細
胞
は
体
内
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
て
ガ
ン
細
胞
を
発
見
す
る
と
総

攻
撃
。
顕
微
鏡
で
観
察
し
た
実
際
に
ガ
ン

細
胞
を
攻
撃
す
る
様
は
、
圧
巻
。
上
下
か

ら
自
分
の
四
倍
く
ら
い
の
大
き
な
ガ
ン
細

胞
に
積
極
的
に
喰
い
つ
く
。
細
胞
膜
を
噛

み
破
り
、
中
に
ガ
ン
細
胞
を
殺
す
三
種
類

の
毒
性
た
ん
ぱ
く
質
を
注
入
す
る
．
ガ
ン

細
胞
は
た
ち
ま
ち
”即
死
・・。
頼
も
し
い
Ｎ

Ｋ
細
胞
の
兵
士
た
ち
は
、
次
ぎ
な
る
標
的

を
求
め
て
体
内
パ
ト
ロ
ー
ル
の
任
務
に
戻

２一
。や

つ
つ
け
ら
れ
た
ガ
ン
細
胞
の
死
骸

は
、
速
や
か
に
酵
素
で
分
解
さ
れ
て
尿
か

ら
排
泄
さ
れ
る
。

繰
り
返
し
強
調
す
る
が
、
こ
れ
が
ガ
ン

自
然
退
縮
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
。

ガ
ン
腫
瘍
の
退
縮
、
完
治
は

一
に
も
二

に
も
Ｎ
Ｋ
細
胞
数
と
活
性
度
に
か
か
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
三
時
間
笑

っ
た
だ
け
で
六

～
七
倍
に
も
増
加
す
る
こ
と
も
判
明
Ｇ

「笑
う
」
と
は
、
快
感
の
極
致
。
つ
ま
り
、

体
と
心
に
心
地
好
い
こ
と
は
必
ず
Ｎ
Ｋ
細

胞
を
増
や
す
。
逆
に

「
不
安
」
「
緊
張
」

「
恐
怖
」
は
、
交
感
神
経
を
緊
張
さ
せ
、

Ｎ
Ｋ
細
胞
を
減
ら
す
。

Ｎ
Ｋ
細
胞
が
減
少
す
る
と
、
反
比
例
し

て
ガ
ン
細
胞
は
増
殖
す
る
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
で
も
わ
か
る
リ
ク
ツ
。

だ
か
ら
ガ
ン
細
胞
を
や
っ
つ
け
る
イ
ロ
ハ

は
、
「
不
安
」
「緊
張
」
「
恐
怖
」
か
ら
、

心
身
を
解
放
す
る
こ
と
だ
。
そ
れ
は

「安

心
」
「快
感
」
「平
穏
」
の
状
態
に
心
を
持

っ
て
い
く
こ
と
だ
。
そ
の
入
り
国
が

「あ

り
が
と
う
…
…
」
の

一
言
な
の
で
す
。

「ユ
ロ
ス
こ
ン
暮
一
付
に
■
は
ユ
響
０

（川
竹
文
夫
氏
）

「
ガ
ン
の
患
者
学
研
究
所
」
代
表
の
川

竹
文
夫
氏
は
、
強
調
す
る
。

「治
ら
な
い
」
と
い
う
信
念
で
は
、
ま

さ
に
”治
ら
な
い
“
の
だ
。

「治
る
」
と
気
付
け
ば
治
る
。
「治
ら
な

い
」
と
思
え
ば
、
治
ら
な
い
―
―
．

ま
る
で
禅
間
答
だ
が
、
ま
さ
に
、
そ
の

大地の恵みと食卓を
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と
お
り
。
ガ
ン
が
治
る
、
治
ら
な
い
は
、

そ
れ
こ
そ
”心

“
の
問
題
な
の
だ
。

自
ら
も
ガ
ン
患
者
で
あ

っ
た
川
竹
氏

が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「ガ
ン
の
患
者
学
研
究

所
」
を
発
足
さ
せ
る
き

っ
か
け
と
な

っ
た

の
も
、
天
啓
の
ひ
ら
め
き
に
よ
る
。
７
・

…
ガ
ン
が
治
り
に
く
い
の
は

『治
ら
な
い

も
の
だ
』
と
い
う
、
誤

っ
た
信
念
の
た
め

で
は
な
い
の
か
―
」

彼
は
現
代
ガ
ン
治
療
の
絶
望
を
見
事
に

喝
破
し
た
。
「医
師
、
マ
ス
コ
ミ
、
患
者

本
人
と
周
囲
の
ひ
と
び
と
…
…
彼
等
に
よ

っ
て
、
十
重
二
十
重
に
塗
り
込
め
ら
れ
、

固
め
ら
れ
た
誤

っ
た
信
念
が
、
ガ
ン
を
治

り
に
く
い
も
の
に
し
て
い
る
」

生
き
方
を
変
え
る
と
ガ
ン
は
治
る

気
功
や
食
事
療
法
で
ガ
ン
治
療
に
大
き

な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
矢
山
医
師

（前

出
）。
佐
賀
市
で
代
替
療
法
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
運
営
し
て
い
る
。
彼
は
九
大
医
学
部
在

学
中
に
、
池
見
酉
次
郎
教
授
の
心
療
内
科

の
講
義
を
受
け
た
。

そ
こ
で
「ガ
ン
が
自
然
に
消
え
て
い
く
」

と
い
う
臨
床
報
告
に
感
激
。
池
見
教
授
の

後
を
追

っ
た
。
「先
生
―

ガ
ン
が
完
全
に

消
え
る
ん
や
っ
た
ら
内
科
も
外
科
も
い
ら

ん
と
や
な
い
で
す
か
―
」
。

若
き
医
学
生
の
熱
意
に
、
池
見
博
士
は

苦
笑
ま
じ
り
に
こ
う
答
え
た
と

い
う
。

「
い
や
…
…
君
ね
、
こ
れ
は
、
実
存
的
変

容
を
伴
わ
な
い
と
無
理
な
ん
だ
よ
…
…
」
。

「そ
れ
は
、
何
で
す
か
？
」
「人
生
が
全
部

変
わ
る
こ
と
だ
よ
」
。

つ
ま
り
、
生
き
方
が
変
わ
ら
な
い
と
、

ガ
ン
は
治
ら
な
い
―
―
。

矢
山
医
師
は
回
顧
す
る
。
「そ
れ
は
病

は
気
か
ら
。
す
べ
て
の
病
気
に
言
え
る
こ

と
で
す
」

そ
の
真
実
を
彼
は
、
そ
の
後
、
医
師
と

し
て
体
験
す
る
。
彼
は
佐
賀
県
立
病
院
で

外
科
次
長
に
ま
で
出
世
し
、
そ
の
メ
ス
裁

き
は
神
の
手
と
す
ら
呼
ば
れ
た
。

そ
の
彼
は
、　
一
〇
年
ほ
ど
前
に
メ
ス
を

捨
て
た
。
な
ぜ
か
？

「
な
ん
ぼ
、
切

っ
て
も
切

っ
て
も
ガ
ン

は
治
ら
ん
。
治

っ
た
よ
う
に
見
え
て
も
、

ま
た
ガ
ン
は
出
て
く
る
」
と
彼
は
首
を
振

る
。
さ
ら
に
化
学
療
法
に
も
絶
望
し
た
。

「あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
抗
ガ
ン
剤
も
使

っ
た

け
ど
治
ら
な
い
」
。
彼
は
、
こ
う
言
い
切

っ
た
。
「抗
ガ
ン
剤
で
治

っ
た
例
が
あ

っ

た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。　
一
例
も
な
い
は

ず
で
す
」
。

抗
ガ
ン
剤
で
治
る
ガ
ン
患
者
は
ゼ
ロ
…
！

岐
阜
県
、
中
津
川
市
民
病
院
診
療
部
長

の
酒
向
猛
医
師

（外
科
医
）
も
同
じ
悩
み

を
吐
露
す
る
。
で
」
れ
ま
で
二
〇
〇
〇
例

以
上
、
執
刀
し
、
胃
ガ
ン
は
三
〇
〇
例
は

手
術
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念
な

が
ら
、
抗
ガ
ン
剤
で
治

っ
た
ケ
ー
ス
は
ゼ

ロ
。
多
少
の
延
命
効
果
が
あ
る
く
ら
い
で

す
」
。
彼
は
付
け
足
し
た
。
「船
瀬
さ
ん
の

指
摘
通
り
で
す
」
。
私
が

『抗
ガ
ン
剤
で

殺
さ
れ
る
』

（花
伝
社
）
な
ど
で
告
発
し

た
事
実
を
彼
は
一暴
付
け
る
ｃ
し
か
し
医
療

現
場
で

「使
い
ま
く

っ
て
い
る
」
抗
ガ
ン

剤
で

「治

っ
た
例
ゼ
ロ
」
と
い
う
現
場
医

師
の
証
百
…
‥
。
改
め
て
現
代
医
療
の
絶
望

の
深
さ
を
感
じ
る
。
「ガ
ン
は
、
は
じ
め
か

ら
全
身
病
な
の
で
す
。
”気

‘‘
，，血
‘‘
，，動
“
の

三
調
和
の
乱
れ
が
原
因
で
す
」
と
酒
向
医

師
。
彼
の
苦
悩
に
、
耳
を
傾
け
る
。

「
…
…
現
実
、
病
院
に
来
る
患
者
さ
ん

は
、
こ
う
必
死
で
頼
ん
で
き
ま
す
。
『で

き
る
だ
け
い
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
治
療
を
し

て
下
さ
い
―
』
『
い
い
先
生
を
お
願

い
し

ま
す
―
』
。
そ
ん
な
方

に
、
こ
ち
ら
が

『
い
い
代
替
療
法
が
あ
り
ま
す
。
抗
ガ
ン

剤
や
め
て
、
こ
ち
ら
に
し
な
さ
い
』
と
言

っ
て
、
も
し
患
者
が
亡
く
な

っ
た
ら
、
訴

え
ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら

『あ
な
た
の
選
択

で
…
…
』
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
。
”効

か
な
い
“
抗
ガ
ン
剤
を
止
め
さ
せ
た
ら
訴

え
ら
れ
る
。
笑
え
な
い
ブ
ラ
ッ
ク
な
話
し

だ
。

病
院
、軍
隊
、警
察
の
多
い
国
は
不
幸

酒
向
医
師
に
と
っ
て
天
啓
の
よ
う
な
ひ

ら
め
き
と
な

っ
た
の
が
、
川
竹
氏
と
の
出

会
い
。
患
者
の
理
解
を
得
る
た
め
に
自
費

出
版
で
、
自
分
で
で
き
る
ガ
ン
治
療
に
つ

い
て
本
を
ま
と
め
た
。
タ
イ
ト
ル

『癌
を

克
服
す
る
た
め
に
』
。

彼
は
断
言
す
る
。
ズ
７
の
マ
ス
コ
ミ
に

報
道
さ
れ
る
現
代
医
療
の
”
ガ
ン
に
効

い

た
“
と
い
う
様
々
な
治
験
報
道
は
、
ま
さ

に
大
本
営
発
表
…
…
ほ
と
ん
ど
嘘
で
す
」
。

な
る
ほ
ど
―
―
。
そ
れ
に
し
て
も
最
近

マ
ス
コ
ミ
で
見
聞
す
る
ガ
ン
治
療

”成
果

は
シ
ョ
ボ
イ
。
「新
し
い
抗
ガ
ン
剤
Ｂ
で

二
か
月
の
延
命
効
果
」
…
…
な
ど
な
ど
。

そ
れ
も
、
古
い
抗
ガ
ン
剤
Ａ
で
平
均
四
か

月
で
”殺
し
て
“
い
た
も
の
が
、
Ｂ
で
は

六
か
月
に
延
び
た
だ
け
。
抗
ガ
ン
剤
で
殺

し
て
い
る
こ
と
に
、
変
わ
り
は
な
い
。

彼
は

「ガ
ン
の
患
者
学
研
究
所
」
主
宰

の
「
ウ
エ
ラ
ー

・
ザ
ン

・
ウ
エ
ラ
ー
学
会
」

に
新
た
に
理
事
と
し
て
参
加
。
ま
た
、　
一

人
の
医
師
の
真
理
へ
の
旅
立
ち
が
始
ま

っ

た
。彼

の

〓
言
が
忘
れ
難
い
。

「
…
…
病
院
、
軍
隊
、
警
察
の
た
く
さ

ん
あ
る
国
は
不
幸
だ
と
思
い
ま
す
」

ガ
ン
患
者
八
割
、
約
二
五
万
人
を
毎

年
”
虐
殺
“
し
て
い
る
病
院
に
満
ち
満
ち

て
い
る
日
本
と
い
う
ク
ニ
も
ま
た
、
不
幸

と
い
う
し
か
な
い
。
患
者
も
、
そ
し
て
、

医
師
た
ち
で
す
ら
”犠
牲
者
“
と
い
え
る
。
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ガ
ン
心
理
療
法

（サ
イ
コ
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
）

「あ
り
が
と
う
…
…
」
↓

「快
」
情
報

↓
エ
ン
ド
ル
フ
イ
ン
等
↓
Ｎ
Ｋ
細
胞
増
加

↓
ガ
ン
退
縮
↓
ガ
ン
完
治
…
…
。

つ
ま
り
、
「あ
り
が
と
う
」
と
い
う
感

謝
の
心
で
ガ
ン
が
治
る
。
こ
の
現
象
は
、

世
界
の
医
学
界
で
も
理
論
的
に
認
知
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
で
、
ガ
ン
を
治
癒
す
る
―
―
と

い
う
治
療
方
法
が
具
体
的
に
確
立
さ
れ
て

い
る
の
だ
。
そ
れ
が
ガ
ン
の
心
理
療
法

（サ
イ
コ
オ
ン
コ
ロ
ジ
ー
）。

性
格
に
よ
っ
て
ガ
ン
死
亡
率
に
七
七
倍

も
大
差
が
あ
る
…
…
。
衝
撃
的
な
研
究
報

告
で
知
ら
れ
る
の
が
英
国
ロ
ン
ド
ン
大
学

名
誉
教
授
ア
イ
ゼ
ン
ク
博
士
。
約

一
三
〇

〇
人
を

一
五
年
間
追
跡
調
査
し
た
結
果

「自
律
心
が
な
く
」
「後
ろ
向
き
」
タ
イ
プ

は
四
六
％
が
ガ
ン
で
死
ん
だ
。
こ
れ
に
対

し
て

「自
律
心
が
あ
り
」
「前
向
き
」
の

性
格
で
は
○

・
六
％
…
…
つ
ま
り
七
七
分

の

一
し
か
死
ん
で
い
な
か
っ
た
。

そ
の
後
の
報
告
も
興
味
深
い
。
ア
イ
ゼ

ン
ク
報
告
で

「自
律
心
の
な
い
」
タ
イ
プ

の
人
々
に

「行
動
療
法
」
を
行
い
、
「自

律
性
」
を
持

つ
よ
う
に

「性
格
」
を
変
化

さ
せ
た
と
こ
ろ
、　
一
五
年
後
の
ガ
ン
死
亡

率
は

一
〇
分
の

一
以
下
の
四
％
に
激
減
し

た
。
こ
れ
は

「性
格
」
と

「ガ
ン
死
」
と

の
明
確
な
相
関
関
係
を
示
す
。

孤
独
タ
イ
プ
は
死
亡
率
三
・
五
倍

引
き
こ
も
る
孤
独
タ
イ
プ
は
、
死
亡
率

三

・
五
倍
…
…
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

報
告
も
。
０
配
偶
者
、
恋
人
が
い
な
い
、

②
親
友
が
い
な
い
、
①
社
会
か
ら
孤
立
感

―
―
そ
ん
な
孤
独
生
活
は
血
圧
を
高
く

し
、
睡
眠
を
妨
げ
る
。
そ
の

「孤
独
ス
ト

レ
ス
は
、
喫
煙
の
害
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
有

害
」
と
シ
カ
ゴ
大
学
の
研
究
者
は
警
告
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
報
告
で
は
、
日
本

人
で

一
生
独
身
だ

っ
た
り
、
離
婚
、
死
別

し
た
場
合
、
配
偶
者
の
あ
る
場
合
に
く
ら

べ
て
死
亡
率
三

・
五
倍
だ

っ
た
。
こ
れ
は

悲
し
い
。
友
達
つ
く
ろ
う
１
　
恋
人
つ
く

ろ
う
―
　
そ
こ
で
も

「あ
り
が
と
う
」

マ

ジ
ッ
ク
が
働
く
。

「あ
り
が
と
う
…
…
」
の

一
言
は
、
ま

さ
に

「性
格
」
を
変
え
る
魔
法
の
言
葉
な

の
だ
。

「あ
り
が
と
う
」
と
言
え
ば
、
ガ
ン
は

消
え
て
い
く
。
「笑

い
」
と
同
様
、
タ
ダ

で
、
お
金
も
か
か
ら
ず
、
痛
く
も
痒
く
も

な
い
。
副
作
用
ゼ
ロ
で
ガ
ン
が
治

っ
ち
ゃ

う
。
苦
し
い
抗
ガ
ン
剤
、
辛

い
放
射
線
、

痛

い
手
術
…
…
と
、
ど

つ
ち
を
選
び
ま

す
？「あ

り
が
と
う
」
で
ガ
ン
が
治
る
な
ら
、

お
安
い
も
の
。
百
回
で
も
二
百
回
で
も
言

お
う
じ

ゃ
な

い
で
す
か
。

コ
こ

の
効
果
は
医
学
的
に
立
証

矢
山
医
師
は

「あ
り
が
と
う
」
「感
謝

し
ま
す
」
の
魔
法
の
言
葉
が
、
か
ら
だ
に

具
体
的
な
い
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を

「筋
カ
テ
ス
ト
」
（キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
）
で

立
証
し
て
い
る

（図
Ｂ
参
照
）。

「す
ご
く
感
謝
し
て
い
る
」
事
や
人
の
こ

矢
　
山
　
今
度
押
し
上
げ
る
と
、
す
ご
く
力
が

入

っ
て
腕
が
下
が
り
ま
せ
ん
。

五
日
市
　
う
―
ん
、
ほ
ん
と
う
だ
。

と
を
思
い
起
こ
す
と
、
上
げ
た
腕
が
押
さ

え
て
も
下
が
ら
な
い
。
つ
ぎ
に

「
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
、
良
く
な
か
っ
た
こ
と
」
で

は
腕
が
呆
気
な
く
下
が
る
。
び

っ
く
り
す

る
ほ
ど
の
差
に
驚
く
。
こ
れ
は
人
差
し
指

と
親
指
で
行
う
０
リ
ン
グ
テ
ス
ト
に
通
じ

る
。
そ
れ
を
、
さ
ら
に
分
か
り
や
す
く
し

た
も
の
。
こ
れ
は
、
”魔
法
の
言
葉
“
理
論

が
、
生
理
学
的
に
立
証
さ
れ
た
こ
と
を
意

0

図B出典 :『運命が変わる、未来を変える』

が治つた!消えた !

からだにやさしい(鬱鷹∋〔∋匿)のすすめ
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味
す
る
。
矢
山
医
師
は

「
”気

“
の
研
究

で
人
体
に
与
え
る
影
響
は
明
ら
か
に
な

っ

て
き
た
」
と
い
う
。
気
と
い
う
生
体

エ
ネ

ル
ギ
ー
は

「か
ら
だ
に
現
れ
る
現
象
と
密

接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
い
う

（図
Ｃ

参
照
）
。

つ
ま
リ
プ
ラ
ス
の
気
は
、
①
筋
肉
を
柔

ら
か
く
し
、
０
筋
力
は
増
強
、
０
呼
吸
は

楽
に
、
④
血
流
は
増
大
、
⑤
痛
源
は
減
少
、

Ｏ
脳
波
は

α
波
と
θ
波
―
―
。

最
近
の
脳
科
学
は
、
こ
れ
ら
の
神
秘
を

解
明
し
て
い
る
。

「…
…
知
覚
情
報
は
、
情
報
を
調
整
す

気が高まつたときは筋肉が柔らかく、筋力も強くなる。

気が減弱したときは筋肉は硬くなり、筋力も弱くなる。

図C出典 :「運命が変わる、未来を変える』

気が人体に与える効果

筋肉 筋力 呼吸 血流 痛み 脳波

気↑ 柔 増強 楽 ↑ ↓ α~θ

気↓ 硬 渉裁弓局詰まる ↓ ↑ β

る
大
脳
辺
縁
系

へ
の
入
り
口
に
あ
た
る
一届

桃
体

へ
伝
え
ら
れ
、
扁
桃
体
は
記
憶
情
報

を
使
い
な
が
ら
、
各
刺
激
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
感
情
的
に
反
応
す
べ
き
か
決
め
ま

す
。
こ
の
と
き

『不
快
』
と
一扁
桃
体
が
判

断
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
側
に
あ
る
自
律
神

経
の
中
枢
の
視
床
下
部
に
刺
激
が
伝
わ
り

心
拍
数
が
上
昇
し
た
り
、
血
管
が
収
縮
し

た
り
、
血
糖
が
上
昇
す
る
と
い
っ
た
交
感

神
経
緊
張
の
反
応
が
生
じ
ま
す
」
（矢
山

医
師
）

つ
ま
り

「好
き
」
と
思
え
ば

「快
感
」
。

「嫌
い
」
な
ら

「
不
快
感
」
と
体
の
反
応

は

一
人
○
度
ち
が

っ
て
し
ま
う
。
「あ
り

が
と
う
」
は
、
そ
の
ス
イ
ッ
チ
を

「快
感
」

に
切
り
替
え
る
魔
法

の
ボ
タ
ン
な
の
で

す
。こ

れ
は
他

で
も
立
証
さ
れ
て
い
る
。

「イ
メ
ー
ジ
は
現
実
化
す
る
」
（ナ
ポ
レ
オ

ン

・
ヒ
ル
成
功
法
則
）
。
さ
ら
に

「心
は

体

の
設
計
図
」

（川
竹
理
論
）
。
「
笑

い

（プ
ラ
ス
感
情
）
で
遺
伝
子
は
ス
ィ
ッ
チ

オ
ン
さ
れ
る
」
籍
現
波
大
名
誉
教
授

・
村

上
和
雄
理
論
）．
…
…
な
ら
ば
、
「あ
り
が

と
う
」
の

一
言
は
医
学
的
治
療
の
第

一
歩

な
の
で
す
。

●PROFILE
ふなせ・しゅんすけ
1950年 、福岡県に生まれる。69年、九州大学理学部に入学。70年 に同大学を中退して71年 、早稲田大

学第一文学部に入学。同大学在学中は、早大生協の消費者担当の組織部員として活躍。学生常務理事
として生協経営にも参加した。約2年半の生協活動ののち、日米学生会議の日本代表として訪米。ラル
フネーダー氏のグループや米消費者同盟(CU)と 交流。75年 、同学部社会学科卒業。日本消費者連盟に

出版・編集スタッフとして参加。86年 8月 の独立後は消費者・環境問題を中心に評論・執筆・講演活動を
行い現在に至る。この間、90年 3月 と12月 にラルフ・ネーダー氏の招待で渡米。多彩な市民・環境団体
と交流を深める。温暖化などの地球環境問題、シックハウスなどの健康問題、さらに文明論的視点から

鋭い建築・医療・食品批評を展開している。また、市民運動の立場から(株 )屋上緑化をスタートさせた。
主な著書にF抗ガン剤で殺される』『笑いの免疫学』『ガンにならないゾ!宣言PART!■ 12』 (花伝社 )『 あ
ぶない電磁波』(三 ―書房 )、『早く肉をやめないか? 狂牛病と台所革命』『やつぱりあぶない、lH調理器』
『ケータイで脳しゆよう』(三五館)、『あなたもできる自然住宅1(築地書館)な ど多数。ほかに訳書として『まだ

肉をたべているのですか』(ハ ワード・F・ ライマン グレン・マーザー著 二交社)、 連盟名で『あぶない

化粧品』(三―書房)など、多数の本を執筆している。

@othctl'HZtzla'arel;t'{rr'@D atta)
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「海砂もくり排毒」
6・ 7・ 8・ 9月 の暑い夏こそJF毒の季節です

陰性毒のブツプツが出てきてみなビックリ !

◎費 用 :2泊 3日 2万円十洗騰 et l万 =3万円

「もう、病気は止めよう !」

食養・手当・個人指導

◎研修費 :通算 3カ 月 3回合宿……22万 円

研修の内容

○大森英櫻式のマクロバイオテック病気別の食養・手当法の実践指導

○大森英櫻式の望診……顔で診る・手相で診る・名前で診る

熱海ヨガ断食道場

町独曰臨ヨロ■J〒 413-0002 静岡県熱海 :● 伊豆山1062-34 TEL:0557-80-210]

◎社団法人耕心学堂

◎ NPOリ フレッシュ学園群馬

■>長期滞在
FAX:0557-80-2053

http:■ www danjik卜 d com

自
羞

品 店 経 営 者
修 生 制 度

これから自然食品店を始めようとしている方、お店を継がせる二代目の方へ、

実践的な経営者を養成するための研修生制度を行つています。

1)これから自然食品店を始めようとしている方
2)経営の仕方が分からないので再度勉強してみたい方
3)二代目を育成して自然食品店を引き継がせたい方

◎研修生には下記の特典があります。
1)自 然食品の知識を働きながら勉強できます。
2)リ マ クッキングスクールで料理法を学ぶことができます。
3)接客 広告 仕入れ 5出 しなどが実地で学べます。
4)経営セミナーに参加できます。
5)マ クロビオテ ィックセ ミナーに参加で きます。

然
成

食
研

◎研修生制度募集要項

l)|り「修期間 3年間

2)Fナr修 場所 リマ東北沢店ほか

(3)研 修
「

・1 15000011('1符 1)

4)■ ll務 ‖1問  実働 7時 l130分

5)通勤
「

・1 実費支給

6)休日   週体2H‖J(シ フト交替制 社llに ■1ず る)

7)そ の他  社会保F資  "/′ 11年 金 lllll l保 険加1人

◎ご応募はCl協 会宛 に履歴書を郵送下さい。
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が
し
と
し
と
と
降
り
続
く
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
私
は
も
と
も
と

雨
降
り
の
日
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す
が
、

年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
お
天
気
の
く
ず
れ

を
体
調
の
く
ず
れ
で
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

目
覚
め
が
悪
い
朝
、
体
が
重
く
、
頭
も

ぼ
ん
や
り
気
味
。
ふ
と
外
を
見
る
と
ど
ん

よ
り
と
し
た
灰
色
の
雲
が
空
を
覆

っ
て
い

た
、
ま
た
は
小
雨
が
ふ
っ
て
い
た
、
と
い

う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と

一
日
を
過
ご
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
気
怠
さ

も
そ
れ
ほ
ど
気
に
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

が
、
今
は
育
児
の
真

っ
最
中
。
元
気
い
っ

ぱ
い
の
子
供
に
つ
き
合
う
た
め
に
、
私
も

朝
か
ら
元
気
で
い
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

英
語
で
は
元
気
を
回
復
さ
せ
て
く
れ
る

も
の
を

″ｏ
いｏ下
日
９
“
ｏ
″
と
言
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
コ
ー
ヒ
ー
や
甘
い
も
の
な
ど

の
食
べ
物
や
飲
み
物
な
ど
を
指
す
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
例
え
ば
、
落
ち
込
ん
で

い
た
と
き
に
舞
い
込
ん
で
き
た
よ
い
知
ら

せ
や
、
何
か
元
気
が
出
る
た
め
の
楽
し
い

こ
と
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
月
は
元
気
に
な
る
香
り
を
テ
ー
マ
に
、

梅
雨
の
気
怠
い
気
分
を
晴
れ
や
か
に
す
る

ご
お
τ
日
のでε

〃
を
３
種
類
ご
紹
介
し
い

た
し
ま
す
。

◆
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
の
シ
ャ
ワ
ー
ソ
ー
プ

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
は
ス
キ
つ
と
し
た
香
り

で
心
も
体
も
元
気
し
て
く
れ
る
ハ
ー
ブ
。

こ
の
レ
シ
ピ
で
は
液
体
石
け
ん
に
、
ロ
ー

ズ
マ
リ
ー
の
精
油
と
保
湿
感
を
与
え
る
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
加
え
て
作
り
ま
す
。
材

料
を
あ
わ
せ
る
だ
け
で
、　
一
日
を
元
気
に

始
め
ら
れ
る
シ
ャ
ワ
ー
ソ
ー
プ
の
で
き
あ

が
り
。
液
体
石
け
ん
は
、
原
材
料
に
カ
リ

石
け
ん
と
書
か
れ
た
無
香
の
も
の
を
使
い

ま
Ｆ
し
ょ
つヽ
。

◎
材
料

液
体
石
け
ん
…
…
２
０
０
潔

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
…
…
大
さ
じ
１

口
‐――え
ヤ
リ
ー
精
油
…
…
３０
滴

◎
作
り
方

液
体
石
け
ん
に
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と
ロ

ー
ズ
マ
リ
ー
精
油
を
加
え
、
混
ぜ
る
。

◎
使
い
方

ボ
デ
イ
ー
ソ
ー
プ
と
同
じ
よ
う
に
使
う
。

◆
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
の
ボ
デ
ィ
ス
プ
ラ
ン
ン
ュ

シ
ャ
ワ
ー
や
お
風
呂
の
あ
と
に
つ
け
る

ボ
デ
ィ
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
。
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト

特
有
の
親
し
み
や
す
く
爽
や
か
な
香
り
と
、

ひ
ん
や
り
心
地
よ
い
清
涼
感
で
、
気
分
も

お
肌
も
す

っ
き
り
と
引
き
締
め
ま
す
。
こ

こ
で
は
精
油
で
は
な
く
ハ
ー
ブ
を
使
う
た

め
、
洗
顔
あ
と
の
フ
ェ
イ
ス
ト
ー
ナ
ー
と

し
て
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
し
っ
と
り

感
を
プ
ラ
ス
し
た
い
な
ら
、
グ
リ
セ
リ
ン

を
小
さ
じ
％
ほ
ど
プ
ラ
ス
し
ま
し
ょ
う
。

ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
の
ド
ラ
イ
ハ
ー
ブ
は
普

通
の
ハ
ー
プ
テ
ィ
と
し
て
売
ら
れ
て
い
る

も
の
で
結
構
で
す
。

◎
材
料

精
製
水
…
…
１
０
０
祀
　
　
　
　
　
・

句
の
素
材
で
作
る

手
作
り
化
粧
品

ペ

パ

ー

ミ

ン

ト

の

ボ

デ

ィ

ス

プ

ラ

ン

ン

ュ

良

化
粧

，”
研
究
家
ふ

幡

右

樹

子

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
の
ル
ー
ム
フ
レ
グ
ラ
ン
ス

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
の
シ
ャ
ワ
ー
ソ
ー
プ
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ペ
パ
ー
ミ
ン
ト

（ド
ラ
イ
ハ
ー
ブ
）

…
…
大
さ
じ
１

ウ
ォ
ッ
カ
…
…
Ю
祀

◎
作
り
方

●
精
製
水
を
沸
騰
さ
せ
た
ら
、
火
か
ら
お

ろ
す
。

０
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
を
加
え
、
蓋
を
し
て
５

分
蒸
ら
す
。

Ｏ
粗
熱
が
取
れ
た
ら
、
茶
こ
し
で
ハ
ー
ブ

を
取
ヶ
除
く
。

Ｏ
③
と
ウ
ォ
ッ
カ
を
あ
わ
せ
る
。

◎
使
い
方

ス
プ
レ
ー
容
器
に
入
れ
て
使
う
。
お
風

呂
上
が
り
の
肌
に
た
っ
ぷ
り
と
ふ
き
か
け

２一
。

◎
保
存

冷
蔵
保
存
で
２
週
間
を
目
安
に
使
い
き

Ｚ

や

。

◆

グ

レ
ー
プ

フ
ル
ー

ツ
の

ル
ー
ム

フ
レ
グ

ラ

ン

ス

甘
酸

っ
ぱ
く
お
い
し
そ
う
な
香
り
が
す

る
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
の
精
油
に
は
、
落

ち
込
ん
だ
心
を
癒
し
、
気
分
を
高
め
、
元

気
づ
け
て
く
れ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
部

屋
の
こ
も

っ
た
空
気
を
殺
菌
し
、
清
潔
感

の
あ
る
香
り
に
変
え
て
く
れ
る
た
め
、
ト

イ
レ
や
バ
ス
ル
ー
ム
に
使
う
の
も
お
す
す

め
で
す
。
ウ
ォ
ッ
カ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ル

ー
ム
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
は
、
手
軽
に
作
れ
て

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
使
え
る
の
で
、
好
み

の
香
り
で
い
く
つ
か
用
意
し
て
お
く
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

◎
材
料

ウ
ォ
ッ
カ
…
…
１
０
０
潔

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
精
油
…
…
∞
滴

◎
作
り
方

ウ
オ
ッ
カ
に
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
精
油

を
垂
ら
す
。

◎
使
い
方

ス
プ
レ
ー
容
器
に
入
れ
て
使
う
。
容
器

を
よ
く
振
り
、
空
気
中
に
ス
プ
レ
ー
す
る
。

●PRO日 LE/おばた 。ゆきこ

1966年千葉県生まれ。カナダブリティッシ

ュコロンビア大学卒業。1996年渡米、現在

はニューヨーク在住。渡米当時から深刻な肌

荒れに悩まされ、手作り石けんや自然化粧品

に出会う。趣味はお風呂、本屋へ行くこと、

猫の写真を撮ること、がらくた探し。現在は

年に 2度、東京で手作り石けんの講座をして

いる。著書は『キッチンでつくる自然化粧品』

(ブ ロンズ新社 )、 『肌に優 しい石けん』 (祥

伝社)ほ か。
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《図 1》

塩
塩
の
お
話
に
入
る
前
に
、
少
し
前
回
の

補
足
を
し
ま
す
。

陰
陽
五
行
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い

（図

１
）
。

陰
陽
五
行
説
と
い
う
の
は
、
中
国
の
春

秋
戦
国
時
代
ご
ろ
に
発
生
し
た
陰
陽
思
想

と
五
行
思
想
の
二
つ
が
結
び
つ
い
て
生
ま

れ
た
も
の
で
す
。

私
た
ち
が
生
き
る
自
然
界
の
あ
ら
ゆ
る

も
の
は
、
陰
と
陽
の
二
つ
に
よ
っ
て
絶
え

間
な
く
生
成
と
消
滅
を
く
り
返
し
て
い
る
、

と
い
う
の
が
陰
陽
思
想
で
す
。
陰
と
陽
と

は
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
存
在
す
る
別
な
も
の

で
は
な
く
て
、
互
い
に
対
立
し
、
反
対
の

性
質
を
持

っ
て
い
る
け
れ
ど
も
補
い
合
い

あ

っ
て
い
る
と
い
う
関
係
を
持

っ
て
い
ま

す
。
表
と
裏
、
男
と
女
、
光
と
闇
の
関
係

と
考
え
る
と
理
解
し
や
す
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
存
在
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

こ
れ
を
さ
ら
に
進
め
て
、
１
年
を
木

（春
Ｙ
火

（夏
Ｙ
土

（晩
夏
Ｙ
金

（秋
Ｙ

水

（冬
）
に
分
け
、
こ
の
世
の
す
べ
て
の

関
係
、
あ
る
い
は
発
生
、
繁
茂

（活
動
）

結
実
、
収
納
と
い
う
流
れ
を
表
し
、
そ
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
臓
器
を
配
当
し
た

の
が
陰
陽
五
行
な
の
で
す
。

本
は
火
を
作
り
、
火
は
土

（灰
）
を
作

り
、
土
は
鉱
物
を
作
り
、
鉱
物
は
金

（金

属
）
に
な
り
、
金
は
水
を
作
り
、
水
は
木

を
養
う
母
と
子
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
相
生
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
本
は
土

の
養
分
を
奪
い
、
上
は
水
を
せ
き
止
め
、

水
は
火
を
消
し
、
火
は
金
を
溶
か
し
、
金

（
の
こ
ぎ
り
）
は
木
を
切
る
、
こ
れ
を
相

克
の
関
係
と
い
い
ま
す
。

こ
の
関
係
図
を
見
る
と
、
甘
い
味
、
例

え
ば
糖
分
は
土
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
甘
い
味
は
牌
や
胃
を
補
養
す

る
け
れ
ど
も
、
食
べ
す
ぎ
る
と
逆
に
牌
と

胃
を
傷
め
て
し
ま
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

東
洋
医
学
の
牌
と
い
う
の
は
膵
臓
の
は

た
ら
き
も
言
い
ま
す
か
ら
、
酒
や
甘
い
も

の
、
つ
ま
り
を
食
べ
た
り
飲
み
す
ぎ
た
り

● PROF:LE
やまむら。しんいちろう
1949年 、岩手県盛岡市生まれ。77年 に岩手山麓
雫石町で自然食品店「い―は。と―ぶ」を始める。
80年 盛岡市に移転 し、マクロビオティックの普
及に専念。99年 渡米 しクシインスティチュー ト
MCTを 卒業。帰国後、盛岡市の大沢神経内科に
おいてコーシュ研究所を設立。盛岡を拠点に全国
各地で食事指導のほか、講演会、勉強会などを中
心に活動。
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し
て
い
る
と
、
胃
炎
や
糖
尿
病
に
な

っ
た

り
す
る
わ
け
で
す
。

さ
て
、
土
は
水
を
せ
き
止
め
る
は
た
ら

き
が
あ
る
と
言
い
ま
し
た
。
甘
い
味
は
水

分
を
と
ど
め
る
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
．

で
す
か
ら
喉
が
カ
ラ
カ
ラ
に
な
っ
た
と
き
、

あ
る
い
は
痰
が
出
な
い
カ
ラ
咳
の
と
き
に

は
大
根
や
カ
リ
ン
の
は
ち
み
つ
漬
け
、
甘

く
煮
た
黒
豆
の
汁
、
あ
る
い
は
飴
な
ど
が

良
い
わ
け
で
す
ｃ
喉
に
潤
い
を
増
し
ま
す

か
ら
ね
ｃ
と
こ
ろ
が
多
す
ぎ
る
と
水
を
せ

き
止
め
ら
れ
て
水
に
分
類
さ
れ
る
腎
臓
の

働
き
が
悪
く
な
り
ま
す
．
腎
臓
は
生
殖
器

と
深
い
関
係
を
持

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
＝

い
も
の
を
食
べ
過
ぎ
る
と
子
宮
や
卵
巣
、

前
立
腺
と
い
っ
た
生
殖
器
の
ト
ラ
ブ
ル
を

引
き
起
こ
し
や
す
く
な
る
の
で
す
。
女
性

で
あ
れ
ば
生
理
痛
の
大
き
な
原
因
に
も
な

り
ま
す
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
生
理
が
止

ま

っ
て
し
ま
う
場
合
だ

っ
て
あ
る
の
で
す
３

こ
れ
は
何
も
精
製
し
た
白
砂
糖
や
果
糖
だ

け
に
限

つ
た
こ
と
で
は
な
く
、
米
飴
や
メ

ー
プ
ル
、
甜
菓
糖
、
甘
酒
な
ど
…
…
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
ス
イ
ー
ツ
に
よ
く
使

わ
れ
る
糖
分
も
同
じ
な
ん
で
す
。
望
診
で

も
砂
糖
の
と
り
す
ぎ
の
兆
候
と
し
て
現
れ

ま
す
。

香
川
県
高
松
市
の
松
見
歯
科
で
毎
月
勉

強
会
を
開
い
て
い
ま
す
が
、
松
見
先
生
も

「糖
分
の
働
き
と
し
て
み
れ
ば
、
ま

っ
た

く
同
じ
で
す
」
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す

メ
ー
プ
ル
だ
か
ら
、
米
飴
だ
か
ら
と
い

っ
て
安
心
し
な
い
で
、
ど
う
か
食
べ
す
ぎ

に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
Ｈ

塩
分

の
摂
り
す
ぎ

は
要
注
意

＝

そ
れ
で
は
塩
の
お
話
し
．
自
分
に
と
っ

て
適
正
な
塩
分
っ
て
い
っ
た
い
ど
れ
ぐ
ら

い
な
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方

が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
う
い
う
私
も
塩
気

で
は
ず
い
ぶ
ん
失
敗
し
て
き
ま
し
た
。
塩

気
を
取
り
す
ぎ
た
、
と
い
う
意
味
で
ね
ｃ

桜
沢
先
生
の
本
な
ど
で
勉
強
し
ま
す
と
、

と
に
か
く
塩
、
塩
、
塩
で
し
た
か
ら
。
こ

Ω
異
に
は
で
き
る
だ
け
陽
性
に
し
よ
う
、

陽
性
が
良

い
の
だ
と
い
う
考
え
が
あ

っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
胡
麻
塩
だ

っ
て
胡
麻

６
に
塩
４
と
い
う
、
と
て
も
塩
辛
い
胡
麻

塩
で
し
た
か
ら
ね
。
調
理
も
ま
ず
油
で
炒

め
て
陽
性
に
し
て
か
ら
者
し̈
め
る
と
い
う

感
じ
で
し
た
。
わ
が
家
で
は
モ
チ
ロ
ン
頭

か
ら
信
じ
込
ん
で
、
陽
性
に
し
よ
う
と
徹

頭
徹
尾
三
食
バ
ッ
チ
リ
や
っ
た
わ
け
で
す
．

一
番
先
に
ダ
ウ
ン
し
た
の
は
娘
で
し
た
。

肌
が
か
さ
か
さ
に
乾
い
て
し
ま
い
、
と
う

と
う
中
耳
炎
ま
で
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
中
耳
炎
と
い
う
と
、
果
物
な
ど
の
陰

性
の
取
り
す
ぎ
と
い
う
こ
と
で
し
た
か
ら
、

と
て
も
塩
が
原
因
と
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
…
…
腎
臓
は
陽
性
の
臓
器
、
塩

気
も
陽
性
で
す
か
ら
互
い
に
反
発
し
あ
う

関
係
に
あ
り
ま
す
ｃ
適
度
な
塩
辛
さ
は
腎

臓
を
補
い
ま
す
が
、
過
ぎ
る
と
腎
臓
を
傷

め
て
し
ま
い
ま
す
［
娘
の
お
し
っ
こ
の
回

数
は
１
日
２
回
で
し
た
、
い
や
は
や
す
ご

い
こ
と
を
し
た
も
の
で
す
。
次
の
被
害
者

は
、
恐
れ
多
く
も
か
し
こ
く
も

（―
）、

女
一房
殿
が
ダ
ウ
ン
な
さ
れ
ま
し
た
。
モ
チ

ロ
ン
腎
臓
で
す
。
左
と
右
と
大
き
さ
が
違

っ
て
見
え
た
り
、
股
関
節
が
硬
く
な

っ
て

痛
み
出
し
、
寝
た
き
り
に
な

っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
原
因
が
何
か
が
は
っ
き
り
し
な

い
し
病
気
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
と
に

か
く
原
因
を
聞
き
に
病
院

へ
連
れ
て
行
き

ま
し
た
。
原
因
さ
え
わ
か
れ
ば
自
宅
で
何

と
か
な
り
ま
す
か
ら
．
タ
ク
シ
ー
の
ド
ア

が
開
い
て
座
席
に
す
わ
る
ま
で
な
ん
と
５

分
以
上
か
か
り
ま
し
た
。
関
節
が
動
か
な

い
の
で
ね
。
私
は
そ
れ
ま
で
の
経
過
か
ら

塩
分
過
剰
の
可
能
性
が
高
い
の
で
、
生
野

だ斐躍.生7こうずr各格孔畔鼻です』り,I1lF

―

‐

調理例

三育 植物たんぼく厚切り

90g 315円 (税込)

90g 315円 (税込)

90g 367円 (税 込)

琴騨ギ財格そ争藤

尋軍黎1橋:茫冒摺l獅秦
→
うす切り

酬埋例         90g 315円 (税込)

藁翻 I綱喜華

軍 三育フザ
i株

式会社
〒2990265 千葉県袖ヶ浦市長浦拓1-1-65
TEL 0438-62-2921    http:|lrww san― lku co jp
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菜
や
果
物
を
食
べ
る
よ
う
に
再
三
言

っ
た

の
で
し
た
が
、
あ
わ
れ
力
の
な
い
亭
主
の

言
う
こ
と
は
ち

つ
と
も
聞
い
て
く
れ
ま
せ

ん
で
し
た

（笑
）。
そ
こ
で
円
中
愛
子
先

生
に
電
話
を
し
て
聞
い
て
み
る
こ
と
を
す

す
め
ま
し
た
。
愛
子
先
生
が
な
ん
と
言

っ

た
か
と
い
う
と
…
…

「あ

つ
ら
～
、
そ
れ
は
塩
分
の
取
り
す
ぎ

よ
。
誰
で
も
通
る
道
。
私
も
そ
う
い
う
こ

と
が
あ

つ
た
わ
。
果
物
を
食
べ
な
さ
―

い
―
直

恐
れ
多
く
も
か
し
こ
く
も
、
女
房
殿
は

や
っ
と
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
て
、
レ
モ

ン
に
か
じ
り
つ
き
ま
し
た
。
す
る
と
…
…

「甘
～
い
―
」

と
い
っ
て
た
ち
ま
ち
レ
モ
ン

一
個
を
全
部

食
べ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

翌
日
い
？
」

た
め
し
に
か
じ
っ
て
み
る
と
…
…

「酸

っ
ぱ
―
い
Ｈ
」

彼
女
の
体
は
レ
モ
ン
の
酸
味
を
欲
し
が

っ
て
い
た
の
で
す
。
塩
気
で
腎
臓
の
働
き

が
悪
く
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
母
子
の
関

係
に
あ
る
肝
臓
ま
で
が
や
ら
れ
て
、
視
覚

が
お
か
し
く
な

っ
た
り
関
節
が
痛
ん
だ
り

し
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
わ
が
家
で
は
塩

分
を
見
直
し
、
や
は
り
そ
の
季
節
の
も
の

を
楽
し
む
よ
う
に
し
な
く
ち
や
ね
、
と
い

う
結
論
に
達
し
た
の
で
し
た
。

い
ま
し
た
。
昆
布
な
ど
も
同
じ
。
エ
ス
コ

先
生
や
ア
レ
ッ
ク
ス
先
生
、
も
ち
ろ
ん
久

司
先
生
に
も
聞
き
ま
し
た
が

「日
本
人
は

塩
も
昆
布
も
ア
メ
リ
カ
人
よ
り
も
多
く
摂

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
同
じ
答

え
で
し
た
。

日
本
の
中
で
さ
え
北
と
南
で
は
塩
分
の

必
要
量
が
違
う
の
で
す
か
ら
、
世
界
各
地

で
異
な
る
の
は
当
た
り
前
な
ん
で
す
。
「身

土
不
二
」
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
を
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
土
地
に
よ
つ
て
食

材
も
味
の
濃
さ
も
調
味
料
も
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
あ
た
り
前
な
ん

で
す
。
た
だ
現
在
は
肉
や
魚
、
テ
ー
ズ
な

ど
の
乳
製
品
、
卵
な
ど
を
小
さ
い
と
き
か

ら
食
べ
て
い
る
こ
と
と
、
外
で
汗
を
流
し

て
働
く
こ
と
な
い
こ
と
な
ど
、
摂
取
す
る

の
に
く
ら
べ
て
汗
で
排
出
す
る
機
会
が
減

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
糖

分
過
剰
と
と
も
に
塩
分
過
剰
に
も
気
を
つ

け
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
す
。

塩
分
が
多
す
ぎ
る
兆
候
は
、
日
の
周
り

や
ホ
ホ
、
手
足
の
指
先
、
手
の
ひ
ら
、
足
、

あ
る
い
は
す
ね
な
ど
が
乾
燥
し
て
カ
サ
カ

サ
に
な
り
や
す
い
、
手
足
や
顔
が
黄
色
く

な
る
、
過
食
気
味
、
短
気
に
な
っ
た
、
の

ど
が
乾
く
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
兆
候
と
し

て
現
れ
て
き
ま
す
。

塩
分
が
多
く
な
る
と
体
は
バ
ラ
ン
ス
を

取
ろ
う
と
水
分
が
多
く
な
り
が
ち
に
な
り

ま
す
。
顔
や
手
足
が
ム
ク
ミ
や
す
く
な

っ

た
り
、
舌
の
側
面
に
歯
型
が
つ
い
て
い
た

ら
要
注
意
で
す
。
腎
臓
の
働
き
が
落
ち
て

い
る
の
で
、
小
豆
テ
ィ
ー
や
、
薄
め
の
ヤ

ン
ノ
ー
や
玄
米
ク
リ
ー
ム
、
あ
る
い
は
大

根
や
瓜
科
の
野
菜
を
使

っ
て
利
尿
し
ま
し

ょ
う
。
体
の
冷
え
が
あ
る
方
は
火
を
通
し

て
調
理
す
れ
ば
安
心
で
す
。
そ
し
て
ト
マ

ト
、
ツ
ル
ム
ラ
サ
キ
、
杏
、
梅
、
り
ん
ご
、

ユ
ズ
や
ミ
カ
ン
な
ど
の
柑
橘
類
な
ど
の
酸

味
を
時
々
食
べ
、
季
節
の

「緑
の
野
菜
」

を
増
や
し
て
陰
陽
を
調
和
し
ま
し
ょ
う
。

大

切
な

の
は
陰

陽

の
調
和

そ
う
し
た
失
敗
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
現

代
を
見
る
と
、
今
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
の
現
状
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
適
正
な

塩
分

っ
て
い
つ
た
い
ど
れ
ぐ
ら
い
な
ん
だ

ろ
う
？
　
私
は
桜
沢
先
生
の
本
で
学
び
、

Ｃ
Ｉ
協
会
の
大
森
先
生
に
学
び
、
大
阪
の

正
食
協
会
を
通
じ
て
山
西
先
生
に
学
び
、

ア
メ
リ
カ
の
ク
シ
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト

で
学
び
ま
し
た
。

今
は
リ
マ
派
、
ク
シ
派
、
あ
る
い
は
桜

沢
式
な
ど
…
…
い
ろ
い
ろ
流
派
が
あ
る
よ

う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
で
学
ん
だ
私
か
ら
す
れ
ば

「そ
ん
な
も

の
あ
る
か
い
―
」
と
言
い
た
い
で
す
ね
。

日
本
の
食
養
（
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
）

の
塩
分
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
濃
す
ぎ
た
の

で
思
い
っ
き
り
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
、
と
久
司
先
生
が
お

っ
し
ゃ
つ
て

よろず相談うけたまわり! 山村慎―郎のこんなときど―する!?

こんな時どうしたらいいの? というご質問や日

頃感じている疑間があればできる限りお答えします。

どうぞ編集部にドンドンお便りをお寄せ下さい。

でま係？

・
るす一

５
　
　
ど

１
　̈
　
き
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引きたて生かす

赤穂 の 天 塩

“海の母液"ニガリを含んだ粗塩
天日塩とニガリを海洋深層水で加熱育晶。

自然をこの手に

がり

桜沢如一先生の直弟子佐 井々譲が開発
マクロビオティックの創設者、桜沢如 の́直弟子佐々井譲は、

試行錯誤の末、タンポポエキスの製造法を開発しました.本品

は国内産タンポポ根を一 LJ」 添加物を加えず、そのまま40数時間

煮つめた、甘くて
「

l当 たりのよい極陽性の食品です.エキス状

になっていますので、パンに塗っても大変おいしく/m7しあがれます :

特に陰性体質の方には体質改善食品としておすすめです。

趣聾3日 本正 食 品研 究 所 佐々井鵬可
〒196-0061東 京都町田市鶴川3‐6‐9 TEL&FAX042(736)8587

m舛 ―リワリフバリ株式会社
〒335-0021埼玉県戸田市新曽424フ リーダイヤルTEL 0120‐ 667‐440

FAX 0120‐ 588‐ 038

【やんせん】

美 術 印刷 一 般 販 売

製 造

C)

喜経 覇に 1督彗 1驚L
代表取締役 :野 ヶ 山 勝;=子

東 京 都 台 東 区 浅 草 橋 4丁 目 16番 8号 〒 111-0053
電 話  東 京 (3862)代 表 1627～ 9番
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第
９
回
　
あ
つ
と
い
う
間
に
息
子
が
産
ま
れ
て
四
カ
月

思
っ
て
い
た
よ
リ
ラ
ク
ラ
ク
子
育
て

麻
の
よ
う
に
ま

っ
す
ぐ
育
ち
、
お
日
さ

ま
の
よ
う
に
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
子
に
な
り
ま

す
よ
う
に
と
名
付
け
た
末

っ
子
の
息
子
、

麻
暉

（あ
さ
き
）。
四
カ
月
に
な
る
彼
は
、

上
の
子
た
ち
が
同
じ
月
齢
の
頃
に
で
き
た

寝
返
り
を
、
少
し
も
や
る
様
子
も
な
く
の

ん
び
リ
マ
イ
ペ
ー
ス
。
目
が
合
う
と

ニ
コ

ニ
コ
笑

っ
て

「あ
―
、
あ
―
」
と
話
し
か

け
て
く
る
の
が
た
ま
ら
な
く
か
わ
い
い
で

す
。
よ
く
寝
て
、
よ
く
飲
み
、
よ
く
笑
う

毎
日
は
、
と
て
も
穏
や
か
で
、
大
き
く
な

る
の
が
待
ち
遠
し
い
け
れ
ど
、
も

っ
た
い

な
い
よ
う
な
思
い
も
感
じ
な
が
ら
過
ご
し

て
い
ま
す
。

三
人
の
子
育
て
は
大
変
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
意
外
な
こ
と
に

一

番
上
の
娘
の
そ
ら
が
面
倒
を
見
て
く
れ
る

の
で
、
と
て
も
ラ
ク
を
さ
せ
て
も
ら
つ
て

い
る
気
が
し
ま
す
。
夕
飯
を
作
る
と
き
も
、

「ち
ょ
っ
と
見
て
い
て
」
と
言
う
と
、
そ

れ
ま
で
妹
と
二
人
で
遊
ん
で
い
た
彼
女
は

「麻
暉
も

一
緒
に
お
医
者
さ
ん
ご

っ
こ
し

よ
う
―
」
と
、
二
人
で
お
医
者
さ
ん
ご

っ

こ
。
お
姉
さ
ん
二
人
が
お
医
者
さ
ん
と
看

護
師
さ
ん
で
、
麻
暉
は
患
者
さ
ん
。
寝
た

き
り
だ
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
い
い
遊
び
相
手

に
な
り
、
聴
診
器
を
あ
て
ら
れ
た
り
、
注

射
さ
れ
た
り
と
、
さ
れ
る
が
ま
ま
で
す
。

毎
日
の
お
風
呂
は
主
人
が
入
れ
て
く
れ
る

の
で
す
が
、
出
か
け
て
い
た
り
す
る
と
私

が
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
ん
な
と
き
も

そ
ら
姉
さ
ん
は

「お
風
呂
入
れ
て
あ
げ
る

～
！
」
と
言

っ
て
、　
一
緒
に
入
り
、
体
や

頭
を
洗

っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
間
ま
で
、

自
分
の
頭
も
洗
え
な
か

っ
た
子
が
、
小
さ

な
赤
ち
ゃ
ん
の
頭
を
洗
う
姿
は
本
当
に
頼

も
し
い
で
す
。
最
近
で
は

「早
く
離
乳
食

を
あ
げ
た
い
な
ｌ
。
玄
米
ク
リ
ー
ム
を
作

る
ん
だ
―
」
と
言
い
、
家
族
の
中
で

一
番

麻
暉
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

母
乳
の
飲
み
過
ぎ
！
　
腹
八
分
に
烈

自
宅
出
産
で
産
ま
れ
た
麻
暉
は
、
病
院

と
は
違

っ
て
産
ま
れ
た
と
き
か
ら
雑
菌
だ

ら
け
の
中
で
産
ま
れ
た
だ
け
あ

つ
て
、
と

て
も
丈
夫
で
元
気
！
　
一二
人
の
子
ど
も
た

ち
の
中
で
も

一
番
小
さ
く
産
ま
れ
た
の
に

一
番
大
き
く
育

っ
て
い
ま
す
。
産
ま
れ
る

そ
の
瞬
間
、
自
分
の
力
で
産
道
を
通

っ
て

こ
の
世
に
出
た
彼
は
、
産
ま
れ
た
と
き
か

ら
ス
ト
レ
ス
の
な
い
環
境
で
過
ご
し
て
い

る
か
ら
な
の
か
、
「お
腹
が
空
い
た
」
「お

む
つ
を
替
え
て
」
と
い
う
よ
う
な
欲
求
が

満
た
さ
れ
れ
ば
、
泣
き
続
け
る
と
言
う
よ

う
な
こ
と
は
な
く
、　
一
日
の
ほ
と
ん
ど
を

静
か
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
と
は
言
え
全

て
が
完
璧
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
私
が
住
ん
で
い
る
地
域
で
は
、

助
産
師
さ
ん
が
生
後

一
カ
月
以
内
の
赤
ち

や
ん
の
様
子
を
見
に
来
る
と
い
う
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
来
て
く

れ
た
助
産
師
さ
ん
に
、
お
っ
ぱ
い
を
飲
み

過
ぎ
る
点
を
指
摘
さ
れ
、
「飲
み
過
ぎ
て

お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
、
お
腹
が
苦

し
い
か
ら
寝
か
せ
る
と
唸
る
こ
と
が
多
く
、

抱

っ
こ
す
る
と
お
と
な
し
く
な
る
の
よ
」

と
言
わ
れ
た
の
で
し
た
。
言
わ
れ
て
み
れ

ば
そ
の
通
り
で
、
寝
か
せ
る
と
ず

っ
と
唸

っ
て
い
た
麻
暉
。
「赤
ち
ゃ
ん
の
う
ち
か

ら
腹
人
分
に
す
る
こ
と
も
大
切
」
と
い
う

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
出
る
だ
け
飲
ま
せ
、

飲
み
た
い
だ
け
与
え
る
の
を
や
め
る
と
、

苦
し
そ
う
に
唸
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し 倉田有理
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た
。栄

養
状
態
が
昔
よ
り
良
い
現
代
で
す
が

母
乳
が
出
な
い
人
や
、
出
て
も
赤
ち
ゃ
ん

の
吸
う
力
が
弱
い
と
い
う
悩
み
を
持

つ
人

も
い
ま
す
。
お
っ
ぱ
い
は
赤
ち
ゃ
ん
が
栄

養
を
取
り
入
れ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、

言
葉
を
話
さ
な
い
赤
ち
ゃ
ん
と
の
最
初
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
れ
が
う
ま
く

い
か
な
い
の
は
、
母
親
に
と

っ
て
と
て
も

悲
し
い
こ
と
で
す
。
な
の
で
、
母
乳
が
よ

く
出
る
こ
と
も
、
赤
ち
ゃ
ん
が
よ
く
飲
ん

で
く
れ
る
こ
と
も
、
本
当
は
と
て
も
幸
せ

な
こ
と
な
の
で
す
が
、
過
ぎ
る
と
お
互
い

体
力
を
消
耗
し
て
し
ま
い
、
体
に
負
担
が

か
か
る
の
も
事
実
。
目
が
見
え
て
い
な
く

て
も
本
能
的
に
匂
い
で
お

っ
ぱ
い
が
分
か

り
、
し
か
も
そ
の
お

っ
ぱ
い
が
お
い
し
い

か
ど
う
か
も
分
か
る
と
い
う
臭
覚
を
持
つ

赤
ち
ゃ
ん
は
、　
一
心
不
乱
に
吸
い
付
き
ま

す
。
で
す
が
、
腹
八
分
で
離
し
、
飲
む
量

を
教
え
て
あ
げ
る
の
も
愛
情
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
え
ば
、
リ
マ
・
ク
ッ

キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
お
料
理
の
盛
り
つ
け

を
す
る
際
、
講
師
の
先
生
か
ら

「
一
度
決

め
た
量
は
変
え
ず
、
全
部
の
お
皿
に
同
じ

量
で
盛
り
つ
け
る
こ
と
。
余

っ
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
お
皿
に
再
び
盛
り
つ
け
な
い
で
、

最
初
に
決
め
た
量
を
守
る
こ
と
」
と
教
わ

り
ま
し
た
。
食
べ
る
量
を
決
め
る
こ
と
は
、

相
手
の
健
康
を
大
切
に
考
え
る
思
い
や
り

で
す
。
い
く
ら
お
い
し
く
て
も
食
べ
過
ぎ

は
体
に
良
く
な
い
し
、
あ
と

一
口
食
べ
た

い
く
ら
い
の
量
が
食
事
を
更
に
お
い
し
く

感
じ
さ
せ
る
も
の
だ

っ
た
り
す
る
の
で
す
。

子
育

て
は
同
じ
よ
う

に
は

い
か
な

い
け
れ
ど

…
…

上
の
二
人
の
娘
た
ち
も
よ
く
飲
む
子
で

し
た
が
、
そ
れ
よ
り
増
し
て
よ
く
飲
む
息

子
。
よ
く
飲
ん
で
く
れ
る
の
は
嬉
し
い
の

で
す
が
、
娘
た
ち
は
生
後

一
カ
月
を
過
ぎ

る
と
夜
中
の
授
乳
が
な
く
な

っ
た
の
に
、

息
子
は
ニ
カ
月
を
過
ぎ
て
も
夜
中
の
授
乳

が
続
い
て
い
ま
し
た
Ｇ
娘
た
ち
の
と
き
の

子
育
て
と
は
異
な
る
現
状
に
戸
惑
い
、
周

囲
に
こ
の
こ
と
を
話
す
と
、
男
の
子
の
マ

マ
た
ち
が
口
を
揃
え
て

「男
の
子
だ
か
ら

だ
よ
！
　
マ
マ
の
お

っ
ぱ
い
が
大
好
き
な

の
。
三
カ
月
我
慢
す
れ
ば
、
夜
も
寝
る
よ

う
に
な
る
よ
」
と
言
う
の
で
す
。
そ
し
て
、

そ
の
言
葉
通
り
、
三
カ
月
に
な

っ
た
頃
、

麻
暉
と
私
は
初
め
て
夜
中
に
起
き
る
こ
と

も
起
こ
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
朝
ま
で
眠

れ
る
日
が
や
つ
て
来
た
の
で
し
た
。

麻
暉
が
お
腹
に
い
る
と
き
、
今
ま
で
以

上
に
食
に
気
を
つ
け
て
、
毎
日
玄
米
を
よ

く
噛
ん
で
食
べ
、
粗
食
を
心
が
け
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
毎
日
散
歩
を
し
た
り
、
マ

タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
を
始
め
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
時
間
を
過
ご
す
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
な
の
か
、
い
つ
も
元
気
で
機

嫌
が
よ
く
て
、
誰
か
が
そ
ば
に
い
れ
ば
抱

っ
こ
し
な
く
て
も
お
と
な
し
く
し
て
い
る

彼
は
、
三
人
の
子
ど
も
の
中
で

一
番
手
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ
う
思

え
る
の
は
、
私
自
身
に
も
子
育
て
に
ゆ
と

り
を
感
じ
て
い
る
か
ら
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
三
人
目
の
子
育
て
で
、
慣
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
実

際
の
と
こ
ろ
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
っ
ぱ
い
を
飲
み
過
ぎ
る
赤
ち
ゃ
ん
に
、

与
え
過
ぎ
な
い
で
腹
人
分
に
す
る
な
ん
て
、

初
め
て
の
こ
と
で
し
た
し
、
夜
中
の
授
乳

が
三
カ
月
も
続
く
な
ん
て
想
像
も
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
ｃ
子
ど
も
は
産
ま
れ
た
と

き
か
ら

一
人

一
人
個
性
が
あ
る
の
で
、
子

育
て
は
同
じ
よ
う
に
い
き
ま
せ
ん
。
最
初

の
子
に
は
い
ろ
い
ろ
な
期
待
を
し
て
し
ま

い
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
か
な
く
て
辛
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
経
験

が
二
人
目
三
人
目
の
子
育
て
で
、
が
ん
ば

り
過
ぎ
な
い
子
育
て
と
し
て
生
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
で
も
、
慣
れ
と

言
う
と
そ
の
く
ら
い
で
、
私
に
と

っ
て
や

は
り

一
番
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の

が
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
考
え
方
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
と
自
分
の
子
ど
も

ヘ

の
接
し
方
を
見
て
い
る
と
、
食
べ
物
を
変

え
た
こ
と
で
意
識
が
変
わ
り
、
前
向
き
で

元
気
に
過
ご
せ
る
こ
と
が
、
子
育
て
を
よ

リ
ス
マ
ー
ト
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

|● PRO日 LE
Iく らた。ゆリ
|二重県出身、東京都在住。
夫の会社を手伝うかたわ
ら、長女そら (7歳 )、 1次
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日
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凹

▼

艤

撥

・

・

鬱

機

鞭

聯

機

義

藝

醸

鰺

疇

靡

警

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
・ョ
ガ
教
室

講
師
森
山
　
幹
麗

呼
吸
法
の
活
用
と
瞑
想

（冥
想
）
方
法

呼
吸
は
生
命
の
リ
ズ
ム
で
す
。

食
事
を
数
日
摂
ら
な
く
て
も
、
肉
体
的

・
精
神
的
に
障
害
が
あ
る
と
き
で
も
呼

■
が
続
け
ば
生
き
て
い
け
る
の
で
す
。
非
常
に
内
容
の
濃
い
分
野
な
の
で
す
が
、

少
し
で
も
呼
吸
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
なヽ
と
か
ら
だ
が
調
和
し
、
生
き
方
ま

で
も
コ
ン
ト
ロ
■
ル
で
き
る
方
法
に
つ
い
て
お
伝
え
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

呼
吸
法
を
行
う
に
際
し
、
心
得
た
い
こ

と
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
続
け
て
い
る
呼

吸
を
、
正
し
い
理
解
が
な
く
訓
練
し
よ
う

と
し
て
も
身
体
に
無
理
や
無
駄
が
生
じ
ま

す
の
で
、
呼
吸
を
身
体
と
心

（精
神
）
と

調
和
さ
せ
身
体
で
覚
え
る
こ
と
を
実
践
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

ヨ
ガ
の
目
標
や
目
的
と
な
る
瞑
想

（冥

想
）
効
果
も
高
め
る
こ
と
を
理
解
し
た
上

で
行
う
と
効
果
的
で
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

・
ョ
ガ
教
室
で

行
う
呼
吸
法
は
、
腹
式
呼
吸

・
胸
式
呼

吸

・
丹
田
呼
吸

・
完
全
呼
吸

・
片
鼻
呼

吸

・
亀
の
呼
吸

・
ウ
ジ
ャ
イ
呼
吸

・
バ
ス

ト
リ
カ
…
…
な
ど
他
に
も
様
々
な
技
法
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
の
季
節
や
参
加
さ

れ
る
方
々
の
ご
要
望
に
応
じ
な
が
ら
適
切

な
技
法
を
と
り
い
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。呼

吸
法
を
行
う
と
き
に
心
得
て
お
く
べ

き
こ
と
は
…
…

①
呼
吸
法
の
訓
練
に
依
存
し
な
い
。

②
ど
の
よ
う
な
状
況
で
も
行
え
る
よ
う
に

す
る
。

③
知
識
に
と
ら
わ
れ
ず

・
妄
信
せ
ず

。
自

分
の
や
り
た
い
方
法
ば
か
り
取
り
入
れ

ユな
い
。

つ
ま
り
こ
だ
わ
り
を
な
く
す
こ
と
が
大

切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
常
に
変
化
し
て
い
る
心
と
身
体

の
す
れ
違
い

（心
は
若
い
つ
も
り
で
身
体

が
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
な
ど
）
に
気
づ

く
に
は
、
熟
練
し
た
瞑
想
実
践
者
か
ら
そ

の
呼
吸
法
を
学
ぶ
こ
と
も
大
切
で
す
。
ョ

ガ
の
肉
体
的
な
ポ
ー
ズ
が
上
達
し
て
い
く

ス
ピ
ー
ド
も
、
呼
吸
法
の
効
果
が
表
れ
る

月
日
な
ど
も
早
く
効
果
が
感
じ
ら
れ
た

り
、
永
年
続
け
て
よ
う
や
く
変
化
が
知
覚

で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
日
常

の
忙
し
さ
の
な
か
で
も
、
「
ひ
と
息
」
入

れ
る
こ
と
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
生
ま
れ

る
よ
う
に
、
意
識
的
に
呼
吸
を
行
う
こ
と

で
気
持
ち
の
転
換
を
体
験
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
生
ま
れ
て
か
ら
ず

っ
と
続
け

て
い
る
呼
吸
の
習
慣
を
変
化
さ
せ
た
こ
と

に
な
る
の
で
す
。
そ
の
様
に
呼
吸
を
意
識

的
に
行
う
こ
と
で
、
仕
事
や
生
活
習
慣

・

食
事
内
容

・
生
理
的
行
動
ま
で
調
和
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
ｃ

呼
吸
の
ポ
イ
ン
ト
を
簡
単
な
表
に
し
て

み
ま
し
た
。
（下
記
参
照
）

人
間
は
、
落
ち
着
い
て
い
る
と
き
は
長

く
深
い
呼
吸
で
あ

っ
た
り
、
力
を
込
め
て

重
い
も
の
を
持
ち
上
げ
た
り
全
速
力
で
走

つ
た
り
す
る
と
き
は
そ
れ
に
応
じ
た
呼
吸

で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。
吸

っ
て

吐
く
と
い
う
陰
陽
の
リ
ズ
ム
で
あ
る
こ
と

も
判

っ
て
い
る
と
、
身
体
を
硬
く
す
る
こ

と
も
柔
ら
か
く
す
る
こ
と
も
呼
吸
の
リ
ズ

ム
を
変
え
る
だ
け
で
変
化
す
る
こ
と
が
理

解
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
食
事
の
好
み
や

・
冷
え
性
の
原

筋肉 自律神経 感覚 重 心 心の状態 代表的な感情

呼気 弛緩 副交感神経 鎮静緩和 下がる 落ち着く 夭 つ

吸気 緊張 交感神経 興奮促進 上がる 興奮促進 泣 く
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因

・
生
理
的
機
能
低
下

・
脳
の
病
気
や
ガ

ン
の
発
生
に
至
る
ま
で
す
べ
て
呼
吸
か
ら

始
ま

っ
て
い
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

呼
吸
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
人
間
関
係
で

も
応
用
が
で
き
る
の
で
、
相
手
と
息
を
合

わ
せ
た
り
呼
吸
を
変
え
る
だ
け
で
も
、
無

駄
な
労
力
を
使
わ
ず
思
い
通
り
に
周
り
が

動
い
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
思

い
通
り
に
行
か
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た

ら

一
度
呼
吸
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク

・
ヨ
ガ
教
室
で
は

知
ら
ぬ
間
に
呼
吸
法
が
楽
し
く
身
に
つ
く

方
法
を
ヨ
ガ
を
通
じ
て
ご
紹
介
し
て
お
り

ま
す
。

元
来
、
瞑
想

（冥
想
）
を
す
る
た
め
の

身
体
を
作
る
行
法
と
し
て
伝
え
広
め
ら
れ

た
の
が
ヨ
ガ
で
す
。

命
を
つ
な
ぐ
リ
ズ
ム

（呼
吸
）
が
落
ち

着
く
と
身
体
や
心
が
落
ち
着
き
、
そ
こ
か

ら
食
事
内
容

・
睡
眠

・
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
法
な
ど
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
摂
り
入
れ

方
も
瞑
想

（冥
想
）
的
な
状
態
に
近
づ
け

る
こ
と
が
で
き
、
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
解
釈
は
様
々

で
す
が
自
分
自
身
の
身
体
や
心
の
状
態
を

知
覚
し
、
呼
吸
を
整
え
自
身
の
開
発
と
自

分
自
身
を
知
る

（観
る
）
こ
と
が
瞑
想
で
、

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
自
己
の
啓
発
的
行
為
が

で
き
て
く
る
と
自
然
の
摂
理
に
調
和
し
自

我
か
ら
解
き
放
た
れ
た
本
当
の
自
分

（真

我
）
に
気
づ
く

（悟
る
）
よ
う
に
な
る
の

が
冥
想
で
あ
る
と
区
別
で
き
る
と
思
い
ま

す
。瞑

想
方
法
も
実
に
様
々
で
、
ヴ
ィ
パ
ッ

サ
ナ
瞑
想

・
プ
レ
ク
シ
ャ
デ
イ
ヤ
ー
ナ
瞑

想

・
数
息
観

・
坐
禅

・
脈
拍
瞑
想

・
カ
ラ

ー

・
イ
メ
ー
ジ
瞑
想

・
音
楽
瞑
想
な
ど
無

数
に
存
在
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
そ
の
人

に
合

っ
た
方
法
も
あ
る
の
で
す
。
現
代
社

会
で
は
特
に
精
神
的
な
啓
発
行
為
は
、
避

け
ら
れ
て
い
る
風
潮
に
あ
り
ま
す
。
ヨ
ガ

や
自
然
食
と
い
っ
た
関
心
が
高
ま

っ
た
近

年
に
お
い
て
、
瞑
想
の
必
要
性
を
考
え
な

が
ら
体
感
し
、
そ
の
感
動
し
た
体
験
を
伝

え
広
め
る
こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
る
人
々

が
増
え
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
企
業

の
経
営
者
や
政
治
の
中
心
的
立
場
の
方
に

利
益
優
先
的
な
経
済
に
依
存
し
な
い
で
、

常
に
変
化
し
て
い
る
生
命
の
根
源
に
Ｈ
を

向
け
ら
れ
る
人
が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
．

瞑
想
と
は
自
分
の
心
と
身
体
を
つ
な
ぐ

こ
と
で
も
あ
り
、
宇
宙
と
自
己
を

一
つ
に

す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
こ
ま
で
飛
躍
し

過
ぎ
な
く
て
も
、
「
因
」
が
あ
る
か
ら

「縁
」
が
あ
る
と
い
っ
た
運
命
的
な
事
が

自
然
に
気
が
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
望
む
よ
う
な
人
生

へ
己
を
変
化
さ
せ

る
の
で
す
。
身
体
や
呼
吸
の
余
裕
は
、
出

会

い
や
別
れ
、
健
康
や
病
気

・
怪
我
も
全

て
を
肯
定
し
、
全
て
を
活
用
で
き
る
と
い

っ
た
心
の
余
裕
が
で
き
る
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
ヨ
ガ
教
室
に
通
わ
な
く
て

も
聖
地
に
行
か
な
く
て
も
日
常
の
生
活
で

実
践
で
き
る
の
で
す
。
こ
こ
日
本
に
も
身

近
に
素
晴
ら
し
い
方
が
い
ら

つ
し
や
る
も

の
で
、
私
も
た
く
さ
ん
の
良
き
師
匠
に
め

ぐ
り
会
え
ま
し
た
ｃ
こ
の
場
を
借
り
て
心

か
ら
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●PROFILE
もりやま・みきよし
東京都国立市出身。リマ・クッ
キングスクール師範科修了。
大森英櫻正食医学講座修了。

輩曇]璽由 ユ賛Tヤ菅烹可冨百1n碁豪菫たぞ|テ;膨
:]』][ξlド

呈撃訟辱           野戸
健康

―

力が,お場鵬
=掛

を動かすことが楽しくなる!

今話題の「マクロビオティック」と「ヨガJの 調和により、自然の原理・原
員Jと本格的なヨガを分かりやすく、個 の々レベルに応じてお伝えします。
お子様連れのおfチ 様やこれからヨガを始めたいとお考えの方、経験

者の方や学生の方も歓迎致します。同じ目的をお持ちの方 と々′とヽ身共
にリフレッシュできるひとときを共イ∫してみませんか?

◎料金 :1回 3,000円 (税込)入会金不要 (小学生未満無料)

◎会場 :日本Cl協会2階ホール ′卜田急線「東北沢」駅北口より徒歩2分

0ご用意頂くもの

◎講義 呼吸法の活用0
◎実技 前たII系 ポーズ

◎呼吸法・食事 完全呼吸①
◎リラクゼーション手当て法①

6月 11回 月曜日 14:30～ 16:30

6月 12日 火曜日 10:00～ 12:00

6月 18日  月日程日 14:30～ 16:30

０
月

テ
ー
マ
／
夏
の
体
調
管
理

・お持ちの方はヨガマット(※ 遠方の方は不用)

・タオル
・運動しやすい服装

※貴重品や体調の管理は各自でお願い致します。

お問い合わせ、お申し込みは
日本CI協 会まで

TEL.03-3469‐ 76311 6月 19日 火曜日 10:00～ 12:00
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岩手産100% 低カロリー

食 物 繊 維・ミネ ラル 豊 富  バ ンや 団子 に

生産者限定の岩手産たかきび100%使 用。製粉のメ

ッシュは60～ 80と きめ細かい仕上がりです。こ飯と

一緒に炊き上げる (1割程度入れる)ときれいな色

になり、コクと甘みが際立ちます。たかきびとはイ

ネ科の仲間で、弾力のある食感とコクがあるのが特

徴です。雑穀の中では力

ロリーが最も少なく、ポ

リフ ェ ノール・食 物 繊

維 ビタミンA,Bl
鉄分 カルシウム マグ

ネシウム カリウム リ

ンなどを豊富に含むと言

われています。

開封前賞味期間 :常温で6カ 月
原材料 :た かきび (岩手産)

250g714円 (税込)

・曇

鷲

聾

轟

種

理

酢

監

聯

警

瑳

‥

・
・

食べて美味しいオメガ3オイル

芳醇な香り、軽やかな味わい

ペルーアマゾン原生蔓植物『アマゾングリーンナッ

ツ』わ`ら作られた新 しい植物油です。αリノレン酸

(オ メガ 3)50%、 リノール酸 (オ メガ 6)30%と
バランスの良い脂肪酸組成に

tllえ 、強力な抗酸化成分であ

る ビタミン Eが天然の状態で

227mg/1oogも 含有 しておりま

す。オメガ 3を主成分とする

オイルであるにも関わ らず酸

化安定性に優れ、 lll熱料理に

も利用できます。 コール ドプ

レス (冷圧搾り)、 エクス トラ

バ ー ジン (一番搾 り )、 未精

製、無添加

開封前賞味期間 :常温で1年 6カ 月
原材料 :サ ッチャインチ種子油 (ベ

ルー産)

460g3,680円  (税込)

≡

宮古ビデンスピローサ使用の健康茶
30種類もの有効成分含有

宮古ビデンス・ピローサに生姜と焙煎大麦を合わ

せ、飲みやすく仕上げました。宮古ビデンス ピロ

ーサには、アルカロイ ド、タンニン、サポニン、フ

ラボノイ ド、アセチレン系化合物、フラボノイド系

化合物、カルコン系物質、カフェオイル誘導体、リ

ノール系化合物をはじめ30種類もの有効成分が確認

されています。ノンカフェイン。ビデンス ピロー

サとはキク科のコセンダングサで、世界中の熱帯亜

熱帯地方に分布 し、各地

で食用や民間療法に用い

られてきました。ほのか

に甘 く、飲みやすいお茶

です。

開封前賞味期間 :常温で2年
原材料 :宮古ビデンス・ピロ
ーサ (タ チアワユキセンダン
グサMMBP:沖 縄宮古島
産)、 ショウガ (中 国産)、 オ
オムギ (国内産)

84g(28g× 30袋 )

4,200円 Qυ

商
品
の
お
問
合
せ
は
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
バ
ン
い
ま
で

〒
３３５
‐
００２‐

埼
玉
県
戸
田
市
新
曽
４
２
４

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
コ

一
〇
１
２
０
１
６
６
７
１
４
４
０
／
ｂ

一
〇
１
２
０
１
５
８
８
１
０
３
８

千葉県産落花生 無糖・無添カロ
風昧豊かで濃厚な味わい

塩分 砂糖 添加物不使用。黒御影石の□―ラーで

ペース ト状にしているので、落花生本来の旨みや栄

養成分を損いません。落花生の豊かな風味とクリー

ミーな舌触りが堪育旨できます。パンなどに塗るだけ

でなく、和え物などの料理にも最適です。

開封前賞味期間 :常温で1年
原材料 :落花生 (千葉産)

α位なし)

各230g l,029円 朝込)

(粒入り)
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特定保健用食品 飲んで血糖値の上昇をおだやかにするコーヒー

難消化性デキス トリンは、でん13iんを原料とした食物繊維の一種で、食事のときに摂取 した糖分が小腸で吸収
される速さを遅らせ、血糖値の急激な上昇をおだやかにする作用があります。 1食分づつの個包装。お湯を注

ぐだけでおいしいアメリカンタイプのコーヒーができます。カップー杯あたりの食物繊維はレタス 2個分。

(関与する成分)難消化性デキス トリン。 (許可表示)食物繊維として、難消化性デキス トリンを含んでおりま

す。これは食事に含まれる糖の吸収を穏やかにするので、血糖値の気になりはじめた方に適しています。

食事のときに 1包を目安にカップ 1杯 (約 100祀)のお湯に溶かしてお飲みください。

開封前賞味期間 :常温で8カ 月
原材料 :難消化デキストリン、コーヒー (粉末)

曲

誦

動

酬

酬

ツ

一̈̈
一̈”一Ｔ鞭

Ё

燿

ぽ

Ｆ

`鶴
一
窃

85g× 5包

525F](税込)

85g× lo包

1,050F](税込)

858× 30包

3,150円  (税込)

85g× 60包

6,090F](税 込)

商
品
の
お
問
合
せ
は
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
バ
ン
い
ま
で

〒
３３５
‐
００２‐

埼
玉
県
戸
田
市
新
曽
４
２
４

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
コ

¨
０
１
２
０
１
６
６
７
１
４
４
０
／
Ｆａｘ
一
〇
１
２
０
１
５
８
８
１
０
３
８

社ヒ杷葉エキスにカワラ∃モギをプラス
肌を健やかに保つ

普段使しヽ こもたつぶり使える

古来より伝承された技法を用いて開発された枇杷葉

濃縮エキスに、カワラ∃モギエキスを加えて、より

効カアップした化粧用エキス。古来よリビワの本を

「大薬王樹」 (だいやくおうじゅ)、 葉を「無憂扇」

(む ゆうせん)と 呼び、「無憂

扇」とは、どんな病気も癒し、      |
憂いがなくなる扇のような葉と

いつた意味があります。ビワ      ー■
は、「生けるもの全ての病を癒      ■
す」とたたえられ、手軽な家庭       |
療法として親しまれています。    .1__.
開封前賞味期間 :常温で 3年
原材料 :水、エタノール、BG、 ビワ
葉エキス、カワラヨモギエキス、銅
クロロフィリンNa、 ヒノキチオール

300"5,250円 輌込)

,1｀ 1()li

■ |||           ||||||■ ‐

特定保健用食品
14種類の野菜と食物繊維をブレンド
お腹の調子を整える

14種類の野菜をおいしく調合 し、食物繊維とブレン

ドした「お腹の調子を整える」野菜食品。毎日無理

なく野菜と食物繊維を摂ることができます。食物繊

維を 1日 あたり約75g補給でき、生野菜換算で ]日

あたり約50gの野菜を補給できます。顆粒状なので

冷たい水にもサッと溶けます。 (関与する成分)難
消化性デキス トリン (食物繊維として19g)。 (許可

表示)食物繊維 (難消化性デキス トリン)を含んで

いるため、食生活で不足 しがちな食物繊維を手軽に

取れ、便通が気になる方のお腹の調子を整えます。

1日 当た り 3包 (12g)を 目安

にお召 し上 が り下 さい

開封前賞味期間 :常温で1年 6カ 月
原材料 :食物繊維 (難消化性デキス
トリン)、 野菜粉末 (ケ ール、キャベ

ツ、ブロッコリー、ほうれん草、か
ばちゃ、チンケンサイ、パセリ、に
んじん、セロリ、にがうり、はくさ
い、だいこん菜、よもぎ、 トマ ト)

l20g( 4 gx30€) 3,.|508 rear
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てか癖Ohsm    竜》夕ぬン≫
食品の品質に特に厳しいお客様のために、この度オーサワジャバンでは「OSマーク」を

考えました。これらは通常の自然食品の品質基準とマクロビオティックの品質基準とをク

リアした商品に貼付するもので魂 オーサワが自信を持つてお奨めできる高品質食品です。

無農薬有機栽培優先

3年以上農薬、化学肥料、除草剤を使用しない

安全な農産物原料を努めて使用。
動物性原料不使用

牛、馬、豚などの動物性食品は禁止。

遺伝子組換原料不使用

DNA操作による遺伝子組換えのある

食品は使用していません。 精製糖不使用

食晶添瀬0物不使用
白砂糖、グラニュー糖などの精製糖は

使用していません。

天然・合成を問わず、毒性の強い

食品添加物は使用していません。 OSマーク

伝織製瀧優先

味噌・醤油は長期熟成法、油であれば圧搾法など。
ポスト八―ベストや燻蒸等による汚染がある

輸入品は扱つていません。

お客様に「より安心に」「より安全に」をお買い求めいただけるよう、高品質な食品を提案致しま魂

』籟

匁

郎
彙
辟

耳

ゲ

〓

β
卿
鸞
一

ｉｔｌ

“̈
「
■

ヽ

〒335‐0021埼玉県戸田市新曽424
フリーダイヤルTEL 0120‐ 667‐ 440 FAX 0120‐ 588‐038Ohsawa 万―リワジャパリ株式会社
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■
冬
桜
の
宿

「神
泉
」
の
テ
ラ
ス
か
ら
み

た
風
景

▼
冬
桜
の
宿

「神
泉
」

４
月
の
下
旬
に
宿
泊
し
ま
し
た
。
良
い
宿

で
す
の
で
是
非
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
に
し
ろ
全
部
屋
の
テ
ラ
ス
か
ら
の
眺
め
が

す
ば
ら
し
い
で
す
。
料
理
は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
元
で
採
れ

た
山
菜
や
野
菜
が
中
心
で
す
。　
一
番
お
す
す

め
は
１０
月
だ
そ
う
で
す
。

１０
月
に
は
寒
桜
が

咲
き
、
そ
れ
で

「冬
桜
の
宿
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
水
も
お
い
し
い
と
こ
ろ
で
、
近
く
に

は
水
汲
み
場
も
あ
り
ま
す
。
遠
く
か
ら
も
水

を
汲
み
に
来
て
い
ま
す
。
３
年
前
に
オ
ー
プ

ン
し
、
内
装
は
檜
作
り
で
、
そ
れ
だ
け
で
癒

し
効
果
が
あ
り
ま
す
。
お
値
段
も
手
頃
で
す

し
、
な
に
よ
り
周
り
は
山
に
囲
ま
れ
て
い
る

の
で
、
と
て
も
静
か
で
落
ち
着
き
ま
す
。
今

回
、
玄
米
菜
食
料
理
が
で
き
な
い
か
お
願
い

を
し
ま
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
対
応
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
９
月
こ
ろ

に

「神
泉
」
で
の
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。
（お

問
い
合
せ

一
〇
２
７
４
１
５
２
１
２
１
０
０
）

▼
お
か
ら
こ
ん
に
ゃ
く
料
理
教
室

４
月
に
毎
年
恒
例
の
自
然
食
品
店
の
た
め

の
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
講

師
は
、
リ
マ
　
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
師
範

科
ゲ
ス
ト
講
師
の
美
上
み
つ
子
先
生
。
メ
イ

ン
食
材
は
お
か
ら
こ
ん
に
ゃ
く
で
す
。
焼
き

肉
風
、
ナ
ゲ
ッ
ト
な
ど
多
数
の
レ
シ
ピ
を
用

意
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
自
然
食
品
店
か
ら

３０
名
集
ま
り
ま
し
た
。
お
か
ら
こ
ん
に
ゃ
く

の
カ
ロ
リ
ー
は
鶏
肉
の
十
分
の

一
、
食
物
繊

維
は
レ
タ
ス
の
４
倍
で
、
肥
満
や
生
活
習
慣

病
予
防
に
ピ
ッ
タ
リ
の
食
材
で
す
。
食
感
は

肉
の
よ
う
な
歯
こ
た
え
で
す
の
で
、
も
ど
き

料
理
に
ぴ
っ
た
り
。
お
客
さ
ま
へ
の
料
理
ア

ド
バ
イ
ス
に
活
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

▼
６
月
の
イ
ベ
ン
ト

安
保
徹
先
生
の
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

２３
日

（土
）
は
大
阪
で
、
翌
日
は
東
京

講
演
で
す
。
私
は
二
日
間
連
続
は
初
め
て
で

す
の
で
、
無
事
終
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
今
か

ら
祈
っ
て
い
ま
す
。
安
保
先
生
も
新
潟
発
～

大
阪
講
演
～
東
京
泊
～
東
京
講
演
～
新
潟
着

な
の
で
す
か
ら
大
変
な
の
で
す
が
、
ス
タ
ッ

フ
も
負
け
ず
に
大
変
で
す
。
不
手
際
が
あ
り

ま
し
た
ら
こ
容
赦
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。そ

れ
に
し
て
も
昨
年
安
保
先
生
を
新
潟
で

取
材
し
、
も
う
講
演
会
と
は
。
あ
っ
と
い
う

間
に
時
間
が
過
ぎ
た
ん
で
す
ね
。
安
保
先
生

の
講
演
を
聴
き
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
に
ア
ド

バ
イ
ス
。
あ
な
た
が
、
北
東
北
の
こ
出
身
な

ら
、
安
保
先
生
を
も
っ
と
好
き
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
私
の
祖
父
は
青
森
出
身
で
し
た
。

先
生
の
語
り
回
調
は
と
て
も
懐
か
し
い
思
い

で
す
。
そ
れ
と
、
先
生
の
本
を

一
冊
で
も
読

ん
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。
予
習
し
て
お
く
と
、

話
が
よ
リ
ス
ム
ー
ス
に
頭
に
入
っ
て
く
る
こ

と
請
け
合
い
で
す
。

▼
６
月
の
二
十
四
節
気

亡
種

一
６
月
６
日
頃

亡
種
と
は
稲
や
麦
な
ど

「穂
が
出
る
穀
物

の
種
を
蒔
く
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
頃
は

種
ま
き
を
始
め
農
家
の
忙
し
く
な
る
時
期
で

す
。
昔
は
田
植
え
が
遅
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
ち
ょ
う
ど
梅
雨
に
入
る
頃
で
、
少
し
蒸

し
暑
く
じ
め
じ
め
す
る
時
期
で
す
ね
。
昨
年

は
空
梅
雨
で
し
た
ね
。

夏
至

¨
６
月
２‐
日
頃

夏
至
と
は

「日
長
き
こ
と
至
る

（き
わ
ま

る
と

と
い
う
意
味
で
、　
一
年
で

一
番
日
が

長
い
日
で
す
。

夏
至
の
頃
は
梅
雨
の
真
っ
只
中
な
の
で
、

一
番
日
が
長
い
と
は
余
り
感
じ
ま
せ
ん
ね
。

感
覚
で
は
８
月
が
長
い
と
感
じ
ま
す
が
、
夏

至
を
過
ぎ
れ
ば
だ
ん
だ
ん
日
が
短
く
な
っ
て

い
く
の
で
す
ね
。
日
の
長
さ
と
暑
さ
は
あ
ま

り
関
係
が
な
い
の
か
も
。

837号
◎2007年 6月 号

発行日 :2007年 6月 1 日

発行人 :勝又靖彦

発行所 :日 本 Ci協会

T151¨ 0065
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■掲載希望の方は別ページの入会申込書(法人会員)で申し込んで下さい。3行以上は 1行につき 5,250円増しにな
ります。

0マークはオーサワジャバン(株)食品取扱店です。

名店完販 住  所  電  話
営業時間
休  日

主な商品 催 しもの

宿，帥煙識禁
水
域け

全
セ
て

P080X2263.SEDONA,尾 86339 U S A
TEL昼 0335789020 = 0ヽ0119282040700

営業受付
予約制 5泊以上 詈察易瀧農膀 是躙 勤音置

せらぎ瞑想m

越 田 治 良 院
〔〒0400003〕 函館市松陰町1120
TEL7日

～
く0138322870

9:∞ ～ 18:∞
月  ‐ カイロフラクティック 自然食品

d el■ t p e r 〔〒0600061〕 北海道本L幌市中央区南 ]条西6丁 目第2三谷
ビル2F TEL011 223 2980

]0:∞
英撃|"‐

オーサワジャノ(ン 全商品 ジュリークスキンケア
ジエーンアイルデール化粧品

自然食品の店―むぎさと‐ 〔〒0640822〕 本し幌市中央区北 7条西 24丁 目 2番 3号
TELOl1 644 1921 FAX011 644 1133

13:30～ 17:30
月 木 金

予約 宅配中心  週 3日 店頭販売日あり有機米 有
機野菜 マクロビオティック商品 びわ生葉 温灸

ろま榊
〔〒0630035〕 本L幌市西区西野五条2丁目916
TEL011 665 6624 htip l″ www inahoroba― p nel

10:∽ ～ 18:llk

祝
エリクサー浄活水器 化粧品

自然震園営震

全

売

酒

販

貨

造
雑
製

品
塩

食果
食

青

健

や
店

た
内

し
駒

あ
真

〔〒0050014〕 札幌市南区真駒内幸町2卜 ]2ミ ュークリスタ
ル lF TELO]1 588 451l FAX011 588 4512

10 11Cl～ 20.100
年中無体

オーサワジャバン全商品 ムソー商品 有機野菜
天然酵母バン他 売り出しは毎月

店
ぽ

の品

―

食

ん

然自

た
〔〒0060803〕 札幌市手稲区新発寒3条 3丁 目59
TEL011-684-5860

10:15～ 19:∞
日 月

自然食品全般  生活雑貨 化粧品 ビワ温灸 健康
補助食品他 配達 地方発送可 ①

0な な か ま ど
〔〒0530832〕 苫小牧市桜木町 4丁 目 164
TEL0144‐ 73‐ 6878

10 KXl～ 18100
月(日 祝 17:∞ まで)

手作り健康弁当 無 低農薬野菜ヽ無添加食品、健
康補助食品 ①

務
=う

ズ ォ5 A=貿 〔〒0410806〕 函館市美原 2丁 目 820
TEL0138 47 4457 iヽ0138474459

10100～ 18100
日

オーサワジャノヽン ムソー 有機野東 書籍
生活雑貨 化粧品 他 ①

有機野菜と自然‐食の店
あ  お  や  ま

〔〒041-]122〕 亀田部七飯町大川32032
TEL0138-64-96]

9:llll～ 19 i lXl

年中無休
有機野菜 オーサワジャバン全商品 各種新鮮食品
無添加アイスクリーム 大福 他 ①

店

コ
の
コ

品
ル

食
ラユ

然

チ

自

ナ
〒0800028〕 帯広市西 18条南5丁目311
EL0155-38‐ 3833

10:∞ ～ 19 i llC

月
自然食品、有機 JAS震産物 (野菜、米 豆、小麦粉他 )

ウェレダ化粧品、無添加ハムソーセージ、通販宅配

玄 米 雑 カ フ ェ あ ま む
[〒 0850007,北海道9‖ 路市堀川田]538
TEL/F´じく0154235594

|],00～ 19111
月

有機野菜 オーサワ商品、第 3世界ショッフ雑貨
食品、オーガニ ック寝具類 浄活水器

た ち ば な や 〔〒0300903〕 青森県青森市栄町卜5]l
TEL/5～ く01774]フ 202

9:30～ 17:∞
日 祝

オーサワ商品 C図 書、食養相談 配達 配送可
リマクッキング料理教室、野菜朝市

店

ら
の

ぞ

品

お

食然

ぁ

自

０
〔〒0300961〕 青森県青森市浪打 ]1610 牧田ビル ]階
T巨ヒ0177430824 Fだ 0く0177430832

9:30～ 19 i llC

年中無休
無震薬玄米 オーサワ商品 調 I里 師で食養士の店主
の砂浴療法 食養相談もあります

整 骨 院 巴 堂
〔〒0130002〕 秋田県横手市追廻 2● 4

TELO]82‐ 32-333
330～ 18:∞

日 祝
オーサワジャllン商品 強健術

秋 田 自然 食 品 セ ン タ ー
〔〒0100951〕 秋田県秋田市山王2丁目1122
TEL018 823 2921 FAx018 862 0879

930～ 18:CO
日 祝

オーサワジャノ(ン 、アルソア化粧品  ビワ温灸 生
鮮食品、料理教室、食養講座

食然自マ ナ
〔〒0200114〕 岩手県盛岡市高松1153]
TEIJЭ 1 96-626205

9:∞ ～ ]91011
年中無休

食品 野菜雑穀 図書、配達、食養指導 地方発送

自 然 食 品 の 店
グリ■|シ ハウス多田

〔〒0200015〕 岩手県盛岡市本町通116]2
TEL/ら くヽ0196228844

9100～ 19 1 Klll

日 連体 ||
オーサワジャバン商品 アルソア化粧品 毎月特売
日と料理教室 食養美容相談 発送可

ム
一舎

．
遊

ホ
自

り
蒙

■レ
の

グ
社

[〒 0295701〕 岩手県和賀EF・沢内村大字川舟 4983
TEL7F～く0]97813020 年中無休

痴果1■ 高齢者介護、各種体験 (農作業、乗馬 山菜
採り 自然観察、薪害Jり 、豆腐 味噌加工 )

①

オ蜘 ク
〔〒9800822〕 宮城県仙台市青葉区立町 22]4
TEL022 2]]0938 ■滋 0222114428

9 1 Cll～ 19:∞
日

食事処「友苑J TEL022 266 4095料 理講習 ①

Ｃ甜鋤
」牡帥

ン
Ｃ

．
■
‐‐
り

一

Ａ
ビ
仏

〔〒9820245〕 富城県仙台市太自区秋保町湯向 51]
TEL022 304 9801 F～ く0223049802
hitp l,a c shop cOrr

10 i llll～ 1811111

月 火

自然 健康食品、化粧品、バッチフラワー、波動商
品、ホメオパシー、レイキ カフェ 天然酵母バン
頸椎カイロ 各種セミナー.

①

玄
・前

嗜
学暉大

品食
津

然自
会

〒9650005〕 福島県会津若松市―箕大字鶴賀字上居合
75‐ 8  TEL0242-32-1850

9:∞ ～18:30
年中無休

自然食品 バン 生鮮食品 生活雑貨 言籍 他 ①

〔〒9708026〕 福島県いわき市平古鍛冶町102
TEL0246 25 2952 FAX0246 25 2275

9i3C～ 釦 :llll

第 1日

OJ食品 C書 籍、マクロビオティック、レス トラ
ン有、料理教室 (第 4日 曜日)、 食養相談

（
こ

さ|う さ ら き れ しヽ 茶 の
い|― シ 日 ― ン

〔〒971-81フ 2〕 福島県いわき市泉玉露6189
TEL0246‐ 568690 F継 0246566010

9 ∞‐■18100
土 1自 .祝

さらさらきれい茶は糖分に反応し腸内バランスを整
える身体にやさしいお茶です。

な
や

一た
の

ぜ

も
ん
ペ

あ
た

〔〒9608]05〕 福島県福島市仲間町 43
TEL024-523-2237

∽‐９
祝

”∞
日

無震薬 無化学肥料の野菜、自然食全般 健康食品
健康肌化粧品 他市内配達可

屋津
〔〒9660896〕 福島県喜多方市諏訪 156]
TEヒ0241224193 Fおく024]224360

∞∝
休”２螺

∞
年

無農薬野菜、純正食品 C図 書、食養相談 配達

な―ち ゅ ら る ふ 一 ず
リ ト リレ ガ ー‐‐デ ン

〔〒9638046〕 福島県郡山市町東 1200
TEL024‐ 9615782

pttγ
∬

100 オーサワジャバン ムソー 倉J健社等商品
バン 生nt食品 エコ雑貨 自然派化粧品 他

自 然 食 品・|と み や 〔〒9638851〕 福島県郡山市開成2415
TEL024-939-7555 ■ヽ 0249397666

lI～ 19i30
年中無休

9 オーサワ全商品、自然食品全般、シルク衣類 化粧
品、エコ雑貨洗斉J等 、びわの葉療法、地方発送可

自 然 食 品 店 わ か ば
〔〒979]521〕 福島県双葉郡浪江町字町場 183
TEL0240 35 2797 iヽ0240355719

9:lXl～ 18:∞
日 ‐月 祝

バン、豆腐 調味料 菓子、健康食品 衣料、雑貨、
食養指導、化粧品 書籍 料理会など

窓発し臨 番慇犠〔〒9218062〕 石川県金沢市新保本 1222
TEL076 249 4805 FA/0762494188 聰 罫P

アレルギーベジタリアン対応食品 バン 無農薬野
菜果物 米 豆腐 ゆば 雑貨 料理教室

ン
の

ラ
か

卜

た

ス

房
レ
．エ

食
食

菜
康

穀
健

〔〒9200944〕 石川県金沢市三□新町 31122
TEυ Fヽく0762637730

]1:00～ 19 i Cll

営業時間延長可
お食事 オー ドブル お弁当 浄活水器
htip i/′mttu4yo9 hp hfoseek co p/

〈
ι

元 気 な 野 菜 た ち
の っ ぼ  く ん

〔〒9218815〕 石川県石川郡野々 市町本町2124
TEL/■臥 0762460210

10 1 1Xl～ 18,30
月

無震薬野菜 お米  バン、豆腐 石けん 化粧品、
書籍 雑貨他料理教室 配達可 C

サ ン|■ ‐フ  ー ズ 〔〒9400092〕 新潟県長岡市昭和 1フ 10
TEL0258 39 3130 ■漱 0258093127

9 i l10～ 18:C Cl

日  ‐■
純正食品 無震薬野菜 特別牛乳 生活雑貨 産地
直送品 無料個人宅配専門店 発送有 O

美と建巌あ店 胃暴〔〒9470021〕 新潟県小千谷市本田]]75
TEL0258 83 2750 ■ヽ 0258834859

1000～ 1911111

年中無体
自然食品 健康食品 シャボン玉石けん官足法足反
射区療法 整体バランス活性療法 ①

群馬マクロピオティック
セ ン タ ー MA tt NA

〔〒3700847〕 群馬県高崎市和田町 713
TEL0273 22 5484

10:CXl～ m
月

∞ 図書 食品 料理教室、陰陽勉強会、食事相談、健
康相談 ①
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ポ

館
ラ

品
ム一

食
ホ

然
イマ

自
〔〒3740023〕 館林市大手町616
TEL0276 75 2922 FAX0276 75 2923

1010～ 19:∞
日

自然食品、マクロピオティック食材、健康食品、有

機野菜、化粧品、生活雑貨、配達あり
今
↓

店商藤須
〔〒376‐ 0053〕 群馬県桐生市東久方町262]
TEL0277 44 5733

9 ilXl～ 201∞
日

純正食品、図書、自然酒、無添加ワイン、料理教室 〈
↓

自 前 薬 局 上 原 店
〔〒378‐ 0051〕 群馬県沼田市上原町 ]80122
TEL0278-24-3678

8 i lXl～ 211 i lI

B 漢方薬、カイロプラクテ イック併設
〈
↓

‐‐〓恵・い一一

０

．

Ｈ
理

Ｓ
麻

〔〒3792123〕 群馬県前橋市山王町 22510
TEυFAxo27 266 5334(山 王病院より西徒歩 1分 )

9:∞ ～ 19 i lXl

水 木  ‐
自然食品 無農薬野菜 天然酵母バン 化粧品 配
達 料理教室 カフェ

〈
↓

皇然晏‐|‐|■|1堪
〔〒371-00]6〕 群馬県前橋市城東町4102
TEL7■黙0272322399

101∞～ 19:IXl
水 祝

オーサワジャパン商品 米雑穀等 アレルギー対策

食品 全国宅配
〈
↓

男彎雫〒3響1霧 〔〒370111102〕 群馬県高崎市日高町3561
TEυ5ヽく0273M0360

10:∞ ～ 19:lXl
(お弁当ランチは11130～ )

金 土

乳卵なしの自然食品 ケーキ 全粒粉バンなど無農
薬野菜、豆腐、書籍他料理教室、健康相談

〈
↓

彗 菫 フ ラ|■||ム
〔〒3730846〕 群馬県太田市中根町801

TEL/FAX0276 31 8850
]0100～ 19:lX

不定体
自然農法農産品 玄米 地粉 そば粉 野菜 調味

料 豆腐 天然酵母バン も

古 代 米 浦 部 農 園
〔〒3750042〕 群馬県藤岡市鮎川337番 地
TEL0274 23 8770 FAX0274 23 8970

8∞ ～ 17:30
土 日

JAS認証有機栽培の古代米各種、特殊米、玄米

専門生産販売震塚。 1個か ら全国発送。 e
北軽井沢 癒 しをいざなう
宿 ・グ ル シ ャ ン

〔〒377]411〕 群馬県吾妻部長野原町応桑 1544988
TEL/Fだく0279852329

北軽井沢の自然の中で癒 しの時を過こしにいらっし
ゃいませんか? 穀物菜食料理。

栃本自然食 セ ンター
オ  ア  シ  ス

〔〒3280017〕 栃木県栃本市錦町 ]43
TEL/FAX0282 22 1044

10:∞ ～ 19:00
日 祝

健康食品、化粧品、衣類、野菜、雑貨、書籍、カイ
ロプラティック ↓

安 心 な た べ も の 屋 さ ん
〔〒3200838〕 栃木県宇都宮市吉野 2]4
T匿L0286363063 ■ヽ 0286363692

10:00～ 19:llC
I 日 祝

オーサ ワ商品  野 菜  バ ンか ら雑貨  本 まで約

2000品 目。売出年 4回 。通販あり. O
こ ろ ぼ つ く る 〔〒321‐ 0505〕 栃木県那須郡南那須町大字上川丼8514

TEL/FAx0287 88 0308
12:00～ 18:30

日 月
マクロピオティックのバンとおまんじゅう

予約注文販売 各地発送
（
ム

法
う
繭

く
自

房

＆

然
室

自

教理料
〔〒329-3446〕 栃木県那須郡那須町沼野丼 626
TEL/FAX0287 75 2101 htp:″ wwvv20 0038 neV~ku u

10:∞ ～ 16 i lXl

. 水
料理教室 植物自然療法 ソフ トカイロ 環境風水

鑑定 オーサワジャバン全商品 自然農法野菜 ○

自 然 食 品 の 店  こ こ ち
〔〒3270832〕 栃木県佐野市植上町 13024
TEL0283 21 5636 FAX0283 21 5658

月γ±101∞～19:∞

日131 1Xl～ 18:lXl

自然食品全般 健康食品 自然化粧品 書籍

天然酵母バン 生活雑貨

（
■

セーフテイーシヨツプ
ま   な    ベ

〔〒3270843〕 栃木県佐野市堀米町1771
TEヒ02832282創  F以0283216935

101'lXl～ 19:KKl
日

自然食品全般 生活雑貨
＾
ル

食 の 提 案 ス ペ ー ス
ミ  レ  ッ  ト

〔〒3]00851〕 茨城県水戸市千波町2995
ヴイラフイオーレ101 Tttυ Fだく0292446112

;li∞ ～ 19:GXl
日 祝

オーサワ商品 バン 豆腐 雑貨 化粧品

ランチ 11:30～料理教室第 3、 4火 第 4土
ヘ
ル

房らら く
〔〒3114141〕 茨城県水戸市赤塚 11 ミオスタワー ]F

TEL029‐ 309-5353

10:∞ ～ 20:∞
日

批杷葉温圧 オーサワジヤパン商品 オーガニ ック

化粧品 健康食品 雑貨 書籍 他
へ
ん

自 然 食 品 の 店
ミ ンクス ネ ッ トワ ー ク

〔〒3120041〕 ひたちなか市表町1411
TEL029‐ 274-3758

10:∞ ～ 18:∞
日 祝

オーサワ商品 フェア トレー ド商品 天然約 00%
無添加日用品の提案

へ
↓

自然 食 品  イ ナパ 〔〒3060013〕 茨城県古河市東本町3514
TttL0280-32-1543

9:∞ ～ 20:∞
月

マクロビオティック食品、C図書、オーサワジヤ

バン商品 書籍 他

〈
ム

警ず管警?鶴 〔〒3160001〕 茨城県日立市諏訪町11810
TEL/i 0ヽ294332424

10:∞ ～ 18

祝
CKl カフェ 自家焙煎助lりF豆  オーガニック食品

マクロスイーツ&天然酵母バン 料理教室他
（
ι

舎水山
〔〒3160026〕 茨城県日立市みかの原町112
TEL0294-53-6863

10:∞ ～ 19:∞
日

オーサワジャバン商品 料理教室 書籍
フェア トレー ドの食品と雑貨 輸入雑貨

バン
他

へ
ι

堂陽太
〔〒3430025〕 埼玉県越谷市大沢4105
TEL048-962-3479

9∞ ～ 211:00
日

純正食品、野菜、自然化粧品 書籍 料理教室 （
ι

一店
１

一”
場

．直
市

の
―

の

畑

き

き

ん

ん
ず

げ
ｒ

〔〒3430807〕 埼玉県越谷市赤山町卜963
TEL048-967-2888

10 1Xl～ 19:l10
年中無休

産地直送玄米の専門店 (分 づき可)各 種 自然食品

取扱 生産者の直売市開催中 HPも有
（
↓

院格

”

骨
整

堂
均

勢

”

姿 〔〒3400011〕 埼玉県車加市栄町2113201
TEL048‐ 932-6196

9 ilHl～ 19100
水曜午後体み

怪我の り′ヽビリ、病気治療、体型 体質改善

21世紀の気功系手技療法です。

大 橋 自 然 食
〔〒3501109〕 埼玉県川越市霞ケ関北42217
TEL0492‐ 32-9445

9:00～ 19:C ll

日
無農薬野菜、食品、図書、化粧品、配達、地方発送
料理教室

〈
↓

川 越 自 然 食 品
〔〒3500063〕 埼玉県川越市幸町 810
TEL049 224 1126/FAX049 226 4577

10:00～ 19 i Cll

土

昭和 45年創業 無低農薬師菜 無農薬有機米 天

然酵母バン 生鮮品 手造 リケーキ 雑貨 化粧品

健康食品 産地直送品 地方発送可

〈
↓

お ば あ ち ゃ ん の 店
〔〒3530005〕 埼玉県志木市幸町32310
TEL/FAX048 476 4855

10:lXl～ 18:lllll土 自然米 自然食品 天然酵母バン 生活雑貨
オーガニックコットン衣類 布ナプキン

（
●

レフ0 リ
〔〒3550328〕 埼玉県比企郡」劇町大塚 13043
TEL0493 74 0971 FAX0493 74 3562

g i 30～ 191311

・   日
配達地域 :東松山市 嵐山町、」り 1町 、滑川町、寄

居町 江南町、都幾川村、玉川村など
（
↓

春日部自然食品センター

「 正 食 の P]」
〔〒3“ 0032〕 埼玉県春日部市備後東 8477
TEL048 736‐ 7008

101 1Xl～ 18:lXll 
日 祝

自然食品 健康補助食品 有機野菜 雑貨類 食養

相談 整体治療院併設
（↓

店
家

専
か

品食
な

然自

い
〔〒3660052〕 埼玉県深谷市上柴町西 42816
TEL7FⅨ 048 573 1763

11 1 1Xl～ 19:CXl
日

自然食品 健康食品 無震薬野菜 米、バン 化粧
品、ヘナ、雑貨、書籍など

今
↓

サンスマイルショップ 〔〒3580052〕 埼玉県入間郡大丼町苗間11527
TEL049‐ 264-1903  FAX049‐ 264-1914

10:lXl～ 19:∞
年中椰蘇〔盆 正月除く)

無震薬お米、野菜豊富 1豆腐、バン、調味料、石け

ん、雑貨、化粧品などなど
今
↓

桜 の 森  か ら だ に
や さ し しヽ 自 然 食 の 店

〔〒3390052〕 埼玉県さいたま市岩槻区大田 2168東武野田

l・1岩槻駅下車岩槻公園西側信号角 TEυ FAX048 749 5995
10 1 1Xl～ 19:00

火
純正食品、無農薬有機野菜、化粧品雑貨書籍、フエ

ア トレー ド商品、健康食品、配達、宅配
〈
↓

オ ダ カ 自 然 食 品 店
〔〒3390057〕 埼玉県さいたま市岩槻区本町2218
TEL/FⅨ 048 757 5463

∞
らか

‐９
後

一
午
土

順
曜

９

日
〔創業 36年〕癌からの回復の喜びから生まれた店
食養相談、勉強会、料理講習、オーサワ商品、自然
食品、健康食品全般他 配達発送可

（
↓

呂鶴と昌rゝど、理〔〒357-0033〕 埼玉県飯能市八幡町85
TEL0429‐ 72-2326 FAX0429‐ 73‐ 6094

9 1 1Xl～ 20:00
日 祝

お米、オーサワジャパン商品全般、EM商品。

浄水器、備長炭、百年茶、アロエなど 4∞ 種。
〈
↓

小 り|1自 然‐1食|■|= 〔〒3620037〕 埼玉県上尾市上町2725
TEL048 774 8504

10:∞ ～19100
オーサワジャバン商品、エバメール化粧品
健康相談、自然食品健康食品、バンキー取扱

〈
↓

株 式 会 社 ヤ|171キ 〔〒3670311〕 埼玉県児玉郡神川町大字下阿久原955
TEL0274-52‐ 7070

8:311～ 17:311
日 祝

(守 る自然残す自然)有機及び国産原料を使用し天
然水で仕込んだ商品類調味料類、豆腐類、漬物類他

（
も

本多由里恵ピニ■|デイ
クリエック 10SMOS

〔〒3670044〕 埼玉県本庄市見福31219
TEヒ0495220155 F～(0495220150

10∞ ～ 18:l10
日 月

心」の提唱、メイク UP
自然食品、全国発送可

肌

品粧

体

化
身

レ

ｒ
ボ

容

ン

美

ア

面

リ
一二
マ

〈
↓

0て ら さ き 建 食 材
〔〒3691202〕 埼玉県大里郡寄居町桜沢 11522
TEヒ048 581 4968 FAX048 581 7220

‐８
祝

”∞
日

オーサワジヤバン全商品 書籍 健康グッズ サプ

リメン ト 食養 美容 (リ ンパ)相談
（
も

ス
店

ウ
本

八
沢

康
所

健
新

〔〒359111]〕 埼玉県所沢市緑町4720
TEヒ04‐ 2925-2551

10:CKl～ 1900
日

オーサワジャバン全商品 有機野菜 バン 生鮮商

品 生活雑貨 書籍 サプリメン ト他

〈
▲
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アElマ テラピー専門店
ス ロ ー ハ ウ スcoco

〔〒2993203〕 千葉県山武郡大網白里町四天木乙25787
TEL0475-77-5363

9 ilXl～ 21,00
祝日

オーサワジャバン全商品 アロマテラピー商品 バ
ッチフラワーレメディーズ 書籍

〈
↓

鸞蜆
(〒 264∞ 04〕 千葉市若葉区千城台西 卜3412
千葉都市モノレーリレ千1F2台 北駅徒歩 1分
TEL043 237 813]FAX043 236‐ 4255
http:かハハ|ハ″sunlfe― kenko com

∞‐８
祝眸ト

創業 30年 自然健康食品店。天然塩、有機野菜、エ
コ雑貨、腰痛に効果的股関節ベル ト、イチョウ葉サ
ンを始めとしたサプリ等 1800ア イテムの品揃え。
全国発送 OK、 年 4回セール実施

C

薦桑路1露1鷲1難1捜 〔〒2700034〕 松戸市新松戸3]58ソ ミール新松戸 105
TEυFAX047 340 102]

9311～ 17:00
日 祝  ‐

健康相談、医療講演、オーサワジャバン商品他 メタ
ボリックシンドローム解消、デ トックスに関するもの C

自然食品の店■,・ンホ
〔〒2770022〕 千葉県柏市泉町657
TEL0471 67 1997

10:∞ ～ 191∞
第 2日 食品、無農薬野菜、食養 美容相談、各地発送 ①

電鉾
‐Ｋ‐

食然自

Ｔ
〔〒27500]]〕 千葉県習志野市大久保4141フ
TEL047 471 1661 FAX047 471 1661

11:KXl～ 191∞
火 日

オーサワジャバン ムソー商品他アレルギー対応食
品 生活雑貨 書籍 自然食品 ①

あ い .り ■ス■||1鷺

〔〒2860036〕 千葉県成田市加良部451
TEL0476-29-6153 FAX0476‐ 29‐ 6163
URヒ  htlp:〃 homepage3 nty com/a nndげ

13:00～ 18:llll

土

不耕 l●・&無農薬のお米 無農薬の野菜 天然酵母パ
ン みそ 醤油 石鹸洗剤 他。各種発送 &配達承
ります。毎月玄米菜食の勉強会 &健康相談有。

↓

lKUKO   H E3‐ 3S 〔〒2970213〕 千葉県長生郡長柄町徳増 806
TEIЮ 475 35 1236

91111～ 20:∞
水

オーガニック食品、アロマテラピー製品、バッチフ
ラワーレメディ、オーブリーオーガニクス、オーガ
ニックコットン、八―ブティー

（
こ

レ リ アグア
〔〒27201]1〕 市川市妙典 311-12 東西線妙典駅 3分
TEυF～く04フ 3060123

田”‐８
瑚

∞
日

0」 商品&く らしの模様くらしを楽しむ「済の会J

オリジナルプロポリスエキス&天然サプリメン ト ↓

品
場

食
市

康
の

健
も

然
ん

自
ほ

〔〒1041X145〕 東京都中央区築地2141
TEL03-5148‐3383

10 1 CKl～ 18:∞ アンチエージング向けll諏 食品

′部
う

′楽

識

′倶
食

一Ｌ
然

一〇
自

一Ｑ
て

〔〒1060047〕 港区南麻布51527田 中広尾ビル6階
TEL03‐ 5739-1814

∞”
祝

”
日珊

士
自然食品 サプリメン ト 書籍 フラワー
エッセンス他 Э

自然食品と石けんの店
あ ら い  ぐ ま

〔〒1500002〕 目黒区目黒本町3193
TEL03 3794]848 FAX03 3794 1850

10:lll～ 19:lXl
日

オーサワジャバン 野菜、近隣無料配達 新月 満
月にセール .hitp l//vv、

～
w araguma netcOm/

〈
‘

ナ チ ュ ラ ル マ ー ト
〔〒1500012〕 渋谷区広尾 5195 1F
TEL03 6408 2528 http //natura man ip′

1l i lXl～ 211:∞
1定休日なし

有機野菜、オーガニ ック輸入食品 玄米弁当
自然派コスメ オーガニックペ ッ トフー ド

（
●

バ ン フ キ ン ハ ウ ス 〔〒1l10036〕 台東区松が谷3106
TEL03 3841 6315 Fお く0338444034

10100～ 20:00
日 月 祭

自然食品、無農薬野菜とお米 雑穀、化粧品健康補
助食品 バジャン好評、十穀こ飯炊 く C

い る 8、 あ 事 務 局
(旧未来食アトリエ・風)

〔〒]620851〕 新宿区弁天町1435 大江戸線牛込柳町5分
TEヒ 03 3203 2093 http″ vv～ vw iSubutsubu p

12,tXl～ 17:∞
年中無休(正 月除)

雑穀レス トランと SHOP(通販 )。 セミナーの開催、
雑穀料理専門誌 Fつ ぶつぶ」発行 .

食

谷
菜

の

米
澤

玄
根

＆店

ン

品

ラ

食

ト

然

ス

自

レ
〔〒 1130013〕 文京区根津 lヨ 14 千代田線根津駅O
出□右側徒歩 ]分 TEL03 3823-ll130 F～ く033823003]

10:00～ 21 l Cll

日は 17 1 Ctl～

レス トランは 11:30～ 14,30(日 祭休)無農薬
有機野菜、無添加食品全般雑貨 化粧品、
手作リケーキ豊富な品揃

①

あ
場
じ

市

ろ

然白目
｝Ｌえ

〔〒 1450071〕 大田区田園調布 1620
TEL03 3722 6476/お 客様専用 012040綱21

101∞ ～ 20100
日11∞ ～ 19:lll

JAS有機農産物を中心に安全 安心な商品が約
1500ア イテム htp:″、悧vw d eco oga com ①

自然農場 ま ほ ろば
〔〒1430016〕 大田区大森北512
TEL7=輔337685275

10:∞ ～ 18:lXl
日 月 祝

元気いつぱしヽの旬の野菜や元気なお米他 石けん
等々 ①

リ マ 東 北 1沢■膚
〔〒151-0065〕 渋谷区大山町115(lF)
TEL03 3465 5021 FAX03 3465 5022

10:∞ ～ 19:Ofl
正月を除く年中無体

日本 CI協 会食品事業部無添加 純正マクロビオテ
ィック食品約 600品目。無農薬有機栽培の野菜 果
物 米 雑穀。天然酵母バン多種。天然にがり豆腐。

手づくり冷凍惣菜。圧力鍋 土鍋 浄水器アルティ
マ 肌着 タオル 絹製品。自然素材の生活雑貨各
種。

①

海 の 精 株 1式1会 1社
〔〒1600023〕 新宿区西新宿7229
T巨L0332275601 ■怒 0332275602

9:tXl～ ]7:lXl
土 日 祝

自然海塩「海の精Jの生産販売と 「海の精Jを用しヽ
た醤油、昧噌、梅干、漬物などの開発販売。

経 堂 自然 食 品 セ ンタニ 〔〒1560052〕 世田谷区経堂237
TEL03 3428 9555 FAX03 3706 9252

∞
日

田
中酔日

‐０‐
観

自然栽培野菜、くだもの 加工品、惣菜、JAS有機
野菜 くだもの、オーサワジャバン ムソー杉食生
鮮食品他

（
↓

プ

一
″ガ・ズシカ

”
ン

ラ
ウ

チュ
ラ

ナ
ブ

〔〒1660003〕 杉並区高円寺南3606
TEL03 3316 3162 http i7/.twW rakuten co lp/b「 Sugar

10:lX3～ 18:∞
土 日 祝

オーサワ商品 自然農法米 ′ヾン 調昧料 お菓子
生活雑貨 書籍 他

（
↓

自然食粗品店  グル ッベ

本         店
〔〒1670051〕 杉並区荻窪5275
TEL03 3398 7427 FAX03 3398 8651

9:3t～ 19:∞
年末年始 夏期

無低農薬有機栽培野菜 果実、純正食品、自然食品
全般、生活雑貨、書籍、水廻 り上下水道等ホームサ
ービス等 9oyOh時 に宅配 面白八百屋

〈
↓

く つ ろ ぎ I房
自 然 食 品 店

〔〒1680064〕 杉並区永福250-20-103
TEL7F怒 0333273383

10:∞ ～ ]8:00
‐ 日

自然食品、無農薬有機栽培農産物、無添加生鮮食品、
天然酵母バン、雑貨 書籍他。ヨガ教室、料理教室開催。

〈
↓

自然食品 と雑 貨の店
こ       ろ

〔〒1670043〕 杉並区上荻 12421 協立ビル ]F
TEL03 3392 5911 荻窪駅北口下車青梅街道沿い

1■ i lXl～ 2Cl i lXl

ll 日
オーサワ商品 野菜 生鮮品 バン 化粧品
野草茶 沖縄物産品 雑貨 ペ ッ トフー ド等

今
↓

や
ば

み

ろ

る
ひ

く

の

店

陽
の
太

品
社

食

会

然

限

自
有

〔〒1570073〕 世田谷区砧5246
TEL03‐ 3415 1663 FAX03 34]5‐ ]485 小田急線祖師谷大蔵

111C10～ 19:llll

l 日 祝
オーサワ商品 野菜 生鮮食品 生活雑貨 健康相
談 http //、、Nvw tayOunOhroba co ip

（
ι

健康 線合 開 発 株 式 会 社
〔〒1600022〕 新宿区新宿541新 宿Qフラットビル 301

TEL03 3354 3948 http i″ vv、 vw kenkosogo ip
10∞ ～ 17:Oll
●土 日 祝

マスタークック土鍋、ガスマッ ト、土ひん 理想の
寝具パシーマ、健康食品 全国発送

今
↓

早 稲 田
自 然 食 品 セ ン タ ー

〔〒 16200“ 〕新宿区喜久丼町 51 地下鉄東西線早稲田駅
夏目坂□ ■EL03 3202 9611

900～ 19:∞
日 祝

オーサワ商品 野菜 雑貨等。カタログ誌有。
http l″、

～
Nvw bunnshdn colp/waSed″ C

所

一療槻鍼塾場蔵
馬

・
田
Ｗ

高

一

〔〒 169111175〕 新宿区高田馬場 124-14加藤ビル 3F
TEυ Fだく0332050495
」R高田馬場駅徒歩 3分 (加藤眼科のビル )

３０
∞
締］］仙剌

∞

‐０
‐５

■

八り治療、姿勢のゆがみ、健康相談。「患者と家族
の気功 操体法教室J「 お灸 温灸講座」く操体法
をエスペラントで世界へ>

赤 と う が |ら し
〔〒 1フ00003〕 豊島区駒込 卜288
TEL03‐ 3947-812]

11:∞ ～19100
日 祝

オーサワジャバン全商品 無農薬有機野菜 食品
化粧品 雑貨 本駅から歩いて 0分 ①

富士見台自然1食IE着 〔〒1760021〕 練馬区員丼 314‐ 16

TEL03-3990-6773
9100～ 191∞

日
自然震法食品、野菜、化粧品、図書

〈
ム

村然自
〔〒 ]770051〕 練馬区関町北233-12
TEL03 5927 7787西 武新宿線「武蔵関J駅南口歩 3分

1000～ 19:Oll
日

無 低農薬野菜、自然食品、生活雑貨、化粧品 本
等 月末の金土 よセール お近くは配達無料 ①

雰摯Tり謝旬 〔〒1760025〕 練馬区中村南331フ 2階
TEL03 3998 0968 FAX03 3998 0964

10:lXl～ 17:30
(要予約 )

水 日 祝

自分で浄血できる「手動式プ八ンJの通販と卸 貴
女の再生の為のカウンセリング講座

,ヵ↓彗5,子さ:` 〔〒1360074〕 江東区東l1/31626
TEL03‐ 3644-6401  FAX03-3644-6403

10:∞ ～ 20 i tXl

火 祝
地酒 銘醸ワイン 本格焼酎 ベルギービール
自然食品 htp:||… nommlettp ↓

村さや しヽ
〔〒 181‐ 0013〕 三鷹市下連雀 3625坂本ビル lF

TEL0422‐ 47-6639
101∞ ～ 19 i tXl

日
有機野菜、無震薬米、天然酵母バン、生鮮食品、生
活雑貨、自然化粧品、海の素 他 O

品
社

粧
難

化
株“Ｆ″

自
レマ九

リ
ナ

〔〒 ]870004〕 小平市天神町 1232C 東京本部
物流センター TEL042 344 1フアO FAX042 344 41フ 7

9:CXl～ 17:311
日祝(土 は不定休)

リマ自然化粧品卸販売 いんやん倶楽部の愛情シ
リーズア トピーアレルギー対策卸販売
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亀||1畿ま食平品ギ"‐寧
〔〒1870041〕 」ヽ平市美園町卜331
TEL042 341 2908

101■
111"

自然食品 健康食品 有機農法野菜 化粧品 アレ
ルギー対応食品菓子 生鮮食品 宅配 Э

”聞
八
学
前

一
駄
詢

ジ
南
屋

ナ螺
綱

工
国
紀

〔〒 18611102〕 国立市東 11617ポボロビル地下―階

下リエスカレーター右側
TEυ局へX0425722500

]01∞ ～ 19 1 CKl

第 3大
正月1ま 4日より

オーサワ商品 自然健康食品 化粧品 備長炭 お

茶 調味料 ア トビー対応 OS工業シジュウム全商

品 リフレクソロジー 全国宅配

（
↓

爛響繁騒調轟
霧進桜看書娑
ナチュラルフーズSOGEN

〔〒 1920054〕 東京都八王子市小門町 202
TEL042 625 0096(代 )FAX042 627 0923
〔〒9650832)福 島県会津若松市天神町 141]
TEヒ  Fκく0242298116
〔〒 381‐ 002]〕 長野県長野市屋島 1769

TEL026-222-7345 「
AX026-222-7816

叢 ‖ E姉

半断食後、懐石料
理送ります

草農法栽培による時季収穫野菜と安心食材を使用 し

た懐石料理。御節句懐石、精進お節料理他。料理長

によるパーテイー出張料理受注中。 (通 いで行える

半断食後日には懐石料理がこ自宅へ直送 )。 料理教

室 (月 2回 )。 車農法栽培 (動物の肥料は一切施 し

てお りません)野菜 お豆腐、漬物セ ッ トなど会員

限定産直便■
l・ 好評です。

Э

イノチ|●糧羅八王子店
〔〒 1930833〕 八王子市めじろ台 4125
TEL0426 63 591l  FAx0426 66 4622

京王高尾線めじろ台駅より歩 3分
ド♂轟猟響

オーサワジャバン全商品、無震薬朝どり野菜、

有機玄米、天然酵母バン 健康食品、衣料品、

ウォーターなど。

証

イ

認
パ

↓

い ドリームビジ ョン 〔〒202-0023)西 東京市新町 5520
TEL0422-36‐ 2055

9 1Xl～ 19:CKl 自然化粧品等の通信販売及び卸販売

八  丈  自 .然  館
〔〒1001401〕 八丈島八丈町大賀郷7590

TEL04996-2-1800

91∞ ～20:∞
祝

真空浄血療法、自然食品販売 ①

品食然自

参人

〔〒2080021〕 武蔵村山市三ツ藤 14213
TEL042 560 4459htp:〃 vvvvw e n可 ∩lp/

10100,20:∞
■|1年申無体 ‐オーサワ商品 有機野菜 lle康 食品 自然派化粧品

生活雑貨 全国発送 配達 ①

岩 井 の胡麻油 株 式 会 社
〔〒2210053〕 横浜市神奈川区橋本町2126
TEL045 441 2033 FAX045 441 2037

|ヽ|■ヽ ～17:lll
土 日 祝

良質な黒こまを圧搾法で搾つた純正黒胡麻油「無量
寿」無添加 無香料の自然な風味

〈
じ

マ ニ ホ ァ ジ ユ
(穀菜食レストランヽ 販売)

〔〒2591325〕 秦野市荻が丘841
TEL0463 89 3831http:〃homepage3 n ty com/man holu

101∞ ～ 17:00
年中無休

毎月 4コースの料理教室開催 ランチ お弁当

コース料理もすべて予約制でお待ち しています
〈
↓

轟 菫嶋 チ
〔〒 241-0824〕 横浜市旭区南希望が丘 2

TEL045 363 0846 FAX045 363 0847

南□よリバス通り信号 2つ 目左折 200m角 蘊醤i世
オーサワジャバン商品 輸入冷凍食品 食べ方 9出
し方υセミナー随時

'安
くてきれいて幸せ若返 り研

究会 ,コーヒー腸内洗浄取扱店

〈
↓

す こ や か 広 場

〔〒2440003〕 横浜市戸塚区戸塚町 118山ロビル ]F
」R戸塚駅西口徒歩約 5分
TEL045 881 7636 FAX045 881 2772
http:〃 sukoyakahroba cOm

10∞ ～ 19 illl

日 祝
戸塚図書館そば

オーサワジヤバン全商品、野菜 天然酵母バン、食

器 衣類、生活雑貨、図書、通信販売 近隣区内無

料配達 売出しは毎月です。

E― mal:sato@sukoyakah roba com

（
↓

熙 幣拿幣 幕〔〒2400023〕 横浜市保土ヶ谷区岩井町 ]フ

TEL045‐ 337-2228 FAX045‐ 335‐ 3896 盤:∬轟絶肥
オーナーは生薬漢方認定薬剤師 保険調剤 健康食

品 自然化粧品 精油全国発送可
〈
↓

マクロピォティック&自然
食品のお店ナチュラン ド

〔〒2230062〕 横浜市港Jヒ区日吉本町338
TEL045-564-8351  Fのく045-564-8352

10:CKl tlm:∞
年中無休

玄米菜食 レス トラン (食事 お茶、手作 リデザー ト

等 )、 自然食品販売 陶芸ア トリエ有り
（
↓

アースママシ ヨツ|プ
〔〒2470006〕 横浜市栄区笠間 1211
TEυFAX045 893 8965 大船駅笠間口徒歩 2分

11:∞ ～19:∞
年末年始以外無体

自然食品 自然療法の器具 エコ雑貨 毒性ゼロの

シャンプー 化粧品 全国発送可。
〈
↓

一河陽陰
〔〒2490006〕 逗子市逗子フ158
TEL0468 73 7137 FAX0468 71 4383

『
∞言で 食品 無農薬野菜、豆腐 化粧品、食養相談 配達 〈

↓

K A Y A本  店
〔〒2280024〕 座間市入谷426139
TEL0462 55 9326 FAX0462 57 3664

ｍ
日Ｖ

都
”
夏

Ⅷ
肝

‐０
年

無農薬有機野菜 伝承自然食品健食雑貨全般

全国電配有 宅配料害」安 宅配割引セール有 O

やろこま
〔〒2500003〕 小田原市東町 395
TEL0465‐ 34‐ 9612

∞‐７
月

”∞
日 純正食品、C図書 ①

0く―||ltllll‐う|― の難韻〔〒2540013〕 平塚市田村73020
TEυFAX0463 53 2683 :1301alギ

医薬品、健康食品、リスブラン化粧品 足心道

健康指導教室 食品 ①

店
ド

の

一

品
ロ

食
ス

康
ル

健

ヘ

〔〒 2420021〕 大和市中央 5142あ する一どパーキングビル

103(大 和警察署 2軒隣の ビル lF)
相鉄線 小田急江ノ島線大 Tl駅から徒歩 4分
TE田46 262 0020 FAX046 262 5968 http l//vvν vw hrh co lp

10 i lXl～ 19:lXl
日

断食と食養及び健康補助食品によリベーチェッ ト病

を克服。生き方を変え S49年 創業。O」 商品多数、

自然食品、有機野菜、エバメール化粧品、食養健康

相談、通販、毎月「日曜を除く月末の 5日 間J特売

①

やな
〔〒2480014〕 鎌倉市由上しが浜3947
TEL0467 24 0664 FAX0467 23 7264

9130～ 18:30
■ 土

有機野菜 果物、自然派化粧品、無料配達 (横須賀、

茅ケ崎、藤沢、戸塚 )
①

店
プ

お

ツ
０
ヨ

品釘
シ

然

ン

自
サ

〔〒2560816〕 小田原市酒匂 1054 市場内
TEL0465-47 0558 FAX0465 47 0611

‐
|1電I場

∞マクロビオテイック食品等 配達あり、地方発送も

あり、hupノ/mWV Sunshop coip/
（
↓

マ ル ナ カ 築 局
〔〒4030004〕 山梨県富士吉田市下吉田 251

TttL0555 22 0200

9:lXl～ 21:∞
第 24日 漢方薬、健康相談、リスブラン化粧品、食品 C

自 然 食 品‐有 1構 村
〔〒4000065〕 山梨県甲府市貢川 1318
TEL055 222 1872 http:〃 、、Nvw]]劇 da Or,p/u‐ kmura/

10 KXl～ 19:lXl

l年中無休
自然食品全般 オーガニツクコツトン 自然

化粧品 書籍 文具 CD 生活雑貨 C

01 光 彩 工 芸 〔〒4070104〕 山梨県北巨摩郡双葉町竜地 3049
TEL0551-28-4181

'11町

L旧
:∞

貢金属装身具

ク
ス

¨

フ‐‐ィ

イ
ォ

カ

クリ
ッ

エ

ィ

ウ
テ

〔〒4080002〕 山梨県北社市高根町村山北割10983
TEL0551 47 4585 htp:〃 wvvvv u Ch ro com

9:00～ 20:∞
日体

完全予約制

八 ヶ岳南麓にあるマ クロ ビオテ ィックを基本 に し

た、代替療法の専門施設。滞在型の療養プログラム

あ り。

〈
↓

申 ‐■央 調 剤 ‐肇||‐ 局
〔〒4010015〕 山梨県大月市大月町花咲 12M3
TEL0554 22 3325 FAX0554 20‖ 25 呈響:高‐課

大月市立中央病院前。調剤薬局、シユタイナー関連

商品、純正食品 生活雑貨、医薬品、書籍 Э

河口湖アルカンシェール
〔〒40卜0305〕 山梨県南都留郡富士河口湖町大石 24982
TEL0555-76-6662 FAX0555-76-6682
http l llNw acen 9rip/

年中無休

マクロ食の宿泊施設。 1泊 2食 12.600円 。松本光司

先生料理教室。半断食スクール。会席料理 3,675円 。

アロマテラピーサロン。
Э

摯

う
の
一

母一
ご

ピ卜
■

ア
は

〔〒3800803〕 長野県長野市三輪1251]
TEυ FAX026 259 1151

10:lXl～ 18:lXl
日 漸″ ‐

ォーサワジャバン バン 米 野菜 化粧品 フラ

ワーエ ッセンス 森修焼 本 他自然食 O

畠轟機農藁轟舞
〔〒381-0021〕 長野県小諸市甲32322
TEL0267‐ 24‐ 8600

9∞育|ヽ響オーサワ商品取扱い マクロを主体 とした自然療

法、手作 リフー ド、メディカルアロマ ①

花  と  自  然  食
ア ト リ エ 映 伎

〔〒386‐ 0042〕 長野県上田市上塩尻4541
TEL0268 21 4187 FAX0268 21 4188

11:∞ ～ 18100
日 月 木

オーサワジヤバン商品 天然酵母バン、雑貨、花と

マクロピオティック料理教室 ①

りどんの
〔〒3861102〕 長野県上田市上田原876]
TEL0268 26 9355

9:∞ ～17:lXl
日 祝 |‐

ォーサヮジャバン商品 根を守る核酸有機肥料 核

酸 &キ レー ト酸素食品 無震薬野菜 ①

じねんや軽井沢パイパス店
〔〒3890111〕 長野県北佐久郡軽井沢町長倉 27331
TEL0267-46‐ 2476

10:llll～ 1800
1 不定体 ■■

玄米 雑穀 有機野菜を使つたオーガニック マク
ロビオティックレス トランと□八スショップ C

店

ス

おの
ウ

ロ”
食

ハ

然

―

自

ａｍ

〔〒3998301〕 長野県南安曇郡穂高町有明 375520あ づみ野

社中内 am八ウス TEL0263 81 5060 FAX0263 81 5061
9:∞ ～ 21:∞

年中無休
オーサワ商品 自然食品全般、雑貨、肥料、環境浄

化用品 鉱泉イオンパ ック&ピーリング
今
↓

自 然 食 品|=味 調 和
〔〒4370063)静岡県袋井市田町27]
TEL0538‐ 44‐ 2]07

瑚
帥

”‐胡
∞
盆

１０
日

無農薬野菜 自然食品

健康教室 バイタルチ ェック
〈
ι

7ゃ ξ」|しILば守〔〒4370127〕 静岡県袋丼市可睡の社41
TEL0538 48 8002 FAX0538 48 8052 キ

ー
響黒采8:響

無農薬野菜、自然食品、生活雑貨、書籍。野草こど

も診療所の診察室の語 らいから生まれました。
〈
↓

63 o Macrobiotique 200'7. 6



フ
イ

イ

レ

ラ

モ

然

ス

自

コ
〔〒4338]]フ〕浜松市高丘東4261
TEL053-438-8323 1,iT百

18:∞ 無農薬野菜、自然食品、オーサワジャバン商品、料
理教室、配達

〈
↓

場
田

道
摯

鵬
・断生

半
橿

〔〒 41311X02〕 熱海市伊豆山 1062
TEL0557 80 2101(代 表)

毎爾

'日

～8日
‐‐‐‐鋼 修

「宿便とりJ半断食 拡大な施設と 20年の歴史「指
導者養成」  道場開設目立営業の人に

〈
↓

響
ジ
饉

ィ
豆

ア
伊

〔〒4]30232〕 静岡県伊東市八幡野 1737
TELl1557-54-001l FAX0557 54 0110

7130～ 20:3tl
年中無体

断食療法 食事療法 物理療法など総合的な健康づ
くりの場。資料を無料で郵送します。

（
↓

店
ン

品

．リ
食

●グ
然

士
自
日

〔〒4180061〕 静岡県富士富市北町 413
TEL05綱 223741(ニ コニコミナヨイ)

∞‐８
祝

”
・

∞
日

リマ クッキング富士宮校 (毎月第 1水 ―初級、第
2水 ―中級 第 3水 ‐上級)食品、野菜

↑
一

カ  ミ■■|ナ ー リ  ヤ 〔〒4200842〕 静岡県静岡市銭座町681
TELOM 247 8754 11』黙黒栞1撃 有機野菜 食品 〈

ι

与レタ
=|■

rツ
ー
ズ〔〒4210421〕 静岡県牧之原市fIB江 1487]

TEL0548-24 1414 FAX0548-241415
10:脚

課‐撃
有機無農薬野菜、自然食品、化粧品、選び抜かれた
商品を扱 っています。

〈
ι

蓮天0
療正院 劉 :院 [〒 4360064〕 静岡県掛川市北門 125

TEL053フ ‐22-8115
9:lXl～ 22 i CKl

不定体
整体 気功 痩身 アロマテラピー フラワーエッ
センス 各種自然療法 健康食品 C

自 然 食 ‐品 リ ー フ
〔〒4100882〕 静岡県沼津市町方町43
TEυFAX055 963 4888

9'CXl～ 181‐ 00
不定体■|‐ |

無農薬晨業物、自然食品、オーサワジャバン
エバメール、浄水器 海洋保全活動グッツ

（
も

雪●1博多品の導 〔〒 4‖ 0848〕 静岡県三島市緑町 32
TEL0559 75 0643 FAX0559 75 3208

8:30119130 自然食品 健康食品 こだわり農産物 詈籍
調理器具 料理講習会へのお誘い Э

のびらわ
〔〒4240943〕 静岡県静岡市清水区港811512
TEL0543‐ 52-9649

10:CKl～ 18:∞
日

自然食品 化粧品 生活雑貨 有機野菜果物 天然
酵母バン 生鮮食品 Э

麗麟 鴇蒻震〔〒4250033〕 静岡県焼津市Jり  36086
TEL054 624-4246 8:3C‐ 38‐ 1 3Kl

医食同源、あなたが塚庭の名医にな りましょう。
難病、奇病にとりくむオーラ治療法。 ↓

株伊勢害  健
=事

業部
〔〒4110912〕 静岡県駿東郡清水町卸団地305
TEL055-971-0584  FAX055-973-2038

9:30～ 18:lll

日 祝
日本 CI協 会、健康食品、食器、シュタイナー関連
商品、介護用品

〈
↓

一
ル

エ
ナ

一
シ

オ

ナ
ム

．タ
ェ

ン

輸

イ
〔〒4]3001]〕 静岡県熱海市田原本町91
URL http″ 、、N、w htermoanetco p/

自然米 自然食品販売。岡田式健康法 (統合医療)

による健康増進セミナー、料理教室。

気玄爺
〔〒

“

20857〕 愛知県豊川市八幡町鐘鋳 24フ

TEL0533 86 5679 FAX0533 89 1072
10:00～ 19i∞

|■月‐ マクロヒオテイック商品、野菜 バン、生鮮 サプ
リメン ト 化粧品 オーガニックワイン 自然酒
雑貨。発送配達有。波動測定、血流lll液 細胞測定 (豊

橋店は針灸治療院も併設)

Cキ
気

ン
玄

一
帥

ゲ
ー 41♂書ろ〔〒4400831〕 愛知県豊橋市西岩田6]6]1

TEL0532 69 0655 Fハ X0532 69 0656 http:″ 、～、、w genttshop cO p
10∞ ん ∞ i lll

日

菫橋自然食品センター旧市
民 病 院 跡 地 前

〔〒4400897〕 愛知県豊橋市松葉町365
TEL0532-54-58フ 6

9:lXl～ 18

日
∞ オーサワジャパン全商品 バン 生鮮食品 生活雑

貨 書籍 免疫力強化食品 他 ①

コ ジ マ フ ー ズ 〔〒4570011)愛 知県名古屋市南区呼続元町 927
TEL052-821-8746

∞‐９
祝

一
・一

自然農法米の販売 玄米餅、玄米粥 玄米こはん、
〔大豆、小豆 金時豆、黒豆〕の水煮等製造及び販売

寿 元 ナ|‐ ■ゴ ヤ
〔〒4610004〕 名古屋市東区葵 3丁目 23]1
JR 地下鉄干種駅 5番出□前
TEL052 935 2366 Fκ く0529352373

10:lXl～ ]7:llll

日 祝

マクロビオティック商品、純正食品 書籍 無 減
震薬野菜、天然酵母バン、生活用品
セミナーあり http:/7ヽ vwwll ocn nelp～ lugenny7

（
↓

ヘ ル シ ン グ あ い 〔〒4510031〕 愛知県名古屋市西区城西21513
TEL052 602 5930 Fだ く0526025950

10 CXl～ 18 i CXl

日 祝
無震薬有機栽培野菜、お米や天然酵母バン、木桶醤
油 etc。 喫茶では無震薬コービー、ランチをどうぞ

（
↓

然‐_1食  B10自
〔〒4670807〕 愛知県名古屋市瑞穂区駒場町59
TEL/FAX052 842 5010 htp l″ 、～Nvw s b oip

,130～ 18:30
・・  日  ■

リマ クッキングスクール名古屋教室
マクロビオティック食材 書籍 雑貨他

〈
↓

店

一

の
ジ

，
■

然

コ
自
エ

〔〒4710069〕 愛知県豊田市高原町434
TEL0565 35 0238 FAX0565 35 0216

10:∞ ～ ]8:Otl

日
健康食品、無農薬野菜 化粧品、シルク生活雑貨、
浄活水器、書籍、純正食品

と
＞

一　　．

る

．ジ
〔〒4ア 10806〕 愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂通り245
TEL052‐ 841‐0146

9:∞ ～ 19:lXl

日
オーサワジャバン商品 バン 野菜 生鮮食品 生
活雑貨 縄製品 化粧品 書籍 他

今
↓

ヘ ル||シ |‐ メ イ ト
〔〒仰 0833〕 愛知県岡崎市柱曙 1丁目 ]0]]
T∈ L0564-52-7000 FAX0564 52-7119
名古屋焼山店 名古屋市天自区焼山 TEヒ0528003533

Ю:∞
がり

無農薬野菜、食品 化粧品、自然酒、オーガニック
ワイン 衣料、雑貨、書籍 全国宅配

（
↓

椋乃里 (ム クノサ トう 〔〒4870005〕 愛知県春日丼市押沢台71017
TEL0568-91-0666  FAX0568-91-4445

∞

瑚
ヽ
∞

∞

餌

‐０

鉗
高蔵寺ニュータウン内 超エネルギー水

・
活
・

取扱
店 無農薬野菜 食品 化粧品 森修焼

〈
ん

チ ル チ ル ミ チ ル 〔〒4750924〕 愛知県半田市東郷町 3391
TEL0569-22‐ ]076

9:∞ ～ 19 i lXl

日
自然農法野菜、自然食品 天然酵母バン、生活雑貨
自然化粧品 カフェあり、電話注文承 ります

へ
じ

01■71 ル  テ ■ィ
〔〒4801154〕 愛知部長久手町塚田 1922番地シェフォーム
エタニ lF TEL7FAX0561 63 9799地 下鉄藤ヶ丘駅

9:ど
1%田

鍼灸手技療法、母乳育児相談、プロポリス

lil康 自然食品、書籍 雑貨
´
も

肖是
難で

鸞皿 〔〒4910002〕 愛知県―宮市時之島丸先212
時之島公民館の前 TEL0586 51 9559 Ⅷ

月
「
錮

∞
ト

∝
第

オーサワジャパン商品など全国より厳選 した、安全
安心の、こだわり食品と雑貨 1800種 。 ↓

キ

ん

一

や
ユ

ち
店

っ
の

あ
り

の
わ

酒
だＬ̈

〔〒5060824〕 岐阜県高山市片野町5228
TEL0577 32 5078 F～ く0577361588

∞
水

ａ卜悧
９
日

オーサワジャバン商品 無震薬栽培野菜
オーガニ ック食品 雑貨 天然水 e

果

藤‐‐青難
加
湯の

社
ま

会
ゆＴ 〔〒5030836〕 岐阜県大垣市大井町451

TEL0584-89-5776
ア
臓 T続

∞オーサワジャバン全商品 生鮮食品 生活雑貨 書
籍 他 ↓

榊 わ ら ■ヽ |1村 〔〒5050051〕 岐阜県美濃加茂市加茂野町鷹之巣342
TEL0574-54-1355

‐８

日眸鋭
Oll 自然食品 無晨薬野菜 生活雑貨 詈籍 フェア ト

レー ド品 料理教室、イベン ト、通販あ り。
〈
↓

MaC70b10thue
お か あ さ ん

〔〒5060013〕 岐早県高山市有楽町46S NGビル2F
TEυFAX0577 35 1057

∞
日酔報

∝
水

マクロビオティック食材、オーガニ ックコットンの
衣類 エコロジー雑貨 書籍 他

（
↓

モヒ11粛 ノ
〔〒 9100032〕 福丼県福丼市堀ノ宮 1803市内バス三郎
丸団地下車 ]分 第 2堀ノ富下車 3分  TEL0776 21 3811

011:1即‐
～

19 1 Cll
l lll■ 日

体質別食養指導、料理教室 試食会、自然食品 健
康食品 (プロポリス )、 波動測定

（
↓

米
や

機市
〓

自 然 食 品|
か  ね |

〔〒5150075〕 三重県松阪市新町830
TEL0598 2]2602 FAX0598 2]8799 htip ′7■ぃ

^w e kanekoya com

9,311～ ]911111

B
有機米 天然酵母バン 有機野菜 豆腐 調味料な
ど。基本の食生活を大切に考えている C

信 買 山 断 食 道 場
〔〒6360832〕 奈良県生駒郡三郷町信貴山西2102
TEL0745-73-2507

毎年 121～ 2/末日
嚇 み

断食または半断食と正食指導
案内書送呈 入場割 泊 6.600円

b\lvtDLl 〔〒 63101X12〕 奈良県奈良市東登美 ヶ丘 4165(東登美 ヶ丘
5丁ロバス停より徒歩 ]分 ) li叩肩

191T 自然食品全般、あいがも震法米、無農薬 低震薬野
菜 果物、自然素材雑貨、石鹸 八―ブ ①

ン
書

シ
う

一
一

ス
ん

へ
け

〔〒5200851〕 滋賀県大津市唐橋町 1414
TEL077-537 3878 FAX077 537 4122

9:lXl～ 20:∞
日

自然食品 漢方薬、鍼灸、操体法 ①
ケ  リ ケ  リ ・
マクロ ピオテ ィクス

〔〒5260831〕 滋賀県長浜市富司町 457
TEL0120-298‐ 564

∞‐９
日卜士

マクロピオティック商品中心に、免疫力を向上する
ためのいろいろのエッセンスを集約 倉

ズ

マ
一
マ

フル

イ爾
ナ

エ
〔〒6020934〕 京都市上京区新町通リー条上ルー条殿町4832
TEL075‐ 431-5005

り:∞
冨‐ll響 無農薬野菜 天然鮮魚 自然食品 オーサワジャパ

ン商品から生活関連雑貨まで。市内配達可
（
↓

マクEllビ|オティック京都
〔〒6068101〕 京都市左京区高野蓼原町77
TEL075-7]1‐ 4551

〈
↓

ヘ ル ス 伏 見
〔〒6128037〕 京都市伏見区lll山 町鍋島 7

」R桃山駅西 50m TEL075 611 0337
10:lXl～ 20:∞

日
純正食品、洗剤、無農薬野菜 （

↓
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硼̈
協

し

活

ら肇篠
平
額

〔〒6128312〕 京都市伏見区津知橋町 3901
TEL0120-869-860

24欝問営業
年中無休

生活再生支援 (悩み相談 無料)24時間受付中 /

オーサワジャバン全商品 衣食住遊再生支援 / ①

京都太秦しぜんむら
ブレマ い 実 店 舗

〔〒 6168125〕 京都市右京区太秦組石町 10]
太秦駅南佃1ホーム内 TEL075 873 3877

∞”‐９瑚
∞
日

http : //M.binchotan.com Xle http : //ww.rakuten.
co.jpluzumasa,/ ailX4 . EIJ+iX I O

ウ エンデ イー・ マ マ 〔〒6038157〕 京都市北区紫野富東町 175
TEL075 411 4460 http ″vvvvw w― mama com

10:CXl～ 19:00
日

自然食品、健康食品～生活用品ま厳選した トータル
な品揃え。通信販売、HPで注文可。 O

ボ ケ ツート■く|‐ う●ぶ
〔〒6038167〕 京都市北区小山西大野581
TEL075-415-1333 http:′ ンヽ、～、～v pOcket c ub colp

10:∞ ～18:30
日 ,祝

オーサワ オルターなどのこだわり食品。日用品。
ヘナ染 0

ム ス ピ ガ ■|デ|ン
〔〒5400021〕 大阪市中央区大手通227
TE田 6 6945 0618 FAx06 6910 623フ

9:lXl～ 19 i tXl

日 祝])"～ 17:KXl

不定休

自然食品全般 (無農薬野菜 調味料 書籍 鍋 玄
米弁当など)約 2000ア イテム通信販売有り

会協食正
〔〒5400021〕 大阪市中央区大手通227
TEL06-6941‐ 7506

9:∞ ～ 18:∞
日

料理教室、本部講座、研究会、入門講座

家のぎむ
〔〒5320002〕 大阪市淀川区東三国41フ 5 1階
TEL06-6395-7806

∞‐８
日

ヽ∞
土

純正食品、無農薬野菜、健康講習会、千坂式ミネラ
ル健康法 ↓

機麟爵轟轟″♂鳥桑〔〒 5330033〕 大阪市東淀川区東中島 120-12-414号
UR新大阪駅東口出て正面 ユニソーン新大阪キドビル4F414号  TEL06 6326 66"

平日101∞ ～19i m

土日101∞ ～ 1フ l lXl

取扱品自然食品 健康食品 自然派化粧品 ,争 水器
圧力鍋 書籍

〈
↓

ノ
■
っ

サ
こ

合

ヽ

総

じ

報

で輔康
健
健

〔〒5360005〕 大阪市城東区中央 1824
TEL0120 64]44]

10 CXl～ 19 iCC

日 祝
ｍ
す

〃www kenyu kan comに て全国こ注文承 りま
Э

光線治療院 ドレナージュ
( 訪  問  可  )

〔〒562111136〕 大阪府箕面市船場西11217
TEL7FAX072 700 8880

101111～ 20:00
年中無体

光線治療  リンパ ドレナージュ

オーサワジャパン全商品 食育

薬然

配

自
宅

〈
ａ

ナ チ ュ ラ ル フ ー ズ
グ   ラ   ン

〔〒5731111〕 大阪府枚方市楠葉朝日 163
TEL072 855 0114 hltp:″ w、

～
w nf qra n com

10'Oll～ 19:lI
日

野菜から食品全般 関連雑貨まで 高品質なものを
取揃えてしヽます。

〈
↓

大 阪 SOTAI法 研 究 会
(石 丸 博 英 )

〔〒 5800022〕 大阪府松原市河合 263
TEL0723 32 9293 看板な し

9 1 CItl～ 211 i lll

年中無休 操体法指導 します （↓

安 全 な お 米・ 自然 食 品
根   つ  こ  や

〔〒5820009〕 大阪府柏原市大正3135
TEL7FAX0729 72 0467 hip:″wwvveco o shop cOm/

19111～ 20 i lXl

第1 2 3日曜日
無震薬米 オルター生鮮食品他全商品 オーサワ全
商品 玄米料理教室 操体 自然震塾

（
↓

卜

一

レ̈
も
オ

ペ轟

・ ク
安
ワ

〔〒5840048〕 大阪府富田林市西板持町 235
TEL0721 34 2600 ■S0721342777

9:KXl～ ]9 1 1Xl

日
無震薬野菜、鮮魚など安全なたべもの全般、代替医
療品 代替衣 住グッズなど 14000ア イテム

（
↓

お l」 ん き で す か
ゆ う き の 八 百 屋

〔〒5840092〕 大阪府富田林市昭和町 1613
TEL072卜 262619 島へX0721-26-3419

10:tXl～ 19:∞
月

無震薬野菜 果物約 60品 米 天然酵母バン

健康自然食品全般 1500品 (全 国宅配 OK)
〈
↓

オー ガニ ックプラス 〔〒 5900412〕 泉南郡熊取町紺屋 223-]0
TEL0724 52 5641 ■総 724525741

爛
日］翻

∝
月

自然食品全般 健康用品 健康講座 波動演1定 フ
ットケア アロマスチームサウナ 他

（
↓

(名 )ア リモ ト黒壁の工房
い つ73iく せんべい半月庵

〔〒6790104〕 兵庫県加西市常吉田I字東畑6479
TEL0790 47 2220 http:″ pp∪ku com

9:∞ ～ 18:∞
ほぼ年中無体

有機玄米せんべいづくリー筋 50年。有機 」AS認 証
工場には、直売店も併設 しています。

喫茶 と自然食品の店
の  じ  ぎ  く

〔〒 679530]〕 兵庫県佐用郡佐用田I円応寺 165

TEヒ 0790‐ 82‐ 2171
8:lXl～ ]9:∞

不足体
オーサワジャバン商品 抗酸化食品 A08化 粧品
生活雑貨 図書コーナー 健康セミナー

〈
↓

湾 愕 尋織 菫
〔〒6580015〕 神戸市東灘区本山南町 9845
TEυ FAX078 431 9151

予約受付中です
こ連絡くださいり

アンチエイジンク 1健康で美しくクッキングしまし
ょつワ Ema「ss klchen@kcc zaq neJp

神 戸 ヘ ル ス フ|■|ズ
‐〔〒6580072〕 神戸市東灘区岡本 ]772F
TEυ局へX0784531777

10:00～ 19:∞
火 祝

オーサワ商品 野菜 バン 生鮮品 ハーブ&アロ
マ商品 バ ッチフラワー エコ雑貨 C

自然食品の店 1向 1自 1業
〔〒6900064〕 島根県松江市天神町82
TEL0852 26 3801 ■黙0852314172

9 1 1Xl～ 19 i lXl

日 祝
無農薬野菜 天然酵母バン、自然食品、配達有、料
理教室、食養相談、健康セミナー ①

儡 認ヽ:貯 〔〒7000824〕 岡山県岡山市内山下11016
TEL086 234 9790 http:″ www wh tera com

10:∞ ～ 191∞
火

自然食品 無農薬野菜 健食 エコ雑貨 自家製天
然酵母バン レス トラン 整体 ギャラリー

へ
ι

自然食百
‐
科
‐
柿の1本

〔〒フ100132〕 岡山県倉敷市藤戸町天城2221

TEL086-428-8227
9 1 CKl～ 19:CC

El
無農薬望テ菜と自然食品豊富な品揃え配達有 ○

有 機 食 良 品 館
〔〒 7000921〕 岡山市東古松 443
TEL086-221-7155

llll～ 19:llll

日 第3月
オーガニ ック無添加自然食品とマクロビオティック
ランチのお店 ①

株式会社ビバ
ビパおはようショップ

〔〒7300806〕 広島市中区西十日市町9]2
TEL082-293-8321

9100～ 19 i lXl

日 祝
健康自然食品 33年の実績と信頼。健康関連の食品
機器 グッズ 図書の販売 卸 し

実皆 C l

〔〒 7340007〕 広島県広島市南区皆実町 4112
TEL082 255 2846 平賀佐和子

毎月第 4土例会、料理講習、PU勉強会

店
き

の品
さ

食加
め

添無
う

〔〒 7315127〕 広島県広島市佐伯区五日市 2925
TEL082-922-5228 FAX082‐ 922-4940
」R五 日市駅北口徒歩 3分

10 1Xl～ 19 1 tXl

日 祝

オーサワジャバン全商品、野菜、自然食品全般
アレルギー対応食品、惣菜等。配達 配送。
天然酵母バン 自然化粧品 生活雑貨

①

有 限 会 社  ツ ル シ マ
〔〒7470027〕 山口県防府市南松崎町54
TEL0835 22 034フ  FAX0835 22 0316

∞
土

―フ
第眸＝

鮮
日

鶴島純正自然食品販売元
健康学園 料理教室

フ
ルイ

行
ラ
バ

レ

ス列
・ク

ユ
ヮチ

外
ナ

ネ
〔〒6830851)鳥取県米子市夜見町308111
1EL0859 24 3833 FAX0859 24 3833

9 i lXl～ 21:∞
火

オーガニ ックレス トラン 自然食品、玄米、マクロ

ビオテ ック関連書籍、環境雑貨、調理器具、クッキ
ング教室、セミナーと講演

①

庵薬蓬
〔〒7918023〕 愛媛県松山市朝美2827
TEL089‐ 924‐ 2128

10:∞ ～ 19:lXl
年中無体

予約制玄米食庵 玄米食料理教室 健康相談
天然コーボバン 千坂式健康法講習会 ①

ち ろ り ん 村
〔〒7600073〕 香川県高松市栗林町31024
TEL0878 37 2976

10:∞ ～ 19:lXl
年中無休

無農薬野菜と自然食品、水にがり豆腐等豊富な品揃
え 宅配有 ①

自 然 食 品  ら び つ と
〔〒7600067〕 香川県高松市松福町 179
TEL087 822 1539 HP:http:″ www rabbn foOds cOm

lXl9 i CKl～ 19

月
玄米食の普及 料理教室 母乳育児相談、有機震法
玄米 (3分 、5分、ア分、8分掲)発送可

（
↓

SCHULE  ABE
シ ュ ー レ ア ベ

〔〒7700866〕 徳島県徳島市末広2142
TEL088 653 6401 http:〃 www schu eabelp

]0:∞ ～ 19:lXl

水 祝
焼菓子、天然酵母バン、自然食品、製菓道具
教室 (穀物菜食料理、お菓子、バン作り)

（
ム

サ =― サ イ |ド
〔〒8130042〕 福岡県福岡市東区舞松原 181フ (東 福岡自elj

車学校そば)TEL092 681 0883 F継 0926810815
10:lXl～ 18:311
水 祝(金 1ま除く)

自然食品、無震薬玄米野菜、天然酵母バン 圧力鍋、
書籍、健康相談、月 1回 サービスデー

（
↓

自然 生 活館 撃●|‐

1篤 〔〒8]10214〕 福岡県福岡市東区和自東22713
TEL092 608 9511 ■臥0926089512

(火～■)9∞～1〕 lX

(日 祝)]lD-18:lXl

月 第 1日

自然食品全般 天然酵母バン 有機無農薬野菜 健
康食品 書籍 WELEDA化粧品 ヘナ 他

（
↓

”
″

ト

チ
ス

・

レ

ツ

クツ
キ

二ガ

ナ
一オ

マ
〔〒8100015〕 福岡県福岡市中央区那の川2930
(西鉄「平尾」駅より徒歩3分 )TEL092 525 4147

9:∞ ～17:CXl 雑穀料理のランチ、スウィーツ、弁当 ケータリン
グ、パーティ、料理教室、自然食品販売

（
も

アイリスオニガ■ン|ク

テラス    ・ ~‐ 〔〒 8100062〕 福岡県福岡市中央区荒戸 34]セ ン トラル西
公園 2F TEL092 75]3005

３０
土

‐８
第眸一

９

日
有機野菜 無農薬野菜 選び抜いた数多くの自然健
康食品 化粧品 月一回美容相談会 他

（
こ

ナチュラルカフェ博多
こ  こ  ろ  ん

〔〒8111302〕 福岡県福岡市南区井尻 42123
TEL092-585-7477

101110～ 19:00
年中無体

オーサワジャバン全商品 天然酵母バン フェアト
レード マクロランチ500円～コスメ

（
↓

番 椎 自然 食 品セ ンター 〔〒8130044〕 福岡県福岡市東区千早51319
TEL/Fハ )く0926713534

10:00～ 18:30
日 祝

自然食品、無晨薬、有機栽培野菜、化粧品、生活雑
貨、書籍、天然酵母バン、他 .

（
も

65 O Mat rohiotiuue 2007 . 6



え と わ い ず 村
〔〒8071131〕 福岡県北九州市八幡西区馬場山東216
TEL0120 3フ 47]l htp l″ 、ハムハ″ecow se colp

10 i llll～ 19:00 手技療法 波動測定 血流測定、自然食品、健康食
品、ビーバンジョア化粧品など約 2111111種

（
↓

品
ん濡じ

自
ん

のり

に
だ
‐
ゎ

賞
こ
雑

〔〒8020042〕 福岡県北九州市小倉Jヒ区足立2123
TEL093-922-4753

10:00～ 19:00
日

自然食品、無農薬米野菜果物、健康食品、出来たて

豆腐、天然酵母バン、 トルマ リン製品
〈
↓

菫榊廣
〔〒8380018〕 福岡県朝倉市日向石 1202

TEL0946 25 031l FAX0946 25 1259
8:∞ ～ |フ i lXl

土 日 祝
葛粉、蕨粉、その他澱粉各種、葛、蕨商品各種 (葛

湯、葛きり、蕨餅等)

産 鷹 や ■蔵■1黛
〔〒8390863〕 福岡県久留米市国分町2961
TEL0942-21-3130

9:∞ ～18130
食糧品、無農薬無除草剤無化学月巴料野菜、

地産地消地域型循環社会を目指 して。
（
↓

筑紫 自然 食 品 セ |ンタ■
〔〒8180072〕 福岡県筑紫野市二日市中央488
TEυFAX092 924 0238

10:lll～ 18:30
土 .日 祝

健康講座 料理教室 自然食ニュース 自然食品全
般 雑貨など (配達可)

〈
ι

査 知 壇||,1鸞
〔〒8191616〕 福岡県糸島郡二丈町武35217
TEL092 325 0496 最寄駅筑肥線「―買山」駅5～ フ分

∞
”

‐６

‐８
”
”

∞
∞

１０
９

食養料理教室、陰陽のこと 生き方を考える。

純正食品、書籍、食養常備食品他販売。
〈
↓

漢方薬局H,なか0■ 〔〒 8320824〕 福岡県潮WI市 立花通 (西鉄相WI駅 より
歩いて 5分 )TEL09“ フ21061

9:lXl～ 19 ilXl

日 第 24月
漢方薬 (煎 じ、エキス、末 )、 純正食品、玄米

雑穀類、生活雑貨 食養補助食品、他
〈
↓

玄 米 食 お|ひ |さ 1摯

(料理数室&レストラン)

〔〒8400811〕 佐賀県佐賀市柳町43
TEL0952 28 7883 FAX0952 28 7886

9:lll～ 18:30
日 祝

自然食品 無震薬有機野菜 玄米 調昧料 お菓子
生活雑貨 書籍 化粧品 料理教室 ランチ

〈
↓

ナチュラルファーム高田
〔〒8410076〕 佐賀県鳥栖市平田町3016
TEL0942 83 0238

食品販売、配達 （
ι

店

ス
の
ウ

品
ヽ

食然
ラ

自
テ

〔〒8528104〕 長崎県長崎市茂里田131坂上ビル]F
TEL095 841フ 236 FAX095 841 7236

10:∞ ～ 19:∞
日

無農薬野菜、健康食品、純正食品、アロマテラピー

マ ッサージ、酵母バン教室、ランチ。
〈
↓

店
る

の品
ま

食
ん

然自
て

〔〒8500017〕 長崎県長崎市新大工町68 古賀ビルlF

TEL095-820‐ 4057
]01∞ ～ 18:30

日
オーサワジャバン全商品 天然酵母バン
書籍 他食養相談

（
↓

店
ロ早

臥
諫

一ケ
館

一然げ
日
本

〔〒 8540012〕 長崎県諫早市本田1210
TEL0957 23 6670 http:〃 vvww sh zenkan nd

10 1 1XI～ 19 i lXl
l  日

電気発芽器 「発芽美人J、 野菜、天然酵母バン、食器、
リマ CAC化粧品 健康教室、通販宅配

う
↓

自 然 食 品  和 み
〔〒 8595117〕 長崎県平戸市魚の棚町 31]5
TEL0950 22 5149 FAX0950 22 5529

9 ilI～ ]8:30
1 日

玄米 穀物、調昧料、有機食品、埋設用炭素など環

境改善商品も多数あります。
（
↓

自然食と有機野菜の店
0 天  粧

〔〒8600854〕 熊本県熊本市東子飼町 35
子飼店 TEL096‐ 3434043 下通店 TEL096 354 9161

9:00～ 19 i Cll

l日 :盆 正月
有機野菜生産 &販売オリーブ自然化粧品
マクロピオティック食事会&勉強会宅配右

今
↓

場
＞

Ｉ
年

腐
３

豆
応

品
慶

食
業

部
創

岡
＜

〔〒8614601〕 熊本県上益城郡甲佐町岩下 143

TEヒ 096-234-04・ |ア

7:lXl～ 19111111   
日

純正豆腐 食養研究会、焼豆腐のみそつけ ι

自 然 な く ら しの 店
ガ  ン  ガ  ー

〔〒8620926〕 熊本県熊本市保田窪2丁目25
TEυ FAX096 385 5978

9'OC～ 19 i Cll

日 祝
純正食品、無農薬野菜 天然酵母バン、化粧品、書

籍、他。宅配可。料理教室 テルミー治療 .
C

の
部

学名
楽

姓の
倶

学医
燿

養食
玄

〔〒 8620924〕 熊本県熊本市帯山 5231
TEυ FAxo96 384 4064(要 予約 )

食養医学と姓名学の相談を受け付けてしヽます

食養相談の予約は TttL096 381 8711ま で

0 そ  う け ん
Natural   Tru e

〔〒8690502〕 熊本県宇城市松橋町松欄 601
TEL0964-33-3751  FAX0964-33-1917

9110～ 18:30
年中無休

自然食品 健康補助食品 ジュポン化粧品、浄水器、各

種セラミック、小橋規賽男先生による健康セミナー
〈
↓

ボ

一
一
ナ

フ

一

ト

コ
ツ
品

工
食

イ
康

ダ

健
〔〒8691101〕 熊本県菊池郡菊陽町津久ネし273]3
TEυ FAX096 232 6571

9 1CO～ 17:00
日祝 第2 4土

健康自然食品全般 書籍他。病院食事療法用食品全

般。
〈
ι

古
院 長

院
と

一

・

一

一

駐
ま

―
古

〔〒8691101〕 熊本県菊池郡菊陽田I津久礼8685
TEL096 232 1566 http:″ ww、v dr mako net

9 i lXl～ 19:llll

日 祝
オーサワジャバン商品 玄米を食べる会 料理教室

無添力日化粧品 健康講話 デイサービス 「星の里」
〈
ι

場広ろ
〔〒87110037〕 大分市東春日町 1523
TEL0975‐ 371193

9:311～ 18:∞
日 祝

無農薬里予菜 低農薬果物 自然食品 食養手当
食品 正食料理教室 (毎週土曜)講 演会等 C

ru=P“ぎ
―
鼎

〔〒 8700888〕 大分市三ヶ田町 4組
TEυ FAX097 546 0600 E mali nfo@mukkara net
http:〃 ww～v mukkara net

10:30～ 19:l10

第 13月
火

*と にかく美味しい 日まだ木干 し椎茸」総発売元 *

無農薬野菜 玄米 調昧料 天然酵母バン お菓子

オーガニ ックコットン 化粧品  書籍 (貸本有 )

*料理教室 *勉強会 *交流会 *全国宅配 OK*
C

や
村

お
・

一

コ

の

二

食

〓

然自

二
〔〒8740919〕 大分県別府市石垣東2621
TEυ FAX0977 25 4464 http:〃 nkonkomura com/

∞‐９
祝

”∞
日

マクロキムチの製造販売/卸、無震薬野菜、純正食
品、輸入オーガニック食品 C

店
な

品食
す

然自
な

〔〒8750342〕 大分県日杵市野津町大字落谷21811
TEL0974‐ 32-7111

10 1 KXl～ ]8:llll

年中無休
無晨薬無化学肥料野菜、自然食品全般、バン菓子
書籍など、宅配可 C

発
之

開
薫

品
田

食
岡

社
役

会
締

限
取

有 〔〒8830061〕 宮崎県日向市大王町5丁目29番地
TEL0982 52 9353 ■ヽ 098252-9360

年中無休
健康に関するコンサルタント
オーサワジャバン全商品 粗糖 紅塩販売他 C

△
〓
会商̈

輝
健紅囀

０
鹿

〔〒8900054〕 鹿児島県鹿児島市荒田2373
シャトレ21]01 TEL099 251 8440

1l i lXl～ 17:lXl

土 日 祝
食養入門教室 料理教室、オーサワジャバン商品
SBK商品、純正食品、化粧品、健康美容 美顔

村さや
〔〒8920871〕 鹿児島県鹿児島市吉野町2390J
TEL099-244-8061

101∞ ～18:311
■ 日 祝

無震薬野菜、自然食品、料理教室、健康相談、正食
勉強会 C

マクロビコンシエルジュ
Verml“ onバ ーミリオン

〔子8920822〕 鹿児島県鹿児島市泉町 25
TEυ FAX099 227 5222(グ リーンホテル錦生館よこ)

]l:∞ ～191∞
日 祝

オーサワジヤバン全商品 自然派化粧品 生活雑貨

健康チ エック&食事指導 通販 宅配 C
店
店

田
田

西
荒

畑
獅

球
づ

地
い

〔〒8910101〕 鹿児島県鹿児島市五ヶ別府町 3646

かl~しま有機生産組合 TEL099 282 6867
10:∽ ～ 19 1 1Xl

有機野菜 有機米 生鮮食品 天然酵母バン 無添

加食品 生活雑貨 書籍 衣料 化粧品 C
店

ク
お

リ
の

エ

品食

ジ
然

ン

自

ア
〔〒8930007〕 鹿児島県鹿屋市北田町 111321]
TEL0994-43-4265

101:∞ ～211i∞1 日 ,祝
自然食品 野菜 天然酵母バン 惣菜 オーガニッ

クスイーツ 化粧品 雑貨 書籍 C

自 然 食 の 宿  天 然 村
〔〒891“ 0]〕 鹿児島県熊毛郡屋久町麦生3350ヾ ス停高平)

TEυ FAX0997-472541 輛綱
天然村産の玄米 野菜 果実と山の華 海の幸によ

る自然食料理 1泊 2食 6.000円 C

あ さ ひ 龍 生 堂 薬 局
〔〒8940061〕 奄美市名瀬朝日町1413
TEL0997-54-0500

8:30～ 20 i llC

日
オーサワジャバン商品 漢方薬 健康食品 C

オー ガニ ックはうす
陽        ■報

〔〒9010152〕 沖縄県那覇市小禄5141
TEL098‐ 858-8376 FAX098-858-8387

∞２０
祝

”∞
日

有機野菜、玄米 純正食品、自然派化粧品
洗斉」、書籍、食養相談、勉強会 C

紅 葉 純 IE I食 品|1膚
〔〒9020064〕 沖縄県那覇市寄宮 174

TEL0988-54-0296
10:∞ ～ 2Xl,Ol

日
書籍販売、純正食品、食養相談、 0」 全商品取揃 C

多
~ガ

λツ71,|う 〔〒9000022〕 沖縄県那覇市樋川 1281
TEυ FAX098 835 1389

10:∞ ～ 191∞
日 祝

有機野菜 マクロビオティック商品 天然酵母バン
生活雑貨 アーユルヴエーダ商品 書籍 他 C

マ ザ ー ズ・ア||イ
〔〒9010156〕 沖縄県那覇市田原224
TEL098‐857-4919

11:∞ ～ 20:∞
日

オーサワジャバン全商品天然酵母バンまんじゅう
有機野菜 書籍料理教室

〈
ι

書流清
〔〒9040156〕 沖縄県読谷村古堅 851

TEL098-956-4000
10:00～ 171∞

年中無休
自然食品、リマ クッキングスクール、天然酵母パ

ン、マクロビオティック木灰沖縄そば、ランチ C
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6
日本CI協 会のご案内

CI(レ centre ignoranus)とは、「無知なる者のセンター」の意味。
こざかしい知恵をすて、バカであることに徹底 したものが

真の幸福を得ることができる、ということです。

略   所 ]〒 15卜0065 東京都渋谷 区大山町 11-5

電言彗03-3469-7631//FAX 03-3469-7635

◎小 田急線各駅停車 「東北沢駅」下車北 口よ り徒歩 2分

躙館時間
:[:ξ灯繁T砂鬱ストァ]摯3h91。。

'E::墨

倉
クツキングスク刊レ

]ξ 16f停 1管f

習尉膠 ぽ鰐瑞.赦…※あらかしめこ予約のうえ下記郵便振替口座に参加費をこ入金ください。

[00100-3-194125]カ ロ入 者 名 :日 本 Ci協会

※キヤンセルによる参加費の返金はこ容赦願います。

0

●主なセミナー・講習会・イベントのこ案内

2・ 3日仕 。日)… 山村慎―郎の望診法集中セミナー

8・ 9日僣卜J… 細川順讃 個人別健康相談   >詳 細6頁

11・ 12日 編・り0-マ クロピオティック・ヨガ教室 >詳細7頁

13日 lXl  …官足法セミナー       >詳 細7頁

14日lAl  …ブハン体験とバイオヘルス講座   >詳 細 7頁

16日 0  …山村慎一郎の食養医学講座 第3回目

18・ 19日

"・

火)マ クロピオティック ヨガ教室 >詳細7頁

21日 lAl    松下由美 子育て相談座談会 個人別健康相談 >詳 細 6頁

●日本CI協会案内図

大山交差点 . .

サークルKo

しなのや ●

八百E●

Jヒロ    。 
ソン

東北 沢
―下北沢 代々木上原 新宿｀

6・ 7日倹・コ  山村慎―郎の望診法集中セミナー >詳細5頁

10日 ω   …プハン体験とバイオヘルス講座  >詳 細7頁

11日 17kl   ビ̈ワの葉温灸講習会      >詳 細7頁

14日 00   -マクロピオティック ヨガイブニング教室>詳細7頁

15日 (日) …経皮毒 &商品説明会 IN仙台  >詳 細右記

16・ 17日編・知 …マクロピオティック ヨガ教室 >詳細7

20・ 21日佳・J…細川順讃 個人別健康相談   >詳 細6

22日 (日)  …細りIⅢ『顧TLE轄育成セミナー第1回目 >詳細4

23・ 24日媚・匁 …マクロピオティック ヨガ教室 >詳細7

お 日 l■l    松下由美 子育て相談座談会 個人別健康相談 >詳 細 6頁

…新谷弘実先生講演会

28日 ω
山村慎―郎の食養医学講座 第4回 目

29日 (日)  …リマ・クッキングスクール試作会



2∞7キ

9月 1日 l■l開講

J「   こ  1初級を修了した方が対象となります。日 (々

各コースのご案内

フの家庭料理としこさ引こ―メ堪売だ瑯鰺卜鱚
Dコースです。基本料理のちよつとしたひと工夫で、幅広く食材

吏つた手当法の講義もあります。

ァ:Lィ
1.1'I I超

Tム害警:3こ橿な存習醤量糞膚:真3λ軍

`見

麺警『子/ク
料理ならではのアイデイアカ洸る応用料

鞣

1.璧
`ヵ

l垂
 |:i』:::::[:]:i::;:写

言91[羊ζ5,I::L姜需言「,!:写:]号う言讐

`菫

][

0開
講

"1級

イプニング・クラスも
‐    姜 中です !

日 者■ 9月 6口 l■l～ H月 22日 l■l

各 口18:節～21:∞
※その他の詳細は下記時間割をご参照ください

秋期時間割 堺1現繁 翠熱 、蹴 機 ミ織蓮肩aξttT聾″毎日に通えなけにおすすめいたします。

コース 1 初級 (ベーシ ック コース ) 中級 (イ ンターミデイエイトコース) lA. ef t\->7 r-1) gDfr lJtr7a'rieftu'a-7)
曜 日 |ウ イークデイ |イ ブニング ウイークエン ド ウィークティ| ウイークエンド

I l:oo 12:oo 9:oo 11:00,12:00 1 9:00
事務局にこ確認下さい

116:00113:00

W褐 |

日本CI協会の年会費 ①誌友 6,6∞円 または正会員②13,000円鮮細は8頁の入会案内をこ覧ください)

12月 2日 (日)駒場エ ミナースにて (予D

42,000円 (12回分 )

ウィークテイ|ウ イークエン ド |ウ イークテイ ウイークエンド

水 1  木   1土 1 日

◎受講料と修了証申請料 日本CI協会年会費は、お申し込み時に一括して郵便振替にてお支払いください。 [00100-3-194125]◎ 年会費は、 1年間有効です。

詳 しくは8頁「入会案内」をこ覧ください。◎一度こ入金いただいた受講料は、返金できませんのでこ了承ください。◎欠席された場合は、同じコース内で振替が可能です。

②
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夏のご体験講座
場 所 :リ マ・クッキングスクール

マクロビオテイック

(東京都渋谷区大山町11‐5/電話 :03‐3469-7631)

時 間 :各日11:00～ 13:30             1

ξ

次回の体験講座 |よ ]2月 に開催予定です。

リマ・ クッキングスクール 〒151-0065東京都渋谷|ス 人||1町 11-5
Tel.03(3469)7631/Fax.03(3469)7635 ホームベージ :www.ci kyokal.jp
E―mail:r―tanto l(Dci― kyokai.jp

・あらかじめ電話でご千約のうえ下記郵便振替口座に参加費をご人金ください。
[00100-3-194125】 加入者名 :日本Cl協会

・おlllRり 込みの際は通信欄に受講の講座名と日付を必ずご記載ください(受領証は講llK｀1「1ご持参ください
)。
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どなたでもご参かいただけるグ閉講座 :リ
マ・

ζ孟滉観ζク
~ル

1  炊き方がわかります‖

‐ 8月 4日 (土 )・ 8日 (水 )

ll粗晶じ及ビ撃襲等)|

: キッチンにあるもので行う

|  『手当て法』もこ紹介 ||

ンすヲ瑯

ら

鮨
　
Ｌ

「
り
‘

や〕“
代

ヽ

※入金後の返金には応じかねますのであらかじめごF承 ください。                             ・



魃躙嵯厖萩卜財糀者|

トータルサイン

「

L}とはⅢ・
屁ヨE団 細川‖贋讃

麗ヨロ罰 日本CI協会 2Fホール

●PROFILE
はそかわ。かずひろ
19484生まれ。東西医学、心身医学、

食事療法 (食養 )、 伝承医療等を

統合した総合的治療法・健康法を

30年間現場で研究。食養と心身コ

ントロール (自 己整斉法)を ベースに、

根源的な統合健康法の普及・指導

を行つている。

マクロビオティックの

総合的なセミナーです。

健康・心・長寿法などの基本的な考

えや理念から始まり、美容・妊娠出産 :

食生活 (陰 陽)など生活方法、運動・病

気。人体の器官機能など医学的なこと

を学びます。(料理実習はありません。)

プロフェッショナルコースはさらに一

段上の医学的なことやスピリチェアル

のこと、治療法ませ 学びます。プロフェッ

ショナルコース終了後は修了証を授与

いたします。

べ…シックコ…ス 全6回分

(平成19年7月～12月まで)

48,000円 (マクロビオティック弁当付、税込)

プロフェッショナJレコ…ス 全4回分

(平成20年 1月 ～4月 まで)

40,000円 (マクロビオティック弁当付、税込)

※受講料は各コースともに一括前払いとなります。

1回 目 7/22(日 )10時～17時 ①健康と病 ②健康のかなめ

2回目 8/26(日 )10時～17時 ③休養のとりかた ④食生活の基本

3回目 9/16(日 )10時～17時 ⑤食物の選び方 ⑥調理について

4回 目10/21(日 )10時～17時 ⑦健康のメカニズム ③病気のメカニズム

5回目11/18(日 )10時～17時 ⑨食物のバランス ⑩心のメカニズム

6回目12//16(日 )10時～17時 ○食物療法 ⑫健康食品
※各回とも昼食時間として一時間の休憩と最後に質疑応答があります。
※内容は変更になる場合があります。

|ヨヨ西日目曰圏四曰■困目四瓢□四目E認口「(平成20年 1月から。日時は未定です)

7回目1月 ⑬内部環境(血液、リンパ、肝臓、腎臓、腸など)⑭体質の判断 ⑮食物の陰陽

8回 目2月 ⑩食物の効能・特質 ○治癒のメカニズム ⑬心のコントロール

9回目3月 ⑩健康法、治療法 ④身体のゆがみ ④望診法

10回目4月 ⑫病名・症状別…原因と,台療法 ④妊娠・出産・育児 ②ダイエット 修了式
※各回とも昼食時間として一時間の休憩と最後に質疑応答があります。
※内容は変更になる場合があります。

日本Ci協会 〒151…0065東京都渋谷区大山町11‐5電話:03(3469)7631/Fax:03(3469)7635
あらかじめご予約のうえ右記郵便振替口座に参加費をご入金ください。邸便振替口座 :E00100‐ 3… 194125コ 加入者名 :日本CI協会

お振り込みの際は通信欄に受講の講座名と日付を必ずご記戦ください (受領証は講座当日ご持参ください)。

※入金後の返金には応じかねますのであらかじめこ了承ください。

ホーームパージからもお申し込みいただけます! WWW=Ci・ kyOkai‐loまで

1~・
 ド…

プ鶉

④



山村慎一郎先生の宿泊型集中セミナーのこ案内

ともに……

'月 6日 (金)～ 7日 (土)

:含/翌日15:00終了
Э円 (日本CI協会会員の方対象)

受講料 :65,000円
(宿泊 食事 教材費 税含む)

定 員 :20名
(定員になり次第受付終了させていただきます)

目
鯉～和級集中 泊 3日 コ ー

日
▼内容一覧

時 :平成鴬輝:8月 13日編 )～15日0◎ 12:00現地集合

※最後に「初級編のまとめJを行います。

※内容は都合により変更になる場合がこざいます。

予めこ了承ください。

望診法集中セミナ些
餞生

動 機 轍 鰺 畿 艤 機 は 醸 警 響 攀

顔の望診 (目 、鼻、国など)

攀 警 畿 警 畿 ● ③ 聯 鍮 轍 鍼 轍 機 艤 艤 醸 輪 は 警 警 響 警 警

をはじめとした基本と、陰陽五行や呼吸法を学びます。

どム
]』I旱][轟1

ミナ．場
セ

河口湖アルカンシェール
〒401-0305山 梨県南都留郡富士河口湖町大石2498…2
電話 :0555中76-6662 URL:http://― .arcenigrijp/
雄大なEIL山の麓、河口湖に位置するアルカンシェー′児 ′S、 りそそぐ太陽の光、緑力輝 き、風薫る  ……。

アルカンシエー′Иよ、日常からしばし離才ょ 四季折々の自然を体感できる、マクロピオティックのステイスポットです。

講師プロフィール/77年に岩手山麓雫石町で自然食品店「い―は・と―ぷ1を始める。̈ 市に移転し、マクロビオティックの普及に軌 99年渡米しクシイ
ンスティテュートMCTを卒幾 帰国撫 盛岡市の大沢神経内科においてゴーシュ研究所をヽ _盛両を拠点に全国各地で食事指導のほ力、講演負 勉強会などを中
心に濃軌 月刊『マクロビオティツク』に「よろず相談うけたまわり!山村貴 娘ドのこんなときど―する!?Jを好評連載中。

お問い合せ 。お申し込みは……

日本CI協会 東螂 齢 欧 山町1151鷲野 ズ郵 %稀

“

得論£l♂

346鋤 7635

。あらかじめご予約のうえ下記郵便振替口座に参加費をご入金ください。
邸便振替口座 :[00100-3-194125]カ ロ入者名 :日本CI協会

・お振り込みの際は通信欄に受講の講座名と日付を必ずご記載ください(受領証は講座当日まで必ず保管してください)c

※入金後の返金には応じかねますのであらかじめご了承ください。

0
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目人権麟の時間僣

10:00～ 18:00の間

◎会 場
日本CI協会2階ホール

◎相餞科
1回 30分 101000円

■ご相談は誌友 正会員の方が対象です。
未入会の方は入会手続きをお願い致します。

■ご相談は予約が必要です。日時を指定させて
いただきます。

■当相談は医療指導ではなく、あくまで皆様が
マクロビオテイツクを実行されていくための

ア ドバイスですので、ご了承ください。
■相談後、個人別の食事指導箋をお渡しします。

■相談料は相談日の 3日 前までに当協会にご入
金ください。

■ご入金後の返金は容赦願います。

■
腱

‥
話電

常時受け付けております。

事前にお申込みください。

正食を実行するうえでの トラブルは

よりよい解決法で……

■個人相談・要予約

■相談料 10,000円 (30分 )

*誌友 正会員の方が対象です。

■講師プロフィール

群馬マクロピオテイツクセンターMAttN駐宰。

著書に『生活革命』『元気の革命』ほか。

ココロを癒す
子育て相談塵談菫
10:∞～12:00/参加費 :3,000円

子育ての悩みを一人で抱えてはいませんか?
3人の子供の母 として育児に仕事に奮闘して

きた松下由美先生が皆さまの悩みに心をこめ

てお答えします。

個別健康相談
個人相談の時間帯/13:∞～17:∞
相談料/1回 30分  10,000円

■こ相談は誌友・正会員の方が対象です。

■こ相談は予約が必要です。

■当相談は医療指導ではなく、あくまで皆さま

がマクロビオテイックを実行されていくため

のアドバイスですので、予めこ了承くださし%

上記座談会・個別相談 と

6/21(本)・ 7/26(本 )
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日本CI 2階ホール開催 ::健康セミナーのこ案〈
〓

第31回 ビワの薫温彙講習

ビワの葉療法は長い歴史に培われた日本の代表的な自然療法
のひとつです。

幾多の難病を完全治癒に導いてこられた、伊藤祥子先生によ
るこの講習会は、難病だけでな く日常の困つたときにも役に

立つ、分かりやすく充実 した内容です。
―度参加されると、二度日、三度目……のリピーターとなる

方がたくさんいらつしゃいます。初心者の方も大歓迎です。
ぜひこ多加下さい !!

●講 師 伊藤祥子 東Jヒ ビワ健康センター
●日 時 2007年 7月 11日 (水 )

13:30～ 15:30
●参加費 4,000円

(ビ ワの葉、もぐさ棒など材料費
を含む)

●持ち物 35cmぐ らいのガーゼまたはさらし
●定 員 30名 (定員を超える場合はお断

りすることもあります)

*お断り:講義中の録音、撮影等はこ遠慮下さい。

ワンポイン トレッスン :

歯が痛いときは……耳の下からあごの骨にそって約5cm、 そこから首
の方へ約2cm入った脈打つところ (指で触ってみるとわかります)の
左右両方に温灸をすると楽になります。

1-
1第22回

―足の超健康法の原点 一

日 足 法 セ ミ ナ・ ―
1   足 の 汚 れ を 取 れ ば 万 病 の 原 因 が1解1消 11

足もみ健康法が静かなブームになつています。そのブームの発端
が1986年文化創作出版から発売された『足の汚れが万病の原因だ
つた』(官有謀著 定価905円 +税 送料310円 協会取扱)に あること
を知る方は少ないようです。

その原点ともいうべき官足法を15年にわたり、実技指導 している

文化創作出版の行本社長が講師を務める大満足のセミナーです。

●講 師 行本昌弘 文化創作出版社長
●日 時 2007年 6月 13日 (水 )

14i30～ 16:30
●参加費 3,500円 (税込)

―プログラム…
14130～ 15:30 足と人体全体の健康地図

足の健康自己診断

15:30～ 16:30 グリグリ樺を使つた症状別実技指導
質疑応答

※足もみ専用のグリグリ棒は当日販売致します。1本 630円 税込み。

※足の反射区地図 その他資料付き。

薬や医療に頼らず、生命を躍動させる方法がわかる!!

1功 ンヽ儡 貶 ′打 ″ Vレ齋 駆
プハ ンて何 ? どういう効果があるの ?? 興味はあるけどちょっと

など  いろいろな疑間に答える丁寧な説明と、上手にプハ ンが使
えるようになるためのコツをプハ ンの販売元、(有 )デ ボルの望月佐知

子さん直々にご指導いただき、実際に体験できる講習会です。
併せてバイオヘルス講座として、薬や医療に頼らず、健康 自立を促す
方法などのお話もいたたきます。慢性病に悩む方やそのご家族、健康
指導に携わる方には特にお勧めです。もちろん初心者の方も大歓辺で

すので皆様のご参加お待ちしてお ります ||

●講 師 望月佐知子 (有)デポル代表
●日 時 6月 14日 (木)7月 10日 (火 )

各日14:30～ 17:30
●参加費 3,500円 (税込)

●持ち物 タオル         ■・ ち ■ ..

◎服装は前あきのシャツやカーデイガンが便利です。

◎各一回完結です。何回でも参加できます !!

2500年の伝統をもつ

お家でできる健康法  ¨

プハンで自然治意力up11

マクロのお食事の効果を後押し |

ひとりで、みんなで楽しめる!!

健 康 に な る !非り断 力 が ア ッフ
゜
す る !

体 を動 か す こ とが 楽 し くな る !

マクロビオティック・ョガ教宜
… ―̈・・……… ‐̈…‐……… … ‐…… ‐… ……‐…‐‐… …… ‐… ‐‐ TTTT
今話題の「マクロピオティック」と「ヨガJの調和により、自然の原理 原則と本格的
なヨガを分かりやすく、個 の々レベルに応してお伝えします。お子様連れのお母様やこ
れからヨガを始めたいとお考えの方、経験者の方や学生の方も歓迎蠍します。同じ目的
をお持ちの方々と心身共にリフレッシュできるひとときを共有してみませんか?

募 集 ク ラ ス  Xこ ζ:曾 み露58写」寄魔そ:『
・
     定 晏:各 20名

:1回 2時面の
"間

の流れimい 15分 月1回 )一月のテーマに薔づいた実技 (■本と実用)一 リラツクスタイム :

,● ●●●●__■ _■ ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●‐■●●●
=

● 会  場 :日本 C協会 2階ホ ー ル

●料 金 :3,000円 (消 費税込)/1回 (入会金不要。小学生未満無料)

●ご用意いただくもの :

お持ちの方はヨガマット.タ オル。 (遠方からお越しの方はマットは不要です)

運動しやすい服塩

◎貴重品や体調の管理は各自でお願い致します。

講師 プ ロ フ イール :森 山幹麗 (も りゃま みきょし)

,975年 生まれ 東京都国立雨出身.ヨ ガ歴15年 .リ マ クツキングスクールB雨範科卒業
大森英桜正食医挙講座修 3。 籠村ヨガ&0乎吸法研究所指導者養成講座修

`.NPO法人日本YOGA連 盟仙台支部長。くつろぎ工房
=宰

。

曰嗜 ク ラ ス | 118、 18日 16日、23日 20B、 27日 10日、248

|,虎 ヱ IZiん 112日 、 19日 ¬ ワ日、24日 21日、28日 11日、25日

|す鹿
`iZ:れ

   、ヽ、  148   11日  1 8日、22日

日本 C:協会 〒1510065東 京都渋谷区大山町11-5電話:03(3469)7631/Fax:03(3469)7635

あらかしめこ予約のうえ右記郵便振替口座に参加費をこ入金ください。 郵便振替口座 :[oo1 00‐ 3‐194125]加 入者名 :日
お振り込みの際は通信欄に受講の講座名と日付を必ずこ記載ください(辱領評は議座当日置韓参くださぃヽ̂名と日付を必ずこ記載 ください (受領証は講座当日こ持参 ください)。

※入金後の返金には応しかねますのであらかしめこ了承 ください。

ホームペーシからもお申し込みいただけます!→ W― .Ci‐ kyokai口 jpま で
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E日本●1協 菫入自の 案 内
I NttE R N A丁 10NAL MACROB10TIC N tt E R

日本 Ci協 会 とは ……

マクロビオティックを提唱した桜沢如―によつて 1945年 に設立された

最も歴史のあるマクロピオティック普及団体です。

¨ ¨ 。・…… 0・ ¨ ¨ … … … 00000マ ク ロ ビオ テ イ ツク ・。・…… …・・¨ "・・ ・̈ 0… …・・・・".

: ギリシャ語のMacro(大 きい・長い)BiO(生 命)Tique(術 ・学)の三つを組み合わせて作つた言葉です。

: 直訳すると「長く生きるための方法」ですが、そのひとつひとつの言葉の中に、人や環境に対する深い思いが込められています。 :

会員共通特典

毎月「月刊マクロビオティック」がお宅に届きます。

マクロビオテイツクの理論に基づく健康や美容に関する記事のほか

当協会主催の料理教室、その他各種セミナーの最新情報が提供されます。

その他特典は下記をこ覧下さい。

ご 入 金 方 法

入会をこ希望の方は、専用の振込用紙に必要事項をご記入のうえ、郵便局でお振り込みをお願い致

します。ご入金が確認された時点で入会手続き完了となります。

なお、詳しいこ案内、こ不明な点につきましては、お電話、メールにて受け付けておりますので、

お気軽にお問い合わせください。

25] カロ入者名 :日本Ci協会

「法人会員費」とこ希望の会員種別をこ
振込先 :郵便振薔口座 [00100-3-1941

: ※振込用紙の通信欄に、「誌友会員費」「正会員費」

1  記入お願いいたします

| ※お振り込みいただいた際の受領証は、月刊誌がお手元に届くまで大切に保管をしてください

Ⅲ………………Ⅲ̈_.'… Ⅲ・・・Ⅲ・・̈―‐‐――‐―‐――   ――‐ヽ‐――‐―‐一‐・‐………ⅢⅢ…Ⅲ・m .● ……Ⅲ●ⅢⅢ……ⅢⅢ……・ⅢⅢ・Ⅲ…・… Ⅲ……―・‐‐‐―一一―一一―――̈一́一: ・

◎お申し込み 。お問い合わせは……

日本 Ci協 会  〒151-0065東京都渋谷区大山町11-5

フリーダイヤリレ:0120-306-193/FAX.0120-306-293
メー,レアドレス :j― info@ci… kyokai.jp

ホ…ムベ…ジ:WWW.Ci‐ kyokal.jp

月刊誌を毎月1部送呈。料理教室、各種セミナー受講可。

食養相談・ トータルケアシステム受診可。

カセットテープ引換券 (8000円分)、 書籍購入券 (2000円 分 :協会取扱

い書籍・ビデオ・カセツトテープに利用可)進呈。

月刊誌を毎月1部送呈。料理教室、各種セミナー受講可。

食養相談・ トータルケアシステム受診可。

月刊誌を毎月5部送呈、巻末に広告掲載。協会出版物等の卸取引可。関連

書籍に情報掲載。各種行事割引あり。料理教室、各種セミナー受講可。

食養相談・ トータルケアシステム受診可。
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温めたり、お湯を注ぐだけ。手軽にはじめてみませんか?
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はじめてのマクロビオティック

マクロビオティックという言葉をこ存知ですか?近 ころテレビや雑誌などマスコミにも頻繁に紹介され、健康

と治病、また美容への新しいアプローチとして注目を集めています。マクロビオティックでは、肉・魚、乳製品、砂

糖を控え、全粒穀類を主食に、旬の野菜や海藻、豆などを個人の体調 。体質に合わせてバランスよく食べま硯
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レデ ィー スセ ット

ア多7oΨ plヮ

むキ
ダイエットやお肌のトラブリレなどで問題を感じている女性の方に特におすすめするレディ

ースセット。されいになりながら健康にダイエットできる理想の食事法「マクロビオティッ

ク」を手軽に実践できます。厳選された自然食材とマクロビオティック品質基準に基づい

た食品だけを使用していますので安心です。バラエティーに富んだメニューで、デザー

トも付いています。楽しみながらおいしさと爽快感を体験することができます。

蜀 `

贈り物にもこ利用ください。

セット価格

16,000円 (税込)

14食分+間食7食分

I ill5.X:r-fii 0<. iv*>J7i-tr&E)

と各麟

畿♂目

Ohsawaォ ーリ ワジ ヤノリ 株試会社 語 Eピ
021糧県戸田市新曽424

_0120‐ 667‐440/FAX 0120‐ 588-038


